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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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動き出した時間







　五月の半ばにさしかかったある日の朝。

　新しい学年、新しいクラスでの生活が始まって一ヶ月が過ぎ、ここ、聖せいクロニカ学園高等部２年５組でもクラス内の人間関係がすっかり定着し、生徒たちは新しい環境でそれぞれの青春を謳おう歌かしていた。

　クラス替え前からの友達や新しいクラスで新しくできた友達と、楽しそうに談笑している生徒たち。

　今朝の彼ら彼女らの主な話題は、今日からこのクラスにやってくるという転校生についてだ。

　こんな半端な時期になんで？　男だろうか、女だろうか。イケメンだといいな。可愛かわいいといいな。面白い奴やつだといいな。成績はいいのだろうか。得意なスポーツは？　楽器とか弾けるといいな。

　……そんなふうに盛り上がっているクラスメートたちをよそに、自分の席で黙々と不機嫌そうな顔で本を読んでいる一人の少女の姿があった。

　艶のある長い黒髪が印象的な、端整だがどこか怜れい悧りな面おも差ざしの少女。

　彼女の名前は三み日か月づき夜よ空ぞら。

　クラスメートたちの明るい笑い声やグラウンドから聞こえてくる部活動の朝練の声にときおり不快そうに顔をしかめながら、ずっと面白くもなさそうに地味なカバーのかかった文庫本に目を落としている。

　二年生になってから──いや、この学園に入学して以来ずっと、夜空の教室での過ごし方は常にこんな感じだった。

　人目をひく容姿をしていることもあって、四月のころは彼女に話しかけるクラスメートもそれなりにいたのだが、冷たい声音で最低限の受け答えしか（時には最低限の受け答えすら）しないため、今では彼女に話しかける者は誰だれもいない。

　近寄りがたい雰ふん囲い気きに加え、学力は非常に優秀で運動神経も優れており、それに何より下手にちょっかいを出そうものならゾッとするほど冷たい眼光で射い竦すくめられるため、いじめを受けていたりということはない。

　授業態度は良いとは言えず、特に英語の授業の「好きな者同士で二人ペアになって英会話の練習をしなさい」という指示には常に無視を決め込みずっと窓の外を見ているのだが、テストの点数はクラス一位のため黙認されている。

　孤こ高こうの人。一人が好き。他人が嫌い。

　それが２年５組の生徒たちの三日月夜空に対する認識であり、彼女が自ら進んで築きずいた立ち位置でもあった。

　友達がいない、誰とも会話しない、誰とも関わらない学園生活。

　楽しい、と言えば噓うそになる。

　楽しい学園生活なんて興味がない、と言うのも違う。

　つまらないよりは楽しいほうがいいに決まっている。当たり前だ。

　一人が好きなわけでも、他人が嫌いなわけでもない。

　それでも、あんな思いを味わうくらいなら、楽しい学園生活なんていらない。

　友達も恋人もいらない。

　自分はずっと一人でいい。

　夜空はそう思っている──いや、そう思い込もうとしている。

　チャイムが鳴って朝のホームルームの時間になった。

　三分ほど遅れて教室に入ってきた担任の教師が困惑した様子で「今日来るはずだった転校生が何な故ぜかまだ来ていない」と告げると、教室は少しざわついた。

　どうでもいい、と夜空は思った。

　転校生が来ようが、自分の学園生活には何の関わりもないことだ。

　ざわついたままホームルームが終わり、夜よ空ぞらは一時間目の世界史の教科書や資料集を机の中から取り出し、再び読書に戻る。

　読書自体は嫌いではないが、こうして学校で本を読むのが楽しいと思ったことはほとんどない。

　学校では、細かい文字がビッシリのマイナーな翻訳小説や学術書など、同世代の人間が誰だれも興味なさそうな本ばかりを読むようにしている。

　夜空自身も実はそういう本は読むのがめんどくさくてあまり好きではなく、何が書いてあるのかほとんど理解できないまま淡々と文字を追う羽は目めになることも多い。

　教室で読む本を選ぶ基準はただ一つ。

『誰かに「何を読んでいるの？」と訊きかれて返したとき、相手が「へ、へえ……」と曖あい昧まいに笑いながら去っていくしかないであろう本』。

　夜空にとって学校で読む本は、他人を拒絶するためのシールドに過ぎない。

　めんどくさい本のおかげで雑学の知識だけは多少蓄ちく積せきされたが、雑学を披ひ露ろうする相手もいないので意味はない。

　本当はもっと、単純に楽しい娯楽作品が好きだ。

　ミステリや伝でん奇き、ファンタジーや時代ものといった小説もそれなりに楽しく読めるが、実は小説よりも漫画の方が──特にやや低年齢層向けの少年漫画が好きだ。

　主人公は必ず勝利する。努力は必ず実を結ぶ。

　そして──友情は永遠であり決して壊れることはない。

　勝利、努力、友情。そんなシンプルな法則に支配された物語が夜空は好きだ。

　だって、現実の世界はそうではないから。

　世界が少年漫画みたいにシンプルになればいいのに──。

　そんなことを本気で願うほど夜空は純粋ではなかったが、時とき折おりそう祈ってしまう程度には潔癖だった。

　一限目の始まりを告げるチャイムが鳴る。

　世界史の麻あさ田だ先生（見るからに気弱そうな若い女性教師だ）が授業を開始する。

　彼女の授業の進め方は完全に教科書どおりという感じで、取り立てて問題があるわけではないがいかんせん退屈だ。

　特に日々の予習を欠かかさない夜空にとっては、なんの新鮮味もない。

　麻田先生は美人なので何人かの男子生徒がやけに張り切っているのを除けば、授業は実に単調に進んでいく。

　一限目半ばを過ぎると、船をこぎはじめる生徒も多くなる。

　夜よ空ぞらもその一人で、立て肘ひじでぼーっと教科書を目で追っているうちに瞼まぶたが異様に重くなってきて、ついには完全に目を閉じてしまった。

　と、不意に教室内が少しざわめいた。

　どうやら誰だれかが前の方の扉から入ってきたらしい。

　べつにどうでもいい……。

　夜空は目を開けることもなく思った。そんなことよりも眠い。

「あ、ええと、あなたは……？」

　麻あさ田だ先生の誰何すいかの声に、




「転でん校ごう生ぜいの羽は瀬ぜ川がわ小ご鷹だがですDEATH」




　こわ……!?

　本能的に身の危険を感じてしまうような異様にドスのきいた声だったので、さしもの夜空も少し吃驚びつくりして、目を開けてその声の主を見た。

　その瞬間、夜空の眠気は跡形もなく吹っ飛んだ。

　市販のヘアスプレーで染めるのに失敗したような茶色混じりのくすんだ金髪に、常に睨にらんでいるような鋭い目つき。

　ただでさえ顔が怖いというのに、さらに今は何な故ぜか眼球が充血しており、人にん相そうの悪さに磨きがかかっている。

　──なんか明らかに超ヤバそうな奴やつがきた。

　そんな空気が教室中を支配する。先生までも怯おびえているようだった。

　だが夜空だけは、この教室にいる誰とも違うことを思っていた。

　私はこの少年のことを知っている。

　覚えている。ずっと覚えていた。忘れたことはない。忘れるわけがない。




　タカ！




　十年前に自分の前から急に姿を消した夜空の親友。

　十年経たっても、その特徴的な髪と目つきには当時の面おも影かげがはっきりと残っている。

　名前が『小こ鷹だか』だから、『タカ』というあだ名で呼ぶことにした。

　自分のほうは、夜空という本名を名乗らず、『ソラ』というあだ名で呼ばせていた。

　本当の性別を偽いつわりながら彼との友情を深めていくうちに、日ごとに増していくチクチクする胸の痛み──きっと罪悪感だ──に耐えきれなくなって、ついに真実を告白しようとしていた矢先、彼は突然、いなくなってしまった。

　それからの夜よ空ぞらの人生は、まさに黒歴史と呼ぶしかない悲惨なものだった。

　タカがいなくなってしまった隙すき間まを埋めるため、色々やらかした。

　思い出すだけで悶もん絶ぜつしてのたうち回りそうになるようなことを、やらかしてやらかしてやらかしてやらかしてやらかして……。

　そして最終的に夜空が選んだのは──諦あきらめることだった。

　自分はもう真まっ当とうな青春など過ごせない運命なのだと見切りをつけ、タカと過ごした楽しかった日々だけを宝物のように胸に秘め、楽しい青春を送るためのあらゆる努力を放棄して坦たん々たんと時間を潰つぶしていくことを夜空は選んだのだった。

「そ、それじゃあ、そ、そこの空いてる席について……」

　麻あさ田だ先生が小鷹に着席を促うながす。

　小鷹が席に向かう前に教室を見回し、人を喰くらう鬼を思わせるような威圧感溢あふれる凶悪な笑みを浮かべ、教室の空気がさらに凍る。

　その笑みを見て安あん堵どしたのは、恐らく夜空だけだっただろう。

　本当に、あいつは十年前からなにも変わってない。

　笑顔を作るのが致命的なほどに下手くそで、他人に対して友好的に接しようと努力するほど裏目に出るのだ、あいつは。

　……そんなところも、自分と似ていて好きだった。

　羽は瀬せ川がわ小鷹が、自分の席に向かうためにこちらに歩いてくる。

　他の生徒たちがそっと目を逸そらすなか、夜空だけはしっかりと小鷹を見つめている。

　小鷹が引きつった凶悪な表情のままゆっくりと夜空の横を通り過ぎる。

　ガチガチに緊張しているようで、自分をじっと見つめる夜空の眼まな差ざしにはまったく気づいた様子はない。

　すぐに自分に気づいてもらえなかったことをちょっと残念に思いながらも、夜空の心は久しぶりに……本当に久しぶりに昂こう揚ようしていた。

　タカが再び自分の前に現れてくれた。

　十年前から止まっていた時間が、今ようやく動き出した気がする。

　夜空は無意識のうちに笑みを漏らしていた。




　私の青春は──これからが本番だ！





　　









　私の青春はこれからが本番だ！

　そんなふうに考えていた時期が私にもありました。

「気　づ　か　な　い　し　!!」

　誰だれもいない夕暮れの教室で、夜よ空ぞらは我知らず声を荒げていた。

　それからすぐにハッとして顔を赤らめ、慌あわてて教室の外の様子を窺うかがう。

　幸い廊下には誰もおらず、夜空の叫びは聞かれていなかったようだ。

　ホッとしつつ、夜空は教室の窓際にある羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかの席の方へと歩いていく。

　そのまま窓を開けて桟さんに腰掛け、目の前にある小鷹の机を見つめながら「ふう……」と深々とため息をついた。

　小鷹が転校してきてから、早くも一ヶ月以上が過ぎた。

　最初の数日は小鷹がいつ自分に気づいてくれるだろうかとそわそわしながら過ごし、それはそれでちょっと楽しかった。

　だが、一週間経たっても二週間経っても三週間経っても、いっこうに小鷹が夜空のことをかつての親友ソラだと気づく様子はない。

　いやそもそも、小鷹と話をする機会すら一度もおとずれなかった。

　第一印象から最悪だった小鷹は同級生たちから完全に恐怖の対象として見られており、小鷹はそれを挽ばん回かいすべく自分から頑張って話しかけようとしたりと健けな気げな努力をしているものの、驚くほどの間の悪さから全てが逆効果に終わっている。

　近くの席の生徒を獲物を狙う鷹のような目つきで睨にらみつけている姿などは、夜空から見てもカツアゲのタイミングを窺っているようにしか見えず、「こいつ実は本物の不良なのでは……？」と疑ってしまうほどだった。

　クラスメートの誰も話しかけられない不良（と思われている生徒）に自分から話しかけるのも気が引ける。

　特に夜空自身、クラスで誰とも会話しないキャラとして通っているわけで、もしもそんな自分が小鷹に話しかけようものなら、絶対に目立ってしまう。

　……それはなんというかその……とても恥ずかしい。

　何より──長い間孤独な学園生活を送ってきたせいで、そもそも自分から他人にどうやって話しかけたらいいのかがわからない。

　これはとても切実な問題だった。

　最初の第一声はどうすべきなのか。「あの」なのか「ねえ」なのか「なあ」なのか「おい」なのか「すいません」なのか。世間の人々はどうやって使い分けているのだろう。まったく見当もつかない。

　だから夜よ空ぞらとしては、小こ鷹だかのほうから自分に話しかけてくれるのをずっと待っているわけだが……どうも小鷹は話しかける相手を男子に絞しぼっているらしく、どれだけ夜空がさりげなく小鷹の近くを通ったとしても、後ろのロッカーに教科書やプリントを取りに行くフリをしてことあるごとに小鷹の机の横を往復したりしても、まったく眼中にない様子なのだった。

　この一ヶ月のことを思い返すと、たまらなく胸がむかむかしてくる。

　私はこんなにもタカのことを思っているのに、あいつときたら……！

　胸の苛いら立だちは際限なく膨ふくれ上がっていく。

　このままではよくない。こういうときはアレだ。




「──なあ、トモちゃんはどう思う？」




　夜空は突然、自分の隣──誰だれもいないし何もない空間に向かって一人で話し始めた。

　エア友達。

　中学時代に起きた『ある事件』で夜空が作り出した架空の存在であり、要するにエアギターの友達版のようなものだ。

　名前はトモちゃん。

　トモちゃんは容よう姿し端たん麗れいで運動神経抜群、歌や絵など芸術的センスにも優れた完璧超人で、心優しくて気配り上手で、友達思いで無む二にの親友である夜空のことを一番に考えてくれて話し上手で聞き上手という最高の友達なのだ。エアだけど。

　幼児期の子供の何割かが作り出すというイマジナリーフレンドとは異なり、トモちゃんの姿は夜空には見えないし、もちろん本気でここにトモちゃんがいるなどと信じているわけでもない。

　自分でも馬鹿馬鹿しいことをしていると思う。

　とても馬鹿馬鹿しくて──そしてとても痛々しい。

　友達だからトモちゃんというのも安あん易いなネーミングだし、冷静に考えると、トモちゃんのような完璧超人に夜空一人しか友達がいないということなど絶対に有り得ない。

　だが、それでも。

　エアギターを本気で一生懸命演奏したらまるで本物のギターを演奏したかのように気持ちよくなれるのと同じように、トモちゃんと取り留とめのないお喋しやべりをしていると本当に楽しくなるのだ。

　いや、楽しくなるというより──『友達と楽しく会話しているリア充女子高生の自分』という役柄に入り込んでしまう、というのが正しいかもしれない。

　昔小こ鷹だかと二人でヒーローごっこをしていたときも、役に入り込みすぎて人類には不可能な動きの必殺技を真ま似ねて怪け我がをしたことがあったし、夜よ空ぞらには演技をするとつい行き過ぎてしまう傾向があった。

　何度かそれで失敗したこともあって強く自覚はしていたので、普段トモちゃんと話すときは場所や時間に気をつけていたのだが……今回は注意が疎おろそかになっていた。

「そういえばあのときトモちゃんが言──」




　がらがらっ。




　──突如、教室のドアが勢いよく開かれ。

　──引きつった表情でこちらを見つめている、羽は瀬せ川がわ小鷹と目が合った。

　……最悪だった。

　小鷹の間の悪さも酷ひどいものだが、私の運の悪さもそれに匹ひつ敵てきするほど酷いな──と夜空は絶望的な気分になった。

　見られたのだろうか、まさか見られてしまったのだろうか。自分が、エア友達と……いや……一人で楽しそうにお喋りしている光景を……まずいまずいまずすぎるどうしよう本当にどうしよう……！

「「…………」」

　気まずい沈黙ののち、小鷹がゆっくりとこちらに向かって歩いてくる。

　な、なんで……!?

　それは小鷹の席が、いま夜空の座っている桟さんのすぐ前にあるからなのだが、混乱している夜空はそれに気づかない。

　小鷹の顔には凶悪な笑みが浮かんでおり、それはまるで、

「……まるで鷹が獲物を発見して舌なめずりをしているかのような笑顔……！」

　うっかり思ったことをそのまま口に出してしまった。だってしょうがない。夜空の目から見ても小鷹の笑みは怖いんだから。

　夜空の言葉に、小鷹はちょっと傷ついたような、ばつの悪そうな顔をした。

　小こ鷹だかのその表情に、夜よ空ぞらの心臓が一ひと際きわ高く跳はねた。

　そしてその瞬間、夜空はようやく、今この時こそがこの一ヶ月間待ち望んだ、小鷹との十年ぶりの対面であることに気づいた。

　夜空は小鷹に熱い眼まな差ざしを向ける。

　思い出せ──思い出せ、タカ。

　私だ──ソラだ。

　お前の親友の、ソラだ。

「あ、その……」

　小鷹が口を開いた。

「……なんだ」

　高鳴る胸の鼓動を誤ご魔ま化かすように、極きよく力りよく平静な口ぶりで夜空は返した。

「……ええと……」

　小鷹も緊張している様子だ。

　もしかして、気づいてくれたのだろうか。

　夜空は固唾かたずを飲んで小鷹の次の言葉を待った。

　実際には数秒だが、無限にも感じられるような長い時間の末──……




「も、もしかして幽霊とか見えたりするのか？」




　………………。

「はあ？」

　期待を斜め下方向に裏切られ、夜空は思わず頓とん狂きような声を上げていた。

　……それから夜空は、気づいてもらえなかった怒りや苛いら立だち、未いまだ抑えきれない動揺や興奮に任せるままに、自分がさっきエア友達と喋しやべっていたこととか、トモちゃんがいかに魅力的な少女であるかなどをぶちまけた。

　小鷹の自分に向ける眼差しが、まるで可哀かわい想そうな生き物を見るようなものになった。

　やらかした……後悔したときには既にもう遅い。

「……友達とお喋しやべりがしたいならリアルで作ればいいんじゃないか？　……その、エア友達とかじゃなくて現実の友達を……」

　小鷹の、妙に上から目線のその物言いにカチンときた。

「ふん、それができたら苦労はしない」

　なんだか無性に腹が立つ。

　自分だって友達いないくせに。

　どうして私だけがこんな思いをしなければならないんだ。私がこんな気持ちなのに、なんで小こ鷹だかは平然としてるんだ。お前なんかもう知るか！

「ん？　よく見ればお前、クラスでいつも一人でいる転校生じゃないか。お前に友達についてどうこう言われる筋すじ合あいはないぞ転校生」

　嫌いや味みを込めてそう言ってやった。

　すると小鷹は少しムッとしたようで、

「……もうこの学校に来て一ヶ月も経たつんだし、『転校生』はやめてくれ」

　そうか、『転校生』って呼ばれるのはイヤなのか。だったら、

「…………名前なに？」

　お前のことをなんて呼んだらいい？　という意味で尋ねたつもりだったのだが、

「……羽は瀬せ川がわ小鷹」

　……名乗られてしまった。そんなことはとっくに知ってるのに。

　ああもう、なんで上う手まく伝わらないんだろう。

　トモちゃんなら以心伝心で自分の言葉の真意を悟さとってくれるのに──馬鹿か、そりゃ自分の作った存在だから当たり前だ。わかってる。わかってる。

　ああでも腹が立つ。自分でも理不尽な怒りだとわかっていても、やっぱりどうしても腹が立つ。

　もういっそ、いきなり『タカ』って呼んで驚かせてやろうか。そうしたら自分がソラだとわかってくれるだろうか。

　……でも、もしわかってもらえなかったら。

　タカが自分で気づくまでは無難に『羽瀬川くん』だろうか──でも、タカのことを『羽瀬川くん』なんて他人行儀な呼び方では絶対に呼びたくない。

　だから。

　とりあえずは──いつか二人が友達に戻るその時までは──『小鷹』と名前で呼ぶことにした。

「いきなり名前呼び捨てかよ……」と小鷹は戸と惑まどいの色を浮かべたが気にしない気にしてたまるものか。

　それから夜よ空ぞらは、小鷹のこれまでの日々について探りを入れてみた。

　どうやら小鷹は、この学校ではたまたま間が悪くてまだ友達が作れていないというわけではなく、前の学校でも友達がいなかったらしい。

　……ちょっと、安心した。

　さらに二人して『どうしたら友達ができるのか』なんてテーマで話をした。

　同級生と雑談をするのはとても久しぶりだったのに、会話はとても弾はずんだ。

　トモちゃんと会話していたおかげなのか……それとも、自分にとって小こ鷹だかが特別な存在だからなのか。

「……そもそも、私はどうしても友達が欲しいわけじゃない」

　そう──私は、お前さえいればいい。

「え？」と小鷹が怪け訝げんそうに聞き返してきたので、適当なことを言って誤ご魔ま化かした。

　──上辺だけじゃない真実の友情で結ばれた（かつての私たちのような）友達同士なんて、世の中にどれだけいることやら。

　皮肉っぽくそんなことを言ってみたりもした。

　すると小鷹はどこか寂しげな表情を浮かべながら、




「……それでも、俺おれは本当の友達に巡り会いたいと思うけどな」




　……目の前にいるのに。

　……その願いはお前が気づいてくれるだけで叶かなうのに。

　夜よ空ぞらの胸がチクリと痛んだ。

　その後も夜空と小鷹の『どうすれば友達ができるのか会議』はさらに続き、小鷹から『部活』というアイデアが出た。

　部活に入る──それは友達を作るためには実に真まっ当とうな手段のように思えた。

　……だが却下だ。

　せっかく小鷹が再び自分の前に現れてくれたというのに、部活なんて始めたら自分と一緒に過ごせる時間が少なくなってしまう。

　それなら自分も小鷹と一緒の部活に入れば……という案も頭をよぎったが、どっちにしろ二人きりの時間ではなくなる。

　それにもしも小鷹が部活で新しい友達を作ってしまったら……。

　夜空は必死で頭をめぐらせ、言葉を尽くし、小鷹の部活動への思いを断とうとした。

　そして、どうにかそれは成功したようだった。

　小鷹が沈黙する。

　夜空は安あん堵どしながらも同時に、しかし『部活』というアイデアは捨てがたいな……とも考えていた。

「…………しかし部活、か…………部活、ね……」

　小こ鷹だかと同じ部活に所属することになれば、一緒にいられる時間は増える。

　学校で小鷹に話しかけても、「同じ部活だから」ということで不自然ではなくなる。

　しかし部活に入るとなるとリスクもデメリットも多く。

　二人きりの部活があれば──……。




「──そうか、部活だ！」




　天啓のような閃ひらめきに、夜よ空ぞらは思わず弾はずんだ声を上げていた。

　顔に戸と惑まどいの色を浮かべる小鷹に、夜空は会心の笑みを向けたのだった。





　　









　待っていろ、タカ。

　ぽかんとしたままの小鷹を教室に残し、夜空は新しい部活動を創るための申請用紙を手に入れるべく職員室へと向かっていた。

　そうか、部活がないなら創ればいいんだ。タカと二人きりの部活を。

　暇つぶしに生徒手帳を読んで校則を完全に暗記したので知っているのだが、この学校は新しい部活動の設立条件が緩ゆるい。

　歩きながら、その「二人だけの部活」を作るための方便や部活の名前などを考える。それから部室や顧問を用意する方法も。

　頭は驚くほど冴さえ渡り、いい考えが次々に浮かんできた。

　これは──勝てる。

　思わず笑みがこぼれるも、すぐに口元を引き結びいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらを作る。

　と、そこでふと。

　廊下の掲示板に、一年のときの学年末試験の結果が張り出されているのが目に止まった。

　三み日か月づき夜よ空ぞらの名前は上から四番目に載っている。

　今の２年５組の生徒の中ではトップであり、点数的にも文句なしに高得点なのだが、上には上がいるということだ。

　夜空としては他の誰だれにも頼ることなく授業をこなせればそれでいいので、この順位や得点には特に不満はないどころかむしろ「十位以内だと名前が大きく書かれるから目立って嫌だな……」と思ってしまうくらいなのだが、一番上に大きく載っている学年一位の生徒の名前だけは気に入らなかった。




　柏かしわ崎ざき星せ奈な




　入学試験からこれまでに行われたすべての試験のすべての科目で常に学年一位に君くん臨りんし続けるとんでもない優等生。

　難しいと評判の聖せいクロニカ学園の入学試験で満点を取っているのを知ったときから一体どんなガリ勉女なのだろうと少し気になっていたら、金髪碧へき眼がんでスタイル抜群のキラキラ輝いている感じがするやたらと華やかな美少女だった。

　勉強だけでなく運動能力も抜群で、しかもこの学園の理事長の一人娘であり、クラスの男子生徒たちからまるで女神のように崇あがめられているという話が、クラスで誰とも話さない夜空の耳にさえ入ってくるほどだった。

　容よう姿し端たん麗れい文武両道の、人気者のお嬢様。

『リア充』という言葉はまさしく彼女のためにあるようなものではないだろうか。

　校内で彼女の姿を見かけるたびに、死ねばいいのにと夜よ空ぞらは思っていた。

　……しかしまあ、そんなリア充女のことなど最も早はやどうでもいい。

　だってこれからの自分には、タカとの学園生活が待っているのだから。

　柏崎星奈──喋しやべったこともないけど、今なら貴き様さまにちょっとだけシンパシーを感じてやってもいいぞ。

　今日から私もリア充だ！





　　









　職員室で創部申請書をもらったあと、夜空はそこに必要事項を記入してから校舎を出、学園の敷地内にある礼拝堂を訪れた。

　ミッションスクールとはいえ、夜空をはじめ学園の生徒にクリスチャンは少なく、普段礼拝堂を訪れる生徒もほとんどいない。

　ミサ室や談話室は基本的に毎日開放されており、教室や図書室が騒がしくて居心地が悪いとき、夜空はたまにここで静かに時間を潰つぶすことがあった。

　現在夜空が目指しているのは礼拝堂内にある『談話室４』で、そこを自分と小こ鷹だかのための部室にすることができないかと考えている。

　その部屋の管理を任されているのは高たか山やまマリアというシスターで、よく室内のソファで昼寝をしているのを見かける。

　話したことはないがシベリアンハスキーの子犬を思わせるとても可愛かわいらしい北欧系の少女で、シスターなのだからきっと素直ないい子に違いない。

　顧問は彼女に頼むことにする。

　新しい部の設立に必要なのは一名以上の部員（つまり部の創設者本人がいればいい）と顧問で、顧問の資格があるのは学園に勤務する教師、特別講師、シスター、その他学園が認めた人物。

　高たか山やまマリアがどこかの部の顧問をやっているとは考えにくいので適任だろう。

　……それに、まあ、その……子供は、嫌いじゃない。

　バイト先の古本屋にも自分に懐なついている子供の常連客がいて、子供の相手には慣れてもいる。

　高校に勤めていては同い年の友達もいないだろうし、たまに小こ鷹だかと二人でマリア先生の遊び相手をしてあげるのも悪くないと思う。

　そうこうしているうちに談話室４の前に辿たどり着く。

「失礼します」

　ノックして夜よ空ぞらが部屋に入ると、ソファで寝ていた高山マリアが「ふぇ……？」と寝ぼけまなこをこすりながら起きあがってこちらを見た。

　小動物みたいでほんとに可愛いなあと思いながら夜空がマリアに近づいていくと、

「な、なんなのだキサマは！　ここはワタシの神聖なるお昼寝ルームでキサマのようなクズが来ていい場所ではないぞ！」

　いきなり凄すごい勢いで反抗的な姿勢を見せてきた。

　……あれ？　思ってたのとなんか違うな……。

　もしかするとお昼寝の邪魔をされて機嫌が悪いのかもしれない。

　戸と惑まどいながらも夜空は創部届けを取り出し、

「……あの、私は２年５組出席番号31番、三み日か月づき夜空といいます。高山マリア先生にお願いがあるのですが」

「やだ！」

　……このガキ。

　頰ほおが引きつるのを感じつつもどうにか抑えて、穏やかな口調で続ける。

「……ええと、まずは話だけでも聞いてもらえないでしょうか」

「やだ！　さっさと帰れバーカバーカ！」

　夜空はなおも根気よく、

「……新しく部を創りたいのですが、この部屋を使わせていただけませんか」

「そんなん知るかバーカ！」

　……殴ろうか。

　と、そのときマリアのお腹なかがきゅううううっと可愛かわいらしい音を立てた。

「うぅ……」とマリアがちょっと恥ずかしそうに顔を赤らめるのを見て、夜よ空ぞらの苛いら立だちは引っ込んだ。

　なんだ、お腹が減っていて機嫌が悪いのか。じつにお子様らしくて微笑ほほえましい。

「……あの、とりあえず先生にいいものをあげましょう」

「いいもの!?」

　マリアの顔がぱあっと明るくなり、とてとてと夜空のほうに近づいてくる。

　なんだ、やっぱり素直ないい子じゃないか。

　夜空はごそごそと鞄かばんの中を探す。

　昨日買ったチョコレートの残りが入っているはずなのだが、鞄一杯に詰まった教科書やノートに阻はばまれていてなかなか見つからない（夜空は置おき勉べんをしない主義だ）。

　マリアがキラキラした目で夜空の鞄をのぞき込む。

「あ、あった」

　夜空がチョコレートの箱を勢いよく取り出し。

　バシッ!!

「ぶごびゃっ!?」

　勢い余った夜空の右手の甲こうが、見事な裏うら拳けんとなってマリアの右の頰にクリーンヒットした。これは痛い。

「ふぇ……!?　ぁ……ぁぅ……ぇぅ……」

　マリアの目にじわりと涙が浮かぶ。

「あ……」

　すまない、と夜空が謝るよりも早く、

「ふぇいぃぃぃぃぇぇぃぃん!!　オ、オオオオマエいまなんでぶった!?　いいものあげるってゆったのになんでぶった!?　なんでぶつのだあほあほうんこー!!」

　マリアは夜空を睨にらみながら大声で泣きわめきはじめた。

　完全に敵対心剝むき出しで、もはや夜空が何を言っても聞きそうにない。

　教室で小こ鷹だかが待っているし、こんなところで時間を食っている場合じゃないのに。

　──仕方ない。作戦を変更しよう。

　夜空の切り替えは早かった。

「ふん、バカめ！　だから私の裏うら拳けんを貴き様さまにくれてやったのだ。ありがたいと思え」

「エエー!?」

　あまりにも横暴な物言いに目を白黒させるマリアに、夜よ空ぞらはさらに続ける。

「主は仰おつしやった。右の頰ほおをぶたれたら左の頰も差し出しなさい──と。だから左の頰もぶつ」

　べちっ！

　言うが早いか、夜空は問答無用で今度はマリアの左の頰を軽く平手ではたいた。

「ふぎゃっ!?　う、う、うぇぇぇぇぇぇぇぇん!!」

「黙れ。静かにしろ。でないと……」

「ひゃう！」

　冷たい声で命じると、マリアは身体をびくんと震わせて大人しくなった。

　正直罪悪感はあるが、交渉を迅速に終わらせるためには仕方がない。

　事故とはいえ一度殴ってしまった以上──一度敵対してしまった以上──相手が完全に戦意を失うまで徹底的に叩たたき潰つぶすのが一番安全確実だ。

　夜空はこれまでもそうしてきた。

　ともあれ、マリアが思った以上にヘタレでよかった。

　さすがに何も悪くない子供をこれ以上叩くのは抵抗がある。















　そのうちちゃんとお菓子もくれてやるとして、今は目的を果たすのみだ。

「……なあ、マリア先生」

「ふぇ……？」

　涙目でガクガクと震えるマリアに、夜よ空ぞらはわざと邪悪な魔女のようにも見える酷薄な笑みを作り、

「……主はさらに仰った──……」




　……こうして、夜空は顧問と部室を手に入れた。





　　









　夜空が創部の手続きを終えたあと教室に戻ると、何な故ぜか小こ鷹だかはもう帰ってしまったあとだった。

　一刻も早く部活のことを小鷹に伝えたかったので残念に思いながら夜空も家に帰り──その翌日。

　例によって教室では小鷹と話す機会がちっともなかったので、業ごうを煮やした夜空はついに昼休みに勇気を振り絞しぼって小鷹の前に行き、

「小鷹。ちょっと来い」

　そう言うが早いか小鷹の返事も待たず教室を出た。

　幸い、小鷹は自分を追いかけてきてくれた。

　そして校舎の端、人気のない階段の踊り場にて。

　夜空はついに小鷹に、今日から二人で始める新しい部活動のことを報告した。

　部活の名前は『隣りん人じん部ぶ』。

　書類に書いて提出した活動内容は『キリスト教の精神に則のつとり、同じ学校に通う仲間の善き隣人となり友ゆう誼ぎを深めるべく、誠心誠意、臨機応変に切せつ磋さ琢たく磨まする』。

　……うん、考えた本人が言うのもなんだが、わけがわからない。

　名目上ではない、本当の活動目的は『友達を作ること』。

　本当の活動目的の、さらにその奥にある真意は──夜空と小鷹が、ソラとタカが、再び友達になるための部活動だ。




　止まっていた時間が、今度こそ動き始めた。

　三み日か月づき夜空と羽は瀬せ川がわ小鷹──二人の新たな物語が、ついに幕を開けたのだった。





　　









　さらにその翌日。

　夜よ空ぞらと小こ鷹だかが隣人部の部室となった『談話室４』でくつろいでいると、不意に部屋の扉がノックされた。

「どうやら早くも新入部員が現れたようだな」

　微笑ほほえみながら小鷹にそんな冗談を言って、夜空は立ち上がる。

　無粋な訪問者に、この部屋は現在、部活動で使用中だと伝えるために。

　ガチャリ。

　扉を開けると、そこには見覚えのある一人の少女が立っていた。




「隣りん人じん部ぶっていうのはここね？　入部したいんだけど」




　幕を開けた物語は、夜空の予期していなかった方向へと動き出そうとしていた──。





なぞなぞ







「なーなー夜空夜空！　オマエの宿題やってやるからポテチよこせ！」

　ある日の放課後。

　現在、隣人部の部室には夜空とマリアの二人しかいない。

　今日は姉にひどく叱しかられたので、マリアはぶちぶちと姉への文句を垂れながらポテチ３袋をヤケ食いで貪むさぼり食ってしまった。

「今日は宿題は出てない」

　さらなるポテチをねだるマリアに、読書をしていた夜空が鬱うつ陶とうしそうに言った。

　夜空はたまにマリアに雑用や宿題をやらせ、その報酬としてポテチを与えている。

　なぜポテチかといえば、バイト先の店主がパチンコの景品で大量に獲とってきたポテチをたびたび夜空にくれるからだ。どうも好きだと思われているらしい。どうせ貰もらい物だからそのままマリアにくれてやってもいいのだが、せっかくなので餌え付づけに使っている。

「そっかー……じゃあ今日はポテチはなしかー」

　しょんぼりするマリアに夜空は嘆息し、

「……しょうがないな。ではこの問題に答えられたらポテチをくれてやろう」

　マリアの顔がぱあっと明るくなる。

「ほんとか!?　どんな問題なのだ!?　ワタシは天才なのでオマエにはわからんような難しい問題だってちょちょいのちょいで解いてやるぞ！」

「……そうか。では……パンはパンでも食べられないパンはなんだ？」

　マリアを大人しくさせるためにくれてやるつもりだったから、夜よ空ぞらは適当に簡単ななぞなぞを出した。

「食べられないパン!?　そんなものがあるのか!?」

　マリアは目を丸くした。

「むむー……これはとても難しい問題だなー……」

　腕組みして神妙な顔で考え込むマリアを見て、やっぱりこいつは馬鹿だなあと内心苦笑する夜空。

「食べられないパン…………むむー…………く、腐ったパン──」

　めんどくさいからもうそれが正解でいいやと夜空は投げやりに思い、

「正──」

「──は違うしなー……」

「え？」

「……たとえ腐っててもカビが生えてても、食べないといけないこともあるからなー……そうしないと飢えてしまう……そうゆう現実もあるのだ……うーん……難しいなー……」

　……どうしよう、正解はフライパンだとか言えない感じになってきた。

　マリアはなおも唸うなりながら頭を捻ひねり続け、

「はい！」

　いきなり挙手した。

「な、なんだ」

「世界中の誰だれもが腐ったパンやカビの生えたパンなどは危ないから食べずに捨てて他の安全で美お味いしい食べ物を自由に選ぶことができるような、ただ生き延びるためだけに高いリスクを負う必要のない平和で豊かな世界を目指して我々一人一人が努力してゆかなければならないのだと思います！」

「あ、ああ……そ、そうですね……？」

　こいつはたまに頭よさそうになるから困るなー……と夜空は冷や汗を浮かべた。

「正解か!?」とマリアが目を輝かせる。

　正直問題の答えにはなってないのだが、夜空は「……ふん」と自分の鞄かばんに手を入れた。

「おおっ!?」とマリアの表情に喜びの色が浮かぶ。

　夜よ空ぞらが鞄かばんから取り出したのはポテチの袋──ではなく、夜空が自分のおやつ用に買ったチョコレートだった。

　半分に割って、片方をマリアに差し出す。

「特別にくれてやろう。感謝しろ」

「おおー!?」とマリアは目を丸くして、チョコと夜空の顔を交互に見つめる。

「どうしたのだ夜空!?　ついに改心したのか!?」

「いいからさっさと受け取れ」

「わかったのだ！　──ぁぎゃ……っ!?　ぁぐぐ……」

　満面の笑顔でチョコを取ろうとしたマリアが、突然苦悶の表情を浮かべた。

「？　どうした」

「………………………………お、お腹なか痛い……ので…………う、うんこしてくる……」

「調子に乗ってポテチをドカ食いするからだ馬鹿が……」

　よろめきながら部室を出て行くマリアを、夜空は残念な目で見送る。

　十分後、戻ってきたマリアに夜空はポテチでもチョコでもなく、胃薬をやった。





はじまりの翼







　私立鶯うぐいす山やま高校──県下トップクラスの進学校で、校則が厳しいことでも知られている。

　学業優秀な生徒達の集まるその学校において、一ひと際きわ周囲からの注目を集めている一人の少年がいた。

　彼の名は柏かしわ崎ざき天馬ぺがさす。

　地元では知らない者はいない名家柏崎家の長男にして後継者。

　２年４組に所属し、入学以来全科目で常にトップの成績を収めているという、秀才の中の秀才である。

　勉強だけでなくスポーツにも秀で、中学時代は陸上の短距離の選手として全国でも優秀な成績を収めた。まるで翼でも生えているかのように軽やかな、見る者すべてを魅了するその走りは『ペガサスファンタジー』と称され、彼が高校に上がり陸上をやめた今となっても伝説として語り継がれている。

　容姿にも恵まれ、精せい悍かんな顔立ちにすらりとした長身を誇る、普通に歩いているだけで人目を引かずにはいられないほどの美男子である。

　当然ながら女子からも非常にもて、中学時代は何十人もの女子生徒から告白されたのだが、許嫁いいなずけがいるため交際はすべて断ってきた。

　天馬ぺがさすが鶯うぐいす山やま高校を選んだ理由は、偏差値や進学率以上に、「男子校だから」というのが大きかった。

　彼にとっては、女子から騒がれることなど煩わずらわしいとしか感じられなかったのだ。

　そんな柏かしわ崎ざき天馬には現在、頭を悩ませていることが一つあった。

　かぽ～ん。

「なんかこないだ読んだ漫画の風呂場のシーンで『かぽ～ん』って擬音があったんだけどさー、あれってなんの音なんだろうな？」

　その『悩みの種』である人物が、唐突に言った。全裸で。

「知るか」

　天馬は仏ぶつ頂ちよう面づらで短く答える。全裸で。

「『かぽ～ん』……なんの音かはわかんねーのに、妙にしっくりくるんだよなーなんか……たしかに銭湯くると『かぽ～ん』って感じするし」

　真剣な顔で唸うなる彼に、天馬は嘆息する。

　天馬はあまり漫画を読まないので、擬音がどうのと言われてもピンとこない。

　そんなことよりも、どうして自分は今こうしてこの男と二人で銭湯に来て並んで湯に浸つかっているのだろう。全裸で。

　こっちの方が、『かぽ～ん』よりも遥はるかに大きな問題だ。

「……いや、全裸はべつに普通か」

「ん？　なんだって？」

「な、なんでもない」

「そっか」

　思わず口に出してしまったのを天馬が誤ご魔ま化かすと、彼は気にしたふうもなくまた『かぽ～ん』について考え始めた。

　柏崎天馬の頭を悩ませているこの少年の名は羽は瀬せ川がわ隼はや人と。

　顔は目つきの鋭い強こわ面もてなのだが、よく変わる表情や話し方からか、不思議と人好きのする雰ふん囲い気きがある。

　天馬のクラスメートで、席替えでたまたま隣の席になったことで話すようになった。

　話すといってもほとんど隼人が一方的に喋しやべるだけで、天馬のほうは「……ああ」とか「……そうだな」といった適当な相づちを返すだけなのだが。

　愛あい想そのない天馬にも隼人が気を悪くする様子はなく、それどころかいっそう天馬に構うようになっていった。

　単に空気が読めない──のとは違うと思う。

　天馬ぺがさすと違ってクラスの内外に友人が多く、人望もあるようだ。

　生徒同士が険悪な雰ふん囲い気きになったとき、絶妙なタイミングで間に入り、その場を収めたこともある。

　ただの世話焼き気質かと思いきや、クラスで面倒ごとを押しつけられそうになった時はさりげなくかわすし、両親が離婚しそうとかいった、他人にはどうしようもないヘビーな問題には口を挟まない。

　そんな彼がなぜ、べつにいじめられているわけでもなく明らかに自ら望んで孤独で在あろうとしている天馬に対して強引に踏み込んでくるのか、わからなかった。

『寂しい優等生に友達を作ってやろう』なんてお節せつ介かいなことを考えているのであれば即座に交流を断つつもりだったが、今日のように学校帰りに銭湯に連れて行かれたりするときは必ず二人きりで、たまに昼食のとき隼はや人との友達が合流してくることはあっても、隼人が積極的に天馬と他の友人との仲を取り持つことはなかった。

　ちなみに何な故ぜ銭湯なのかといえば、放課後に娯楽施設や飲食店に立ち寄ることは校則で禁止されているからだ。

「それにしてもなんか女湯のぞきてえな」

「ぶっ」

　いきなりの発言に、天馬は思わず噴き出し、

「な、なにが『それにしても』なんだ!?　脈絡がなさすぎる！　『かぽ～ん』はどうなったんだ『かぽ～ん』は！」

　ついカッとなってしまった天馬に、隼人はまったりした顔で、

「いや『かぽ～ん』のことはもういいや。それより今は女湯だろ。この壁の向こうには一体どんなパラダイスが広がってるんだろうな」

「……こっちと同じであっちもお年寄りばかりだと思うが」

　至極真まっ当とうな見解を述べる天馬。

　この時間はいつも、男湯は天馬と隼人以外は老人ばかりで、入り口でも若い女性の姿を見かけたことはなかった。

「わかんねえぞ？　なんかもしかすると『五月蠅うるさい連中』の羊よう子こちゃんみてーなセクシーギャルの集団がいるかも」

　そんな隼人の妄言にも、天馬は冷静に返す。

「羊子ちゃんとやらがなんなのか知らんが……その手の客層はみんなあっちに行くだろう」

「あー、そういやそうかー……あっち行っちまうかー」

『あっち』とはこの近くに最近オープンしたばかりの、いわゆるスーパー銭湯で、物珍しさもあって繁盛しているという。

　天馬ぺがさすは行ったことはないが、そういう施設が全国で急増しているのだと父が話していた。

「俺おれも一回だけ行ったんだけどなー。たしかになんか色々あっておもしれーしメシ食うところまであったんだが、なんか『風呂！』って感じじゃなくて落ち着かなかったわ」

「……そりゃあまあ……スーパー、だからな……」

「そうそう。なんかスーパーなんだよスーパー」

　適当なコメントをする天馬に、なぜか妙に納得顔で頷うなずく隼はや人とだった。

「あとなんかアベック多かったアベック。水着きて入る混浴ゾーンっつーのがあってな、アベックで入ってんだよ。なんか俺らと同い年くらいのも結構いて羨うらやましかった」

「……そうか」

「あー、彼女ほしいなー」

　銭湯の天井を仰いで深々とため息をつく隼人に、天馬は「ふん……」と小馬鹿にした失笑をこぼした。

　彼氏がほしいだの彼女がほしいだの、この男も所詮、中学時代自分に群がってきた連中と同じ、どこにでもいるような凡ぼん愚ぐに過ぎなかったか。

「恋愛がしたければ共学の高校に行けばよかっただろうが。どうしてわざわざ男子校の鶯うぐいす山やまを選んだんだ」




「あー、うち推薦枠があんだよ。行きてー大学の」




　質問ではなく単なる皮肉のつもりで言った天馬の言葉に対して、隼人はさらりとそう返してきた。

「!?」

　天馬はまじまじと隼人の横顔に目をやった。

　そんな天馬の視線には気づかず、隼人は相変わらずののんびりした調子で訥とつ々とつと語る。

「俺さー、将来考古学者になりてーんだわ。でもなー、考古学っつーのはメシ食ってくには大変な業界でさ。潰つぶしきかねーし。なんかコネとかそーゆーのが大事になることだってあるわけよ。それ考えると行くべき大学も絞しぼられてくるっつーわけさ。んで、色々調べて考えて最終的に絞った目的の大学行くなら、うちの高校が近道だったのよ」

　なんでもないふうに、自分の将来の夢とそこに至るまでの道筋を語る隼人を、天馬は呆ぼう然ぜんと見つめた。

「や、もちろんコネさえありゃいい甘い世界でもねえし、推薦取れなかったときのことだってなんか……って、どした柏かしわ崎ざき？」

「い、いや、なんでもない……」

　誤ご魔ま化かそうとするも、動揺の色が隠しきれない。

　正直なところ、天馬ぺがさすはこれまで、隼はや人とを含めた他の同じ年頃の学生たちを見下していた部分がある。

　誰だれも彼も、将来の明確なビジョンも持たず、なんとなく進学して、なんとなく自分の身の丈にあった生活に収まるのだと。

　一年以上通ってみて、県下有数の進学校である鶯うぐいす山やまだって他の高校とそれほど大差はないと感じていた。

　それどころか勉強一辺倒の生徒ばかりで多様性に欠かけるぶん、偏差値的には下の他の学校より劣っているとさえ思っていた。

　別にそれが悪いとは言わない。好景気のこの時代、適当に進学して適当に就職したって、誰でも裕福な生活は送れるのだ。

　好きこのんで考古学なんて華もなければ儲もうけも少ない道に進むなんて、ばかげていると言っても過言ではない。

　困難な夢を困難と知りながら、ただがむしゃらに追うだけでもなく、収入や生活といった生々しい部分も見据えた上で目指せる者はそう多くないし、また、あえてそうする必要もないのだ。

　ましてや高校を選ぶ時点──すなわち中学生の頃からそこまで考え、そして実行できる者など、この時代にいったいどれだけいるのやら。

　こいつは──変な奴やつだ。

　羽は瀬せ川がわ隼人について、天馬は改めてそう思った。

　隣の同級生に対する敗北感や焦燥感にも似た複雑な感覚を、若い天馬の心は『変』という一字で矮わい小しよう化して処理した。

　ふてぶてしい笑みを浮かべて隼人は言う。

「俺おれべつに天才とかじゃねーから、あんま色々寄り道できねえんだけどさ。なんかそれはそれとして高校生の時にしかできねーことも、できる範囲でなるたけやっときたいんだよな。具体的には青春がしてえ。青春もしてえ」

「……ちっとも具体的じゃない気がするが。それで恋愛か」

「おうよ！　やっぱ青春っつったら恋だろ恋」

　将来のビジョンと違ってこちらはえらく大ざっぱな感じで、天馬ぺがさすは小さく苦笑した。

「ちなみに不純異性交遊は校則違反だぞ」

「不純な交遊なんてしねえよ。俺おれは純情だからな」

　ニカッとやんちゃな子供のように笑う。

　堅実なんだか剛胆なんだか、計算高いんだかバカなんだか、よくわからんな……と天馬は思った。

「しっかしなんか、恋愛したけりゃ共学行けっつーのはお前の言うとおりだわな。出で逢あいがないにもほどがあるぜ男子校」

　はあ～、と隼はや人とは大きくため息をつく。

「中学んときの友達に合コンでも開いてもらうかー。あ、柏かしわ崎ざきの知り合いにはなんか可愛かわいい女子いねえの？　どっかのお嬢様とか」

「……いるぞ」

「だよなー。そんな都合よく……っていんのかよ！」

　ノリツッコミをする隼人。

　ふと思い浮かんだのでつい正直に答えてしまったが、言うべきではなかったかもしれないと天馬は思った。

「どこの学校の娘だ!?」

「……聖せいクロニカ学園」

「聖クロニカ……って中高一貫の女子校じゃねえか！　なんでそんな学校の娘と知り合いなんだよお前!?」

　すごい食いつきっぷりに、やっぱり言うんじゃなかったと後悔する天馬。

　天馬の知り合いの女子とは、聖クロニカ学園に通っている三年生の少女だ。

　イギリスからの留学生で、文武両道に優れ快活で面倒見のいい性格から人望が非常に厚く、留学生でありながら生徒会長に選ばれるほど。

　聖クロニカ学園の創始者は天馬の曾そう祖そ父ふで、理事長の座は代々柏崎家の当主に受け継がれ、天馬も将来父のあとを継いで学園の理事長になることがほぼ決まっている。そのため何度か父と共に学園を訪れる機会があり、彼女とはそこで知り合った。

　女子校に通う名家のお嬢様にしては少々元気すぎる感があるので、天馬としてはあまり会いたいタイプではなかった。

　ただ、隼人が気に入りそうな少女だとは思う。胸も大きいし。

「可愛いのか!?」

「……まあ、客観的に見て美人だろうとは思う」

「おっぱいは!?」

「…………よく覚えていないが、たしか平均を上回っていたという印象はある」

「ブラボォォォォ──ッ!!」

「うるさい。……一応言っておくが、イギリス人だぞ」

「イギリス人！　ってことは、パツキンか!?」

「……ああ」

「最高じゃないですか!!」

「なぜいきなり敬語になる……」

「ぜひ会わせてくれ柏かしわ崎ざき！　いや、会わせてください天馬ぺがさす様！」

「その名前で俺おれを呼ぶんじゃない！」

　反射的に立ち上がり、先ほどの隼はや人との「ブラボー」よりもはるかに大きな声で怒鳴ってしまった。フリチンで。

　他のお客さんたちの視線が痛い。

　……父のことは尊敬しているのだが、誰だれかに名前を呼ばれるたびに過去に遡さかのぼってぶん殴りたくなってしまう。















　全国レベルの陸上選手だった天馬ぺがさすが陸上をやめた理由は、大会で何度も何度もフルネームを連呼され、さらにはその日の新聞にまで「柏かしわ崎ざき天馬（ぺがさす）」と振り仮名付きで載ってしまったことがトラウマになったからだ。

　もしも自分に子供が生まれたときは絶対に恥ずかしくない名前にしようと、天馬は固く誓ちかっている。

「……ま、まあ、とりあえず会ってもらえるか聞いておいてやる」

　ゆっくりと座り、誤ご魔ま化かすように言う天馬だった。





　　









　その日の夜。

　天馬は隼はや人ととの約束どおり、聖せいクロニカ学園の学生寮に電話して彼女に替わってもらえるよう頼んだ。

　他校の男子高校生からの電話だが、天馬が理事長の息子で次期理事長だということは寮母も知っており、あっさりと了承された。

　他人の家に電話して保護者に取り次いでもらうというのはどうも苦手だ。

　父が最近使うようになった『携帯電話』を相手が持っていればよかったのだが、あんな高価なもの、普通の学生が普段から持ち歩くわけがない。ズッシリと重いし。

　携帯電話は、多忙な一部のエリートが所持するステータス的なアイテムとして今後も君くん臨りんし続けるだろうと天馬は予想していた。あの重みは背負う責任の重みだ。

　そんなことを考えていると、彼女の声が受話器から聞こえた。

　留学生とは思えないほどの、とても流りゆう暢ちような日本語だ。

　天馬は事前に頭で何度もシミュレートしたとおり、自分の友人が彼女に会いたがっているということを、さもお互いの見識を深めるための有意義な会合を企画しているかのように真面目まじめな口調で伝えた。




『合コンのお誘いね！　ＯＫ！』




「ごっ!?」

　絶句する天馬に、彼女は日時はどこがいいか、場所はどこにするか訊たずね、天馬が返答に窮していると彼女の方から案を出してきて、天馬は「……はい」「……はい」「あ、はい、それで結構です」「そうですね」「宜よろしくお願いします」と頷うなずくだけになった。

『それじゃ、楽しみにしてるね！　グンナイ！』

「あ、はい……ぐ、ぐんない……」

　電話が切れる。

　受話器を置き、天馬ぺがさすは深々とため息をついたのだった。

　続けて隼はや人とにこのことを伝えるために電話する気力はもう残っていない。明日学校で話すことにしよう。





　　









　そして三日後の日曜日。

　天馬と隼人は待ち合わせ場所であるお洒落しやれな喫茶店に、約束の時間の一時間も前から来ていた。

　昨日まで「金髪巨乳美少女金髪巨乳美少女～♪」とはしゃいでいた隼人は、今日はずっとソワソワしており、「だ、大丈夫かな？　俺おれの格かつ好こう変じゃねえかな？　ちょ、ちょっとトイレで鏡見てくる」と何度も何度もトイレに行っていた。

　短い髪を無駄に整髪料を使ってセットし、親から借りたジャケットに蝶ちようネクタイというキメキメな格好と相まって、完全に怪しい男だった。

　普段は誰だれに対しても物もの怖おじせず兄貴分のように振る舞うことの多い隼人も、意外と腑抜けなところがあったらしい。

　銭湯で「俺は純情だから」などと言っていたが、まさか本当にそうだったとは。

「……だ、大丈夫かな、このネクタイの角度とか……ちょっと歪ゆがんでねえか？」

「いい加減落ち着け馬鹿が」

　天馬は呆あきれ顔で言う。

　しかし、相方が狼狽うろたえすぎなせいでかえって落ち着いた態度でいられているが、内心かなり緊張しているのは天馬も同じだった。

　知り合いとはいえ女の子とこんなふうに喫茶店で待ち合わせするなど、天馬にとっても実は初めてだったのだ。

　許嫁いいなずけはイギリス在住で、実際に会ったこともないし。

　このお洒落な喫茶店も、客が女性かアベックばかりで、洒落っ気のない短髪（校則で髪は短くするよう決められている）の男子高校生二人だけでは非常に居心地が悪かった。

　男子二人、ソワソワして待つこと約一時間。

　待ち合わせ時刻に数分遅れて、ようやく彼女がやってきた。




「お待たせ！　遅れちゃってごめん！」




　快活な声とともに勢いよくお辞じ儀ぎして謝る彼女。

「い、今来たところですから！」

　と隼はや人とが上擦った声を上げた。

　聖せいクロニカ学園生徒会長、ノエル・レッドフィールド、十八歳。

　セミショートの金髪に切れ長の碧へき眼がんの、凜り々りしい印象の美人。

　服装は身体のラインがくっきりした、露出度の高い真っ赤なミニのワンピース。

　今流行の、ボディコンスタイルというやつだろう。

　天馬ぺがさすは聖クロニカ学園の制服姿しか見たことがなかったので、このようなナウい格かつ好こうをした彼女に鮮烈な衝撃を受け、ついどぎまぎしてしまった。

　ただでさえ大きい胸の谷間が服のせいでさらに強調され、目のやり場にも困る。

「いやー、このコが直前になってやっぱり行かないって言い出すもんだからさー」

　そう言いながら天馬の向かいの席に座るノエル。

「この子？」

　天馬は初めて、ノエルの後ろに隠れるようにして一緒にやってきた、もう一人の少女の存在に気づいた。

　ノエルと同じく金髪碧眼の白人で、可か憐れんという言葉がぴったりな、どことなく気が弱そうな感じのする美少女。

　歳は自分達と同じか少し下くらいだろうか……外国人の年齢は高く見えることが多いので、ちょっと判断がつかない。

　服装は大人っぽい黒を基調にしたロングドレス。少し幼い印象のある彼女にはややミスマッチで、背伸びしすぎて服に着られている感があった。

　だが、服装以上に気になるのは、顔──左目に付けられた眼帯だった。

　病気か怪け我がでもしているのだろうか……いずれにせよ、あまりジロジロ見るべきではないだろう。

　少女は恐る恐るといった様子で、ノエルに身を寄せるようにして彼女の隣に座る。

　ノエルが彼女のことを紹介する。

「この子はアイリ・アーロン。一つ年下で柏かしわ崎ざきくんとは同学年かな。合コンなら男女の人数合わせるべきだと思って連れてきちゃった」

「だからべつに合コンでは……」

　言いかけ、どうせ言っても無駄だと思ってやめる。

　こちらも隼はや人とのことを紹介しようと彼のほうを見た。

　隼人はというと、アイリという名前らしい少女の顔を見て、固まっていた。

　口を半開きにして、目を見開いて彼女を見つめている。

　顔は傍はた目めからもはっきりわかるほど赤い。




　…………他人が一ひと目め惚ぼれする瞬間というのは、見ればわかるものなんだな……と、天馬ぺがさすは初めて知った。




「ア、アイリ、さん……ですか……！」

　絞しぼり出すように隼人が言う。

「す、素敵な眼帯ですね!!」

「な……!?」

　こ、こいつ……バカか……!?

　上擦った声でいきなりたわけた台詞せりふを言う隼人に、天馬はギョッとして血相を変えた。

　どこの世界に好きこのんで眼帯をつける女がいるというのか。

　病気にしろ怪け我がにしろ、こういうのはなるべく気にしないようにしてやるのがデリカシーというものだろうに。

　どうしたものかと思わず顔をしかめる天馬。

　アイリのほうはというと、隼人の真まっ直すぐな視線から逃れるように伏し目がちになって口を開いた。




「…………そ、そう？　……あ、ありがとう……」




　少し頰ほおが赤く、なぜか……かなり嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　……あれ？

　その可か憐れんな笑みに、ますます隼人が心を強く摑つかまれたのが傍目にもわかった。

　アイリははにかみながら、その笑みを誤ご魔ま化かすように妙に重々しい口ぶりで、




「ふん……アイリとは仮の名に過ぎぬ……我が真の名は夏侯煌シアホウフアン……二千年の刻トキを経て現代に蘇りし古いにしえの英傑なり……」




「シャ、シャフォ……？」

　戸と惑まどう天馬ぺがさすに隣のノエルが苦笑して、

「あー、気にしないで。この子が勝手に言ってる設定だから」

「設定？」

「せ、設定じゃないもん！」

　アイリが顔を赤くして叫んだ。

　そんな怒った様子もツボだったらしく、隼はや人とがさらにデレっとなった。

「『三国志』って知ってる？」とノエルが唐突に言う。

「は？　まあ、一応は」

「アイリってば最近『三国志』にハマっちゃって。特に夏侯惇シアホウドウンって隻眼の武将がお気に入りでね、自分を夏侯惇の生まれ変わりだとか言い出したの。眼帯もべつに病気とかじゃなくて夏侯惇の真ま似ねして付けてるだけだから、気にしなくていいよ」

「は、はあ……」

　曖あい昧まいに頷うなずく天馬。

　まったく意味がわからない。

「彼女はバカなんですか？」

　ぽろりと正直な感想が出てしまった。

「お、おい！　柏かしわ崎ざき！」

　天馬の失言に、隼人が焦りの声を上げる。

「あ！　い、いや、その……」

「あはは、ハッキリ言うねえ柏崎くん」

　慌あわてる天馬に、愉快そうに笑うノエル。

　当のアイリはというと、

「バ、バカじゃないですぅー。バカってゆうほうがバカなんですぅー」

　目に涙を浮かべて天馬に敵意の表情を向け、半泣きでそう言ってきた。

　子供か……と呆あきれる天馬の頭を、隼人が軽く小こ突づいた。

「す、すいませんアイリさん、おっしゃるとおり、なんかこいつバカなんで！　どんくらいバカかっつーと、なんかこないだも大勢の爺じいちゃんたちの目の前で全裸になって自分のチンコ見せびらかしながら雄お叫たけび上げるくらいで！」

「な……!?」

　とんでもないことを言う隼人に天馬が絶句する。

「そんなことしたの？」

　ノエルが驚いた顔をした。

「ち、違います！　……いや、完全に事実無根ではないんですが、あれはちょっと銭湯で騒いでしまったというだけで別に見せびらかしてなど……！」

　必死で言い訳する天馬ぺがさすにノエルは笑い、

「あはは、柏かしわ崎ざきくんも意外とやんちゃなんだねー」

「だ、だから……」

　羞恥で顔を真っ赤にする天馬に、アイリが勝ち誇った顔で、

「……やっぱりあんたのほうがバカじゃん。バーカバーカ！」

「!?」

「ひゃう!?」

　思わず怒気を込めて睨にらみつけると、アイリはビクッとしてノエルの腕にしがみついた。

　そこをさらに隼はや人とに小こ突づかれる。

「だから怖い顔すんなってバカサス！　なんかすいませんねーアイリさん、こいつってばほんとにバカで……」

「バ、バカサス……だと……」

　屈辱に打ち震える天馬。

「ふ……ふん……まったく愚か者め……怒られてやんのぷくく……」

「バカアイリ。あなたも調子乗らないの」

　天馬を小馬鹿にしてきたアイリを、ノエルが困った顔で小突いた。





　　









　それから。

　改めて四人全員が自己紹介をしたあと、適当にケーキや紅茶などを注文して、ノエルいわく『合コン』は始まった。

　ノエルと違ってアイリは留学生ではなく、二十年以上日本に在住しているイギリス人夫婦の娘らしい。

　生まれも育ちも日本で、イギリスには両親の里帰りで何度か行ったことがあるくらいだとか。

　ノエルとは同じイギリス人同士ということで仲良くなったのだが、すぐに学校中の人気者になったノエルと違い、人見知りの激しいアイリはなかなか友達を作れないでいた。

　ノエルが彼女を今日この場に連れてきたのも、他の学校の生徒と交流することで人見知りを治せないかと考えたかららしい。

　さすが留学生にして生徒会長に選ばれるだけのことはあるな、と天馬ぺがさすはノエルの面倒見の良さに改めて感心した。

　隼はや人とはひたすらアイリのご機嫌をとり──単にお世辞を言っているわけではなく、どうも本気でアイリのことを全肯定しているようだったが──、アイリも隼人に対してはそれなりに心を開いた様子だった。

　天馬とアイリは相変わらず険悪なままだった。お互いに一切歩み寄ろうとはしなかったので、当然ではあった。

「いや～、かわゆいな～アイリさん」

　二人して席を立って入った男子トイレの中にて、隼人はデレデレとだらしなく緩ゆるみきった顔で言った。

　天馬は顔をしかめ、

「羽は瀬せ川がわ……お前本気でアレがいいのか？」

「アレとか言うなよ。アイリさん、もしくは煌フアンさんと呼べ」

「知るか。……あの女……なんというか……アレだろう。アレすぎるだろう」

「ああ！　なんかちょっと変わってるのがまたいいんだよな～」

　完全に盲目になっている隼人に、天馬はますます苛いらつく。

「……大体、お前は胸の大きい女が好きなのではなかったのか」

　せっかく隼人の希望ぴったりの女子に会わせてやったというのに、ノエルにはほとんど見向きもしない。

　……これでは彼女に失礼だと思う。

「柏かしわ崎ざき……女の子を胸で判断するなんてよくないぜ？」

「……ぶっ殺すぞ貴き様さま」

　真顔で言う隼人に、天馬はキレそうだった。

「いやー、実は俺おれもなんか意外なんだよ。『好みのタイプ』と『好きになる人』っつーのは、一致するとは限らないモンなんだなぁ……」

　わかったようなことをしみじみと言う隼人。

「『だなぁ……』じゃないだろう馬鹿が。……悪いことは言わん羽瀬川。付き合うならノエルさんにしておけ。それなら俺も素直に応援──」

「つ、付き合うってお前、ば、ばっか、柏崎バッカ、ま、まだ気がはええっつーの！」

　隼人が顔を真っ赤にして背中をバンバン叩たたいてくる。

　……駄目だこいつ、話が通じない。

　天馬ぺがさすは大きくため息をつき、「もうどうにでもなれ……」と投げやりな気持ちになってトイレを出るのだった。





　　









　四人はそれから小一時間ほど雑談をして過ごし、また四人で会う約束をしてその日はお開きになった。

　アイリとノエルと別れたあとも、隼はや人とは終始浮かれっぱなしだった。




　それからも天馬と隼人、アイリとノエルは、二週間に一度くらいのペースで一緒に遊び、十回目の『傍はた目めからはダブルデートのように見える何か』でついにというか、ようやく、やっと、隼人とアイリは正式に交際することになった。

　どちらから告白したのかと言うと、これは判断が分かれるところだ。

　十回目のとき──この頃にはすっかり夏侯煌シアホウフアンは出なくなり（『三国志』は変わらず好きらしいが）眼帯を付けるのもやめ、アイリは相変わらず内向的ではあるが以前よりずっと明るくなり、天馬とも普通に仲良く喋しやべるようになっていた──いつもの別れ際。

　隼人とアイリがお互い好き合っているのは明らかだったのに、そこから先に進む様子がいっこうになくて、天馬が「俺おれたち四人はもしかしたらずっとこのままなんじゃないか」なんて期待のような予感を覚えていた、そんないつもの別れ際。

　普段より元気がないように見えたアイリが、唐突に怒りの形ぎよう相そうで「いい加減に好きですってゆえ!!」と隼人に向かって叫び、隼人が反射的に「ハ、ハイ！　好きです!!」と叫び返した。

　アイリはさらに「ほんじゃあ付き合ってくださいってゆえ!!」と叫び、隼人は「あ、はい！　つ、付き合ってください!!」と叫び返した。

　その言葉にアイリは顔を真っ赤にして、蚊の鳴くような声で、

「………………うん」

　あまりにも唐突で滑こつ稽けいな、ロマンもへったくれもない告白シーンに、それを一番近くで目の当たりにした天馬ぺがさすとノエルは二人してゲラゲラ笑い合った。

　それがまったく突然におとずれた、四人で過ごす時間の終わりだった。




　隼はや人ととアイリが付き合うようになってからは、邪魔するのも悪いからと天馬とノエルは二人のデートに同行しなくなり、『親友の恋路を応援するため』という名目が消えたので天馬がノエルと会う機会はなくなった。

　隼人との関係は学校にいるときは特に変化しなかったが、放課後に銭湯に連れて行かれることは稀まれになった。





　　









　そんなこんなで二ヶ月ほどが過ぎたある日。

　父に用事があって聖せいクロニカ学園を訪れた、その帰り際、

「久しぶり！　柏かしわ崎ざきくん！」

　学園の校門近くで、ばったりノエルと遭遇した。

　お互い、様子をうかがうような軽い挨あい拶さつを交わしたあと、ノエルが「寒いからちょっとわたしの部屋で暖まって行かない？」と言い出した。

　聖クロニカ学園は鶯うぐいす山やま高校同様に学校帰りの飲食店などへの立ち入りは禁止されているから、喫茶店などに行くわけにはいかない──そんな、二人の共通の友人二人がこっそり破りまくっている校則ルールを持ち出して。




　学生寮への関係者以外の立ち入りは禁止されているが、『次期理事長』というある意味この上ない関係者であることを利用して、天馬は堂々と、やましいことなどなにもないという風に装って、ノエルの部屋へと入った。

　生徒会長の特権で得たという部屋は、古い学生寮にしてはとりわけ広くて立派な造りで、机や椅子、ベッドなどの調度品もなかなか良いものが揃そろっていた。

　床に座布団を敷いて二人並んで座り、ノエルの淹いれた紅茶を飲みながら、どちらからともなく、とりとめのない話をする。

　主な話題はもちろん隼人とアイリのことで、お互い学校でのろけ話を聞かされて困ると愚ぐ痴ちりあった。

　あとは学校での生活とか、将来の話とか。

　天馬ぺがさすは大学を卒業したあとは父のあとを継いで聖せいクロニカ学園の理事長となる。それまでには、まだ会ったこともない許嫁いいなずけと結婚することになるだろう。

　ノエルはイギリスに帰り母国の大学に行き、外交官になるのが夢だという。

「これ、アイリにも言ってないんだけどね」と彼女は照れくさそうに笑った。

「天馬は聖クロニカをどんな学園にするの？」

　その質問に対する答えを、天馬は持ち合わせていなかった。

　父のあとを継ぐという決まった未来が生まれた時から用意されていて、そこに自分の意思の介在する余地などないと思っていた。

　どんな学園にするかなんて、考えたこともなかった。

「……君ならどんな学園がいいと思う？」

　逆に問うた天馬に、ノエルは少し考え、

「……面白い学園、かな。あ、わたしは今でも十分面白く過ごしてるんだけど。アイリもいるし、天馬や隼はや人ととも知り合えたし。生徒会長の仕事も楽しいし。でももっと……通ってる生徒全員が素敵な青春を過ごせるような学園だといいかなって」

「面白い学園……か」

　彼女のその言葉は、のちに天馬にとって大きな指針となるのだった。




　キスをしたのがどちらからだったのかは、よくわからない。

　なんとなく流れで、どちらからともなく顔が近づき、唇がくっついた。

　そのまま──なんとなく流れで、身体を重ねた。

　そういえば、隼人とアイリは最近になってようやく初めて手を繫つないだらしい。

　ノエルの体温を全身で感じながら、天馬はそんなことを思い出した。




　それからも、天馬とノエルは折に触れては逢おう瀬せを重ねた。

　親友にさえ秘密の二人の関係は、ノエルの留学期間が終わり彼女が母国へと帰るまで、三ヶ月ほど続いた。




　最後まで、お互い『好き』とか愛を明確に伝える言葉は一度も言わなかった。




　両親以外で天馬が自分のことを『ぺがさす』と呼ぶことを許した、ただ一人の少女──ノエル・レッドフィールドとの恋はこうして幕を閉じた。





　　









　ノエルとの別れのあとも、柏かしわ崎ざき天馬ぺがさすの中々に波乱に満ちた物語は続いた。

　生まれた時から敷かれていたレールの上を歩くような人生を送るのだと思っていた天馬にとって、それはとても意外なことだった。




　隼はや人ととアイリの大おお喧げん嘩かを仲ちゆう裁さいしたり。




　隼人とアイリの交際が学校に発覚したことに端を発する、学校全体を揺るがすような大騒動を、高校生離れした政治力で解決したり。

　天馬がいなければ、隼人は高校を卒業できなかっただろう。隼人と天馬が本当の意味で無む二にの親友と呼べる関係になったのは、この頃だったのかもしれない。

　事件が解決したあと、隼人はばつが悪そうに告白した。

「……去年、同じクラスになったお前に俺おれが近づいた理由な……。金持ちの一人息子で学校一の優等生のお前と仲良くなれば、なんかメリットがあると思ったからなんだ」

　それに対し、天馬は苦笑する。

「だったら、当時の貴き様さまの判断は正しかったということだな。俺がいなければ貴様は学校にいられなかったぞ」

「ああ、そうだな。……けど俺ぁ、今そのことをけっこう後悔してる。なんかそんな打算抜きでお前とは友達になりたかったぜ」

　天馬は思う──羽は瀬せ川がわ隼人の陽気なノリに隠された狡こう猾かつさ、それでいて根はやたらと純情でたまに臆おく病びようなところ、基本的に図ず太ぶといくせに妙に繊細なところ、全部ひっくるめて、自分はこいつのことが気に入っているのだと。

「知り合ったきっかけなど、どうだっていいだろう。それとも、今もまだ打算だけで俺とつるんでいるのか？」

「ち、ちげえよ！　んなわけねえだろ！　……お前ってさあ、なんか大おお雑ざつ把ぱだよな」

「お、大雑把……!?　器が大きいと言え！」

「わーったよ。お前は大物だよ、大物ペガサスさんだ」

「その名前で俺を呼ぶんじゃない!!」




　そんな騒がしい青春を過ごした高校を卒業したり。




　許嫁いいなずけとの初めての対面では、絶対にノエルとのことを知られないようにしなければと心底思わされたりした。バレたら多分自分は死ぬ。




　隼はや人ととアイリの学生結婚を巡る大騒動に巻き込まれたり、その関係で自分まで予定よりもずっと早く結婚することになったり。




　隼人と競い合うようにして子供が生まれたり。

　隼人の長男の名前は小こ鷹だか。

　天馬ぺがさすの長女の名前は星せ奈な──どこに出しても恥ずかしくない、素晴らしい名前だと我ながら思う。おかげで父親と大おお喧げん嘩かすることになったけれど。




　小鷹と星奈を婚約させたり。

　許嫁という存在が青春の足かせになり得ることは、天馬自身がよく知っていた。それでも、隼人やアイリと、親友以上の──家族になりたいというささやかな希望を込めて。

　それに小鷹と星奈は、自分と妻のように遠く離れていて会う機会すらないという関係じゃない。天馬と隼人が多忙な身の上になり会う機会も減ってしまったけど、同じ街に住んでいるのだ。しかも自分たちの子供なら、きっと仲良くなれると思う。

　もちろん、当人同士の意思を無視してまで結婚させたりなどしない。本人たちにその気がなければいつでも破棄してかまわない。

　本当にささやかな……子供同士の指切り程度にささやかな約束のつもりだった。

　このささやかな約束がのちに一人の少女を深く傷つけることになるなど、天馬は想像もしていなかった。




　聖せいクロニカ学園の理事長に就任したり。

　就任するやいなや、学園の共学化をはじめとする大改革を行ったり。

　目的はただ一つ。

　どうか、この学園に通うすべての生徒たちが素晴らしい青春を謳おう歌かできますように。

　厳しいことで知られていた校則を大幅に緩ゆるめたり、高等部への一般入学の定員を大幅に増やしたりといった、ほとんど暴挙と言っても過言ではないほど大胆な改革は、短期的にはさして目に見えるような大きな変化を及ぼさなかった。

『百年の歴史を持つミッションスクールにして県下有数の進学校』という強固な土台に裏打ちされた校風は、そう簡単に揺らぐものではなかったのだ。

　しかし、そのおかげで十四年後、一人の少年と再会した幼なじみの少女を中心にした物語は幕を開けることになる。




　そして──人生で最大の不幸。

　羽は瀬せ川がわ隼はや人との最愛の妻にして、天馬ぺがさすにとっても共に青春を過ごした大切な友達、

　羽瀬川アイリの死。

　事故に遭あったとは思えないほど綺き麗れいな、花に包まれてまるで眠っているような彼女の遺体を前にして、人目もはばからず泣き叫ぶ天馬。

　その隣に立つ隼人は、涙を流すことなく唇を嚙かみ締しめて立っている。

「……あんま大声出すなよザキ。小こ鳩ばとが起きちまう」

　隼人の腕には、生まれて間もない彼の娘が抱かれていた。

「……お前は、泣かないのか？」

　思わず問いかける天馬に、

「……泣いてる場合じゃねえんだよ。あいつに遺のこされたモンを……守っていかなきゃいけねえからな」

　隼人の目には強い覚悟が宿っていた。

　その傍かたわらには、不思議そうな目をして天馬を見つめる幼おさな子ご──小こ鷹だかの姿があった。

「……俺おれにできることがあったら何でも言え」

　天馬の言葉に、隼人は小さく笑う。

「なんかすまねえな。ザキ」

「……水くさいことを言うな」

　天馬も涙でぐしゃぐしゃになった顔に無む理り矢や理り笑みを浮かべ、




「友達だろうが。俺達三人は」





　　









　それからも色々なことがあって。

　ノエルとの別れから、いつの間にか十五年もの歳月が流れた、ある夜のこと。

　屋敷の書斎で仕事をしていた天馬に、家令の老人が困惑顔で、一人の少女が天馬に面会を求めていることを伝えた。

「少女……？　こんな時間に誰だれだ？」

「さあ……なんでも『他人に名乗ると旦那様に迷惑をかけることになる』と仰おつしやっておりまして……」

「？　どういう意味だ……？」

　学園の生徒だろうか……そんな推測をしながら、天馬ぺがさすは玄関でその少女を出迎える。

　最低限の荷物しか入らないであろう小さな旅行鞄かばんだけを持った、コート姿の金髪碧へき眼がんの美しい少女。

　年の頃は──十四歳くらいだろうか。

　まだあどけなさの残る顔立ちでありながら、表情に乏しく、とても冷たい目をしていた。

　髪や瞳や肌の色は『彼女』ゆずりで。

　凜り々りしい顔立ち──特に目元は、『彼女』と自分の両方に似ている気がした。

　少女は、声質そのものは『彼女』に似ているのに、『彼女』の口からは一度も聞いたことのない無機的な声音で言った。




「ステラ・レッドフィールドです。はじめまして、お父さん」





星二つ







　九月上旬、期末試験を間近に控えた金曜日の放課後。

　隣りん人じん部ぶの部室にて、柏かしわ崎ざき星せ奈なは一人でエロゲーに熱中していた。

　部室には他に楠くすのき幸ゆき村むらがいるのだが、星奈と幸村の間に会話はない。

　星奈は順調にヒロインの攻略を進め、場面はエロゲーをエロゲーたらしめるそういうシーンへと突入しようとしていた。

　と、そこで不意に視線を感じて振り向くと、後ろに幸村が立っていた。

「な、なによ幸村」

「いえ、お気になさらず」

　幸村は相変わらずのぼーっとした無表情で、じっとパソコンのモニターを見ている。

　画面の中では黒髪ロングの高たか飛び車しやな美少女が半裸で「……私を貴き様さまの……す、好きにして……いいぞ……」などと言っていた。

「そ、そう？」

　星奈はパソコンに向き直り、クリックする。シーンが進み美少女が半裸から全裸になる。

　さらに進めると、ついに主人公がヒロインを押し倒した。

「…………ぁ」

　後ろでちょっと熱っぽい吐と息いき。星せ奈なは手を止め、また幸ゆき村むらの方を振り向く。

「…………や、あの。そんな近くで見られてると集中できないんだけど」

　さすがの星奈も、他人に見られながらエロシーンをやるのは恥ずかしい。

「やや、これは申し訳ありません」

　幸村は後ろに二歩ほど下がって「どうぞ」と続きを促うながした。

「そういうことじゃないんだけど……」と星奈は嘆息し、

「そういえば今日はあいつら遅いわねー。なにしてるのかしら」

「さあ？」と幸村は少し首を傾かしげ、それで会話は終わった。

「…………ぅぅ」

　気まずさに耐えかね、星奈は小こ鷹だかに「なんで部室こないの」とメールを送った。

　常に傍ぼう若じやく無ぶ人じんでマイペースなお嬢様である柏かしわ崎ざき星奈が苦手意識を覚えるほぼ唯一の存在──それが星奈以上の超マイペース人間、楠くすのき幸村なのだった。

　間もなく小鷹から「テストべんきょうしてる」という返事がきた。

「むー」と星奈は思わず小さく唸うなった。















　と、そのとき、

「そういえば」と幸ゆき村むらが珍しく自分から口を開いた。

「な、なに？」

「星せ奈なのあねごは、けーたいげーむはされないのですか？」

　幸村の言っているのはＰＳＰプレイングステイツポータブルなどの携帯ゲーム機ではなく、携帯電話で遊ぶゲームのことだろう。

　最近はゲーム専用機に劣らないほどのかなりハイレベルなゲームも出ていることは星奈も知っていて、興味がなくはないのだが、

「あたしのケータイ、けっこう古い型で性能あんまり良くないのよ。多分最近のケータイゲームは動かないわね」

　小こ鷹だかがこの機種を使っていると聞いたので、とっくに店頭から消えていたのをわざわざステラに入手してきてもらったのだ。

「ま、あたしは今んとこパソコンと普通のゲーム機で十分かな。まだまだやりたいゲームいっぱいあるし」

「……さようですか」

　幸村は、何な故ぜか微妙に嬉うれしそうな顔をした。

「……？」

　怪け訝げんに思いながらも、星奈は小鷹にさらに「そんなのどうでもいいから部室きてよ」とメールを送る。

「よくない」「ぶしつでなんかあるのか」と小鷹から連続で返事がきた。

　星奈はちょっと迷ったあと「ゆきむらしかいない」と送信。

「……ぇへ」

　自分でも気づかないうちに微かすかに笑ってメールのやりとりをする星奈を、幸村はじーっと、少しだけ羨うらやましそうに見つめるのだった。





スーパーノヴァ







　ステラ・レッドフィールドは、ノエル・レッドフィールドと、彼女が日本に留学中に出で逢あった日本人学生、柏かしわ崎ざき天馬ぺがさすとの間に生まれた娘である。

　もっとも、ノエルはステラの父親が誰だれであるかを、家族、友人、それにステラ本人にさえも決して言うことはなかった。

　だからステラは自力で調べようとした。

　自分の生まれた日から逆算して、ノエルが日本に留学中に身み籠ごもったのは間違いない。

　日本にいたときの母の交友関係を、彼女と同時期に留学していた人物に訊たずねたり、彼女の通っていた私立聖せいクロニカ学園の卒業生に手紙を送ったり。

　まだ小学校に上がる前の少女とは思えないほどの行動力だったが、そんなステラの行動は母の知るところとなり、これ以上ステラが調査を続ければ『彼』に迷惑がかかってしまうということで、ついに母は白状した。

　柏崎天馬──それがステラの父親の名前だと。

　イギリス上流階級の娘であるノエルにとって、父親のわからない子供がいるという事実は大きな足枷となった。

　実の両親から蔑さげすまれ、一族からも絶縁状態となり、外交官になるという夢さえ捨てることになった。

　けれどもノエルはそんな逆境などものともせず、女手一つでステラを育てる傍かたわら、友人たちとベンチャー企業を立ち上げ、見事成功を収めた。

　物心ついたときからこれまで、ステラは少なくとも生活面において不自由を感じたことは一度もない。

　優秀な父（らしい）と母の才能を受け継いでいたステラは、幼い頃からその能力を存分に発揮し、弱冠十四歳で大学を卒業した。

　大学を卒業したその日の夜、母ノエルに結婚の話を聞かされた。

　相手は母の会社とライバル関係にあった企業の若き社長で、トップ同士直接やりとりを繰り返す中で親しくなった。ノエルが何度か家に招いたこともあり、ステラとも顔見知りだった。

　容姿、能力、人格すべてにおいて優れた好人物であり、母のパートナーとして申し分ないとステラは思う。

「婚約者がいるにもかかわらず他の女性に手を出すような誰かさんとは違って、本当に愛する人ができるまで貞てい操そうを守ってきたそうです」

　ステラが冷たい声で言うと、柏かしわ崎ざき天馬ぺがさすは「う……」と非常に気まずそうな顔をした。

（……とはいえ、この人もそんなだらしない人物には見えませんが）

　和装とあいまって、いかにも生き真面目まじめで誠実そうな男に見える。

　さっき初めて顔を合わせた父親に対して、ステラはそんなふうに思った。

　遠とお夜や市し、柏崎邸。

　十四歳の少女ステラは、母に置き手紙だけを残し、父親に会うために一人で日本にやってきた。

　会ってどうするのかは特に考えていなかった。

　自分を大学卒業まで不自由なく育ててくれた母親のことは愛しているし、凄すごい人だと尊敬もしている。その結婚相手にも不満はない。自分ともうまくやっていけるだろう。

　だからこそ。

　──このまま母と新しい父親のもとで家族揃そろって幸せになったとしたら、自分の本当の父親とは一体なんだったのだろう？　そう考えてしまった。

　若くして大学を卒業し、これからの人生をどうするのか迷っていたということもある。

　気づけばステラは衝動の赴おもむくまま、母親譲ゆずりの行動力を発揮して、荷物もろくに持たず日本に向かったのだった。




「……なんというか、その…………あ、会えて嬉うれしいぞ……ステラ」




　ステラの身の上話を真剣な顔で聞き終えた天馬は、困惑を隠せない様子ながらも本当に嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　お気楽な人だな……とステラは思った。

　柏崎家はこの地方の名士であり、天馬の妻はノエルと同じくイギリスの貴族の娘だと聞いている。

　そんな彼にとって、いきなり現れた存在も知らなかった隠し子など厄やつ介かい者以外の何者でもないというのに。

「……いきなりやってきた私の話を、疑いもなく信じるのですか？　自分の子供である証拠を求めたりしないのですか？」

　ステラが訊たずねると、

「君にはたしかにノエルの面おも影かげがあるからな……」

「母が噓うそを言ったのかもしれませんよ？　本当は別の相手との間にできた子供なのかも」

「彼女はそんな噓うそを言う人ではないよ」

　天馬ぺがさすは当然のように断言した。

　たしかにノエルはそんなくだらない噓を言う人間ではないと思う。

　だがそんな、さも自分は彼女のことをわかっているのだというような天馬の言い草には怒りがこみ上げてきた。

（私の存在さえ知らなかったくせに）

　その文句が筋違いだということはわかっている。

　ノエルが日本にいた時期には、おそらくはまだノエル本人すら妊娠には気づいていなかっただろうから。

　それでも、母は彼のせいで家族と断絶し夢も諦あきらめることになり、自分だって父親がいないことで何度も嫌な思いをしてきたのは、紛まぎれもない事実なのだ。

「……では、私が噓をついている可能性は？　たまたま顔が似ていたノエルという女性にあなたとのロマンスを聞き、利用しているのかも」

「そんなことを言いふらすような人でもないだろう」

「わかりませんよ？　ほら、彼女と違って私はおっぱいが小さいですし」

「お……!?」

　淡々と言ったステラに天馬が絶句し、その視線がステラの胸元へと注そそがれる。

　ステラの胸の大きさは、十四歳の少女の平均をやや下回る。グラマーなノエルとは比べるべくもない。

　天馬の顔に真剣な動揺の色が浮かぶ。

「……た、たしかに……む……むむむ……!?　ま、まさか本当に……？」

　おい。

　ステラはジト目を向け、

「……冗談ですお父さん。……これから母のようにボインボインになる予定ですのでご心配なく」

「そ、そうか」

　天馬は安あん堵どのため息をつき、誤ご魔ま化かすように、

「……それで、君はこれからどうするのだね？」

「……あなたの娘としてこの家において下さい、と言ったらどうしますか？」

「君がそれを望むのであればそうしよう」

　反応を試すつもりで言ったのだが、天馬は迷いなくそう答えた。

「よろしいのですか？」

「そうするのが私の責任というものだろう。…………まあ、妻とは相当揉もめることにはなるだろうが……下手すれば俺おれの命が……」

　ブツブツ言いながら冷や汗を浮かべる天馬ぺがさすだったが、それでも発言を撤回しようとはしなかった。

　……面白くない、とステラは思った。

　いきなりやってきたこれまで存在も知らなかった娘を、迷いもなく自分の子供として家族に迎え入れようという彼の度量は感服に値する。さすが自分の尊敬する母、ノエル・レッドフィールドがかつて恋した男だと思う。

（……もっとくだらない男だったら、割り切れたのに）

　仮に彼がステラを自分の娘だということを絶対に認めようとせず、みっともなく取り乱すようなくだらない男であったなら──迷わず自分は彼の家族に彼の過去の所行をぶちまけたのちイギリスに帰り、天馬のことなどきれいさっぱり忘れて母と新しい父親のもとで暮らしていけたのに。

「……冗談ですよ」

　ステラの言葉に、天馬は訝いぶかしげな顔をした。

「今更あなたの娘として生きたいとは思いません。私の親はノエル・レッドフィールドただ一人で十分です」

　それに──責任なんかで家族になってもらっても意味がない。

「そうか……」

　天馬は安あん堵どと寂しさの入り交じった複雑な顔をした。

「その代わりと言ってはなんですが、一つお願いがあります」

「お願い？」

「私をしばらくこの家で働かせてくれませんか。他に行くあてもありませんし、母が青春を過ごしたこの国のことを私も知りたいのです」





　　









　こうしてステラは、柏かしわ崎ざき邸に住むことになった。

　そのことを母に電話で知らせると、「いつかこういう日が来るんじゃないかと思ってたわ」と電話越しで彼女は苦笑した。

　それから電話を天馬と替わった。

　一言二言のごく短い挨あい拶さつののち、天馬は「……幸せにな」と言って電話を切った。

　多分これが父と母の最後の会話になるんだろうな──とステラはなんとなく予感した。

　ちょうど天馬ぺがさすの父の代から柏かしわ崎ざき家に仕えていた家令の初はつ瀬せがそろそろ引退を考えていたこともあり、ステラは彼の遠い親戚という『設定』で、家令見習いとして柏崎家で働くことに決まった。

　この屋敷でステラの本当の素性を知る者は、天馬と家令の初瀬老人のみ。

　その日はもう夜遅かったので、客間で寝た。親友がいつ泊まりに来てもいいようにと、部屋を常に準備してあるらしい。

　長旅で疲れていたため目が覚めたのは翌日の昼過ぎで、他の使用人たちとの挨あい拶さつを済ませたあと、家令から仕事のことを教わった。

　そして夕方。

　柏崎家の一人娘が、小学校から帰ってきた。

　ステラは天馬と並んで彼女を出迎える。

「ただいまー」

　明るい声が玄関に響く。

　輝くような少女だと思った。

　その印象は金色の髪のせいだけではなく、彼女の全身から漂う雰ふん囲い気きが、まるで金色の光を纏まとっているようだったのだ。

　生命力溢あふれる若木のような肢し体たい。

　大きな碧あおい瞳。

　現時点で既に完璧な調和を誇りながら、将来さらに美しくなることが確定的なその玉容には、覇は気きが満ちている。

　柏崎星せ奈な、八歳。

　まるで世界中から祝福されるために生まれてきたかのような、愛らしい少女だった。

（これが……私の妹）

　彼女は父の傍かたわらに立つステラを見て、不思議そうな顔をした。

　家令や使用人用の服もサイズが合うものがまだ用意できなかったので、服は私服。

「ああ、彼女は──」

　天馬がステラを紹介しようと口を開いた。それを遮さえぎって、




「やっほー。お姉ちゃんですよー」




　ついつい悪戯いたずら心が芽生えてしまい、衝動的に口走った。棒読みで。

「ぶぼっ!?　げほっ、げほっ！」

　ステラの不意打ちに天馬ぺがさすが激しく噎むせて、星せ奈なが驚く。

「どうしたの？　パパ」

「な、なんでもない、ええと、か、彼女はだな、」

　動揺を抑えられない天馬に代わって、

「冗談ですお嬢様。私は初はつ瀬せの親戚の者で、ステラと申します。本日より家令見習いとしてこのお屋敷でお勤めさせていただきます」

　淡々と言って笑みを作り一礼するステラに、星奈は、

「ふーん、そうなの。よろしくね」

　思わず見とれてしまうような可か憐れんな笑顔を浮かべてそう言った。

　そこにはステラに対する何の疑念も感じられない。

　……家令の初瀬は純日本人であり、使用人達の多くは金髪碧へき眼がんのステラが親戚と称して現れたことに違和感を覚えていた。まあ、星奈自身が日本人離れした容姿だから自然に受け入れられたのかもしれない。

　多少は大人びて見えるのかもしれないが、どう見ても成人はしていない少女が家令見習いとして働くことになった事実への驚きも特にない。

　明らかな異常というほどではないが、ステラはなんとなくこの柏かしわ崎ざき星奈という少女を奇妙に感じた。

　ともあれ、これがステラと星奈──姉妹の邂かい逅こうだった。

　自分にこんなに可愛かわいらしい妹がいたことが驚きであり、嬉うれしくもあり、新鮮でもあり、戸と惑まどいもあり、父親と一緒にこれまでこんな使用人までいるお屋敷で裕福に暮らしていたことへの妬ねたみもあり……複雑な感覚だ。

　自分が実の姉だということは彼女に悟さとられぬようにしつつも……できれば仲良くなれればいいなと思った。




　あわよくば……世界の全てに肯定されているようなこの綺き麗れいな妹を、そうとは知られぬようさりげない悪意でもって深く傷つけてしまいたいとも思った。





　　









　しかしステラの目もく論ろ見みはあっさり瓦解することになる。

　自分の部屋へと向かう星奈に付き従い、ステラも彼女の部屋へと入る。

　お嬢様の身の回りの世話も、ステラに与えられた仕事だった。

「んー」

　蝶ちようの髪かみ留どめを外したあと、星せ奈ながごく自然に両腕を上げた。

「？」

　意味がわからず僅かに首を傾かしげるステラに、

「なにぼーっとしてるの？　はやく脱がせてよ」

「あ、は、はい」

　慌あわてて彼女の服を脱がせる。

　服の着替えまでナチュラルに他人に手伝わせるとは、本当にお嬢様なんだなと感心半分呆あきれ半分のステラだった。

「あの……下着も、ですか？」

　戸と惑まどいながらステラが訊たずねると、

「うん。今日たいくあったからちょっと汗かいちゃったし」

　こともなげに星奈が言う。

　同性の、しかも五つも歳の離れた少女とはいえ緊張を覚えながら、ステラは星奈の下着を脱がせていく。















　まるで芸術作品のような裸身に、ステラは思わず息を吞のんだ。

　全裸になった星せ奈なは、気持ちよさそうにベッドに仰あお向むけになった。

「着替えはそこの簞たん笥すの中だからー」

　ベッドの上で足をぷらぷらさせている星奈に、（ステラにしては珍しく）慌あわてて着替えを用意して手渡す。

「ねーねーステラ」

　のそのそとパンツを穿はきながら星奈が言った。

　……使用人とはいえ会ったばかりの年上の自分を普通に呼び捨て。

　生まれながらのお姫様っぷりにステラが一瞬苛いら立だちを覚えたそのとき、




「ステラはあたしのお姉ちゃんなの？」




　まるで何気ない世間話でもするかのように星奈はいきなり言った。

「くかっ!?」

　先ほどの父天馬ぺがさすよりは小さいリアクションで、しかしステラも動揺で噎むせた。

「お、お嬢様……？」

　宝石のような碧あおい瞳を真まっ直すぐにこちらに向けてくる星奈に、ステラはたじろぐ。

　偽いつわりを見抜き逆らうことは許さないとでも言うような、天性の支配者の視線。

「……そうです」

　気づけばステラはそう答えていた。

「ふーん」

　ちょっと考えるような表情をして着替えを再開する星奈。

「じゃあこれからあなたのこと、なんて呼べばいいの？　お姉ちゃん？」

　相変わらず平然としている彼女に戸と惑まどいながら、

「……ステラ、とお呼び下さい。それから、私とあなたが姉妹であることは周囲には内密にお願いします。特にあなたのお母様には」

「あー、ママはこわいからねー」

　星奈は楽しそうに笑った。

（怖いのはどっちですか……）

　ステラの頰ほおを冷や汗がつたう。

「ステラ、これ」

　服を着たあと、外していた髪かみ留どめを差し出してくる星奈。

　付けろ、ということだろう。

　──姉であることが判明したばかりの人間に対して、言われたとおりに呼び捨てにして、まったく気にせず同じように使用人として命令する。

　やはりこれは……異常だ。

　ステラは確信を覚えた。

　八歳の子供とはいえ、こんなふうに割り切ることなど常人にはできはしない。

　生まれついてのお姫様。

　この娘にはきっと、一切の闇がないのだ。光しかない。

　思うままに生き、世界を二元論で割り切り、そしてそれが許される存在。

　その眩まぶしすぎる光に、それなりに心に暗いものを抱えているステラですら目がくらみそうになる。

「お嬢様」

「んー？」

「お嬢様には、お友達はいますか？」

　そんな世間話を切り出すと、星せ奈なは「ん～」と唇をへの字にして困ったような表情を見せた。

「なんかねー、ミカちゃんとサリナちゃんとアキコちゃんは、あたしと遊んでてもつまんないんだって。あとねー、ユカリちゃんはあたしがマサヒトくんをとったから嫌いだって。あたしはマサヒトなんて知らないのに。だからいらない、あいつら」

　強がりでもなんでもなく、笑顔のままで、ごく自然に友達だったかもしれない者のことを「いらない」と断言する星奈に、ステラは戦せん慄りつを覚える。

　そりゃあ友達などできないだろうな……とステラは思った。

　なんて救いようのない娘だろうと、憐あわれみさえ覚える。

　彼女と同世代の小娘になど、この恐怖に耐えられるわけがない。

　人は誰だれしも闇を抱えて生きているものだ。そうでなければ生きられない。

　しかしこの暴力的な光の前には、そんじょそこらの闇など一瞬で焼き尽くされてしまう。




　きっと彼女と並び立つには──星一つない夜空のごとき、大きく深い闇が必要なのだ。




　なんだかんだで親に愛され友人にも恵まれた自分のごとき普通の人間には、抱えようがないほどの惛くらい闇が。

　ステラは──星奈と同じく星stellaの名を持つ少女は予感する。

　いつかきっと、彼女の光に匹ひつ敵てきするほどの闇を抱えた『誰だれか』が、彼女の前に現れるだろう。

　その時こそ、彼女は本当に輝くのだろう。

　そしてその時こそ、彼女は救われ──彼女もまた、その『誰か』を救うだろう、と。





カムパネルラ







　オレのクラスにそいつが転校してきたんは、五月の真ん中へんぐらいやった。

　聖せいクロニカ学園ってゆうのがオレの通ってる学校の名前で、それの中等部の２年２組がオレのクラス。

　あーあと、オレの名前は若わか木ぎ光こう太たってゆう。

「今日は皆さんに新しいお友達を紹介します。ハセガワさん」

　先生が廊下のほうにゆって、そいつが教室に入ってきた。

　入ってきたとき、みんながおおってなった。

　みんながおおってなるのも無理はなくて、そいつの見た目はすげかった。

　髪の毛は金色で外人で、目は片っぽが青くてもう片っぽが赤い。

　オレもみんなと同じで、おおー、かっけーってなった。

　近くの女子が「ちっちゃくてかわええね」って話してるのが聞こえた。

　たしかに普通の女子よりちっこくて小学生ぐらいに見える。

　先生が黒板に転校生の名前を書く。

　羽は瀬せ川がわ小こ鳩ばと。

　名前も漢字がむつかしくてかっけー。

「羽瀬川さん、みんなに自己紹介をお願いします」

「………………」

　先生がゆっても、そいつは怒ってるような顔でずっと黙ってた。

「…………あの、羽瀬川さん？」

　そうするとようやく、そいつはすーっと深く息を吸ってからゆった。

「ククク……我が名はレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギ……偉大なる夜の王である……」

　みんなはぽかーんってなった。

　先生もなったし、オレもなった。

　先生はゴホンって咳せきしてちょっと怒ってる様子になった。

　先生は怒るときあんまし大声は出さへんけど、なんか迫力があるんでオレらからかなり恐れられてる。

「あの……羽瀬川さん？　ちゃんと自己紹介をしなさい」

「う……」

　転校生は顔をひきつらして、

「…………は、はしぇがわ、こばと……であるぞ……」

　って小さい声でゆった。

　ちょっと泣きそうになってたので可哀かわい想そうやと思った。





　　









「ヘンなやつが越してきたなー」

　昼休みにシンヤがゆった。

　転校生は自分の席でメシ食ってる。

　まわりは女子が集まってて、一緒にメシ食ってる。

　ミキが転校生に一緒にご飯食べようってゆって、転校生は「あぅ」とか「ぇぅ……」とか困ったような様子で、たしか「うん」とはゆってなかったと思うけど、ミキたちが転校生の机のまわりに集まって勝手にメシを食い始めた。

　ミキはそうゆうとこが強引だ。

　シンヤがゆうとおり転校生はヘンなやつで、休み時間にみんなが囲んでどっから来たのとかなに人なのとか聞いとったけど、転校生はむつかしいことをゆってた。

「ククク……我は深き深しん淵えんの底より現世に降臨せし大いなる闇の王……」

　むつかしい喋しやべり方でかっけーなと思った。

　きたときに先生がゆってたのでは、転校生は親の都合でいろんなところを引っ越してきて、お父さんはアメリカに行って、今は兄ちゃんと二人ぐらしをしとるらしい。

　子供だけで暮らしとるってかっけーと思う。

　あといろんなとこに住んどったのでかっけーと思った。

　オレはずっと同じ家でお父さんとお母さんと住んどるから、けっこうそうゆうのには憧れる。

　将来はなんかそうゆうような、色んなとこに行ける仕事になりたいと思ってる。

　オレも転校生と話してみたいと思った。

　ミキたちは昼ご飯中でも転校生に色々聞いてた。転校生は相変わらずむつかしいことをゆってる。

　転校生のメシはコンビニのサンドイッチで、兄ちゃんと二人で暮らしてるならしょうがないんやろうけど、ちょっと可哀かわい想そうやと思った。

「お父さんアメリカで働いてるんやよね。ならお母さんは？」

　ミキがゆうと、転校生はちょっと怒ったような様子になった。

「……ふん……漆黒の暗闇こそが我が母である……」

　そうするとミキもちょっと怒って、

「ちょっと羽は瀬せ川がわさん！　真面目まじめに答えてよ！」




「死んだ」




　ぼそりと呟つぶやくような様子で転校生はゆった。

「……ずっと前に死んだ」

「え、あ、う……」

　ミキはあんまり上う手まく言えない様子になった。

　そうするとハルコが明るく、

「お、お兄ちゃんいるんやよね!?　かっこいい？」

「そうそうお兄ちゃんもハーフなんやよね!?　お兄ちゃんイケメンなん!?」

　カトウもすごい聞きたそうにゆった。

　カトウはいっつもイケメンのカレシがほしーってゆってるらしい。

　転校生の兄ちゃんやったらイケメンやろうなとオレも思う。

　兄ちゃんの話になると転校生はちょっとだけ嬉うれしそうな様子になって、

「…………まあまあ」

　と口をモニュモニュさせて呟つぶやいた。顔がちょっと赤い。

「やっべえげ。すっげえげ……」

　と、隣でメシを食ってたタケオがほっぺたを赤くしてゆった。

「おー、なあ」

　と、シンヤもぽーっとした様子でゆった。

「やよな」とタケオがゆった。

　タケオとシンヤがそう思うのもしゃあねえと思う。

　オレからしてみても、今の転校生はけっこうやべえと思った。

「きゃー」と女子たちが興奮した。

　特にカトウが興奮してた。

「会わして会わして!?」

　そうゆうカトウに、転校生はむっつり口を閉じた。

「今度羽は瀬せ川がわさんち遊びに行ってもいい!?」

「…………や」

　転校生は小さい声でゆった。

「えー？　いいじゃーん」

「……や」

　ちょっとしつこい様子のカトウに、転校生はもっと嫌そうな顔をした。

　ミキはちょっと困った顔をしてる。

　ミキも強引なとこあるけど、相手が本当に嫌そうやったらしない。

　でもミキは友達相手やとあんまし強く注意しない。

「ねーねーお願い羽瀬川さん！」

「…………」

　転校生は本当に嫌な気持ちになってる様子に見えた。

　しゃーねーなと思って、オレは立ち上がった。

「やめたれて！　可哀かわい想そうやろ！」

　オレがゆうと、カトウはこっちを見て、

「はー？　若わか木ぎには関係ないやろ」

　とゆった。

「転校生は親おらへんのやぞ。そんなん無む理り矢や理りしたら可哀想やげ」

　とオレがゆうと、「あ……」とカトウはちょっと可哀想だと思うような顔をした。

「あ、うん……ごめんね羽は瀬せ川がわさん」

　カトウは謝った。

　カトウもそんな悪い奴やつやない。

　よかったよかったとオレが思って転校生のほうを見たら、転校生は顔を赤くしてうつむいとった。

「転校生？」

　オレがゆうと、転校生は急に顔を上げてオレを睨にらんできた。

「フウウ～……！」

「な、なんじゃあ？」




「うちは可哀かわい想そうやないわあほー!!」




　転校生はオレに大声でゆった。

　転校生は、さっきカトウがしつこくしてたときよりもずっと怒ってるみたいやった。

「な、なんでオレがバカってゆわれんとあかんのじゃ！」

「知らんわあほ！」

　そうして転校生の目からちょっと涙が出た。

「ちょっと若わか木ぎ！」

　ハルコがオレを責めるような様子でゆってきた。

　ミキもオレと転校生を代わり番こに見て困った顔をしてる。

「おい光こう太たー、転校生泣かすなて」

　女子には聞こえない小さい声でシンヤがゆってきた。

　オレはむかついて、

「オレべつになんもゆってねーげ！」

「……フン」

　転校生は怒ったような様子でメシを食いはじめた。

　わけわからんけど、ハルコとか、ミキやシンヤとかやない周りにいたクラスの奴らもオレのほうを見てたので、オレは嫌な気持ちになって席に座った。

　転校生がなんで泣いたんか意味わからんけど、かばってやって損した。

　今日の弁当はあんまし美う味まくないと思った。





　　









　それから一週間ぐらいが経たったけど、転校生はそれからもあんな感じで、あんまし誰だれとも喋しやべらんかった。

　最初はミキとかやない女子も喋りかけてたけど、転校生があんまし喋ってくれへんのであんまし喋りかけんくなった。

　ミキとかもいちようまだ一緒に弁当食ってるけど、あんまし喋らん。

　たまに喋ってくれても盟約とか眷けん属ぞくとかむつかしーことばっかりをゆうので、ミキとかも困ってるみたいやった。

　転校生はなんか空気みたいな感じになった。

　オレは最初の日のことがあったんで喋りづらいけど、こうゆうんはあんましよくねえなあと思った。

　それなので日曜日、オレは夜よ空ぞらねーちんに相談することにした。

　夜空ねーちんはオレんちからケッタで５分ぐらいんとこにある古本屋で、土日と休みの日だけバイトしとる。

　オレがまだ小学校のころからバイトしとったから、中学校のころからバイトしとるってことになる。

　中学生なのにバイトしてて、夜空ねーちんはそのころからオトナって感じやった。

　夜空ねーちんの古本屋は金持ちのじーちゃんが趣味でやっとる店で、全然客が来ん。

　特に子供の客はオレぐらいしか来ん。

　それなのになんでバイトなんか雇やとっとるんかとゆうと、土日はじーちゃんは競馬に行くからや。

　じーちゃんは競馬とパチンコが生いき甲が斐いっていつもゆってる。

　夜空ねーちんが来れへん日は店は休みで、普通の日は昼過ぎぐらいまではじーちゃんがパチンコに行くんでやってへんくて、パチンコの調子がいいときは昼過ぎになってもやってへんこともある。

　オレが行くと、夜空ねーちんはいつもみたいに奥の椅子に座って本を読んどった。

　店で売っとるような古いむつかしそうな本やなくて『ネップイース』の漫画本やった。

　夜空ねーちんは高二で、オレの行っとる学校の高等部に行っとる。

　髪がすげー長くて、店の黒いエプロンしとるんで、なんか全部黒っぽくて魔女みたいでかっけー。

「おっす夜よ空ぞらねーちん！」

　店に入ってオレがゆうと、夜空ねーちんは顔を上げてこっちを見た。

「ああ」とゆって、夜空ねーちんはまた漫画を読み始めた。

　夜空ねーちんはいっつもこんな感じや。クールってゆう感じでかっけー。

「なーなー夜空ねーちん」

　オレがカウンターんとこまで行って話しかけると、夜空ねーちんは「なんだ」ってゆってまたオレを見た。

　オレは夜空ねーちんに、転校生が来たこととか、転校生をようわからんけどオレがなんか泣かせてまったこととか、転校生があんましクラスのやつらとうまくいってへんこととかを相談した。

「……奇き遇ぐうだな。私のクラスにも最近転校生が来たぞ」

「マジで？　すっげー。転校はやってんのかなー？」

「べつに流は行やってはいないだろう」

「やよなー。タマタマやよなー」

「ああ」

　夜空ねーちんの喋しやべり方はいっつもクールってゆうかちょっとダルそうってゆう様子で、学校の女子とかみたいにキャンキャンしてへんくて、よくわからんことで急にキレたりとかしいへん。















　でもちゃんと話は聞いてくれてテキカクに答えてくれるんで、あいつらとは違ってオトナのオンナって感じがするんで夜よ空ぞらねーちんと喋ってると気持ちいい。

「ほんでさー、なんで転校生はあんときいきなりキレたんやろう。あいつが迷惑そうやったでかばったったのに」

「それは光こう太たが悪い」

　夜空ねーちんはキッパリゆった。キッパリゆう夜空ねーちんはかっけー。

「えー、なんでや？」

「簡単に他人を可哀かわい想そうとか言うな」

「なんで？　お母さんが死んでまってお父さんは外国行っとって、兄ちゃんと二人ぼっちなんやで？　そんなん可哀想やげ」

　シャクゼンとしんくてオレがゆうと、夜空ねーちんはすげえ冷たい様子の目でオレを見た。ゾクってした。




「自分を哀れんでいいのは、自分だけだ」




「え……」

「自分以外の誰だれかから、勝手に自分を可哀想だと決めつけられるほどの侮ぶ辱じよくはない」

「そうゆうもんなん？」

「……光太の家は土日もやっている料理屋だったな」

　いきなり夜空ねーちんはそんなことを言った。

「？　そーやけど」

「お前は土日に遊びに連れて行ってもらえなくて可哀想だな。お前は不幸だ」

「はあ!?」

「……と、知らない人間からいきなり言われたらどう思う？」

「…………むかつく」

　オレんちはたしかに土日が一番忙しくて、土日に遊びに連れてってもらったことはほとんどねーけど、小学校のころはたまに休みの日があったら絶対どっかに連れてってくれた。中学になったら毎日二人で手分けして弁当作ってくれてて、オレの弁当は美う味まいってタケオとかシンヤとかがいっつも狙ってくる。

　オレは不幸でも可哀想でもない。

「そっか……やから転校生は怒ったんか」

　オレはやっとわかった。

　ミキとかシンヤとかに相談しても、なんで転校生が怒ったのかはわからんかったのに。

　そいや、夜よ空ぞらねーちんもたしか親が離婚してお父さんがおらんってゆっとった。でも夜空ねーちんはこんなにかっけくて、全然可哀かわい想そうやない。

　オレはたぶんオレのお父さんとお母さんがおらんくなったら自分のことをすんげー不幸って思うと思うけど、でもそれは他人にゆわれることやない。

「……オレ転校生に謝るわ」

「ああ。そうしろ」

　夜空ねーちんはちょっと笑った。

　夜空ねーちんはたまにちょっとだけしか笑わんけど、そうするとすげえやばい。

「謝ったらオレ転校生と友達んなれるかな？」

「さあな」

　夜空ねーちんは冷たい様子でゆった。

「光こう太た以外の人間とも喋しやべらないのだろう？　だったらそいつは友達が欲しくないのかもしれない」

「え？　なんで？　友達おったほうがいいげ」

「そう思う人間は多いが、そう思わない人間も世の中にはいる」

「そんなんおんの!?」

「そうだ。可哀想かどうかが本人にしかわからないのと同じで、なにがいいことなのかも人それぞれ違う」

「……よおわからんけど、そうゆうもんなんかー」

「ああ」と夜空ねーちんは少し寂しそうにゆった。

　夜空ねーちんはたまにこうゆう寂しそうな様子になって、それがすっげえオトナっぽくてかっけーと思う。

「だが……」

　夜空ねーちんが続けてゆった。

「だが？」

「……もしもお前自身がその転校生と友達になりたいと望むなら、その気持ちに素直に行動するのも一つの選択肢だ」

　さっきとは反対のことをゆってくる夜空ねーちんに、オレは混乱する。

「結局どうすりゃいいん？」

「さあな。その転校生が実際にどう思っているかなど、私にはわからないからな」

　夜よ空ぞらねーちんはあんまし先生とかお父さんみたいに、これが正解でこうするのが正しいってゆってくれへん。

　それがけっこう、オレをちゃんとガキやなくて一人前として扱ってくれてるみたいで嬉うれしい。





　　









「オレとりあえず転校生に謝るわ」

　翌朝学校に行くときオレがミキにゆうと、ミキは驚いた。

「どしたのいきなり？」

　ミキがゆうので、オレは昨日夜空ねーちんに相談したことを話した。

　そうするとミキはなんか怒った様子になった。

「なんでコータはその人のゆうことやったら素直にきくの!?」

「な、なんで怒るんや」

　オレはびっくりした。

　ミキはそういえば夜空ねーちんのことを話すとなんかいっつも怒る気がする。

「……べつに怒ってないけど」

　ミキは冷静なふうになってから、

「その人のゆうことほんとに正しいの？　てきとーにゆってんやないの？」

「んなことねーわ。夜空ねーちんは頭いいしオトナやし」

　そうするとミキはふくれっ面になって、

「むー。でもてきとーにゆってんやないの？　漫画とかにあったのからゆってるとか。あたしたしか前になんかの漫画でそーゆー台詞せりふ見たもん。誰だれかのことを勝手に可哀かわい想そうって決めつけるのは侮ぶ辱じよくなんやってゆう」

「漫画にも書いてあるんやったらやっぱり正しいんやんか」

「でもパクリやんか！」

「夜空ねーちんはパクリなんかしいへんわ！」

　あんまし失礼なんでオレがちょっと怒ってまったら、ミキももっと怒った。

「そんなんわからんげ！　どっかからパクってきた言葉ばっかそれっぽくゆってるだけかもしれんし！」

「ミキおめー、それ以上夜空ねーちんのこと悪くゆったら許さんぞ」

　オレが怒ってそうゆうと、ミキは泣きそうな顔になった。

　泣きそうな顔になると今度はオレが困ってまう。

「で、でもとりあえず、泣かしてまったことを謝るんは間違ってへんやろ？」

「…………うん……」

　ミキは頷うなずいたので、オレはホッとした。

　そうして学校に着くと、転校生はまだ来てへんかった。転校生は朝来るんがけっこう遅い。朝のチャイムが鳴るちょっと前ぐらいに転校生が来たんで、オレはすぐに転校生んとこに謝りに行った。

「おい！」

「……！」

　オレがゆうと転校生はびくっとして猫みたいに威い嚇かくするような様子になった。

「こないだは泣かせてまってごめんな」

　そうすると転校生は、「は!?」って驚いた様子になってから、

「……べ、別に我は泣いてなどおらぬわ……」

　とゆった。

「おー、コータが謝っとるげーっ」

　と、シンヤが茶ちや化かしてきた。

「う、うるせー！　オレはオトナのオトコやからな！　とにかくなんかごめんな！」

　もう一回ゆうと、転校生はムッとした顔をしながら、

「……わ、我は愚かなる人間ごときの言葉に心を乱されたりはせぬのだ……だがとりあえず貴き様さまが身の程をわきまえておることは認めるとしよう……」

「許してくれるんか？」

「……ん」

　口をむっつり閉じたままで転校生は頷いた。





　　









　それからも転校生は相変わらずあんまし誰だれとも喋しやべろうとせんかった。

　メシはずっとミキたちと食っとるけど、あんまし仲は良くなっとらんみたいや。

　そんなときにゴキブリが出た。

　六月の真ん中へんぐらいのジメジメした日の昼休みにオレらが飯を食ってたら、いきなしカオリがすげー大きい悲鳴を出した。

「殺人事件か!?」

　探偵のマンガが好きなタカシのバカが嬉うれしそうにゆったけどそんなわけなくて、カオリと一緒に飯を食ってたアヤカがカオリと同じくらい大きい悲鳴を出して、それから「ゴキブリー!!」って叫んだ。そうしたらタカシも「ギャーッ!!」ってなった。他のみんなもギャーってなった。

　出てきたゴキブリはタカシのほうに行ったあとでいろんなところに行って、みんなは慌あわてまくった。

「ちょっと男子！　はよ殺してよー！」

　女子の誰かがゆったけど、男子もみんなびびってた。

　しゃーねーな、オレがやっつけるしかねーか。

　オレやってゴキブリは苦手やけど、うちが飯屋なもんでけっこうゴキブリ出てくる。

「どっかに殺虫剤ねーか!?」

　オレがゆったけど、殺虫剤はないみたいやった。

　潰つぶすとブチってなるんが嫌やけど、しゃーねーんでオレは掃除ボックスからホウキを取ってゴキブリのほうへ行った。

「でりゃあああああ!!」

　オレはゴキブリめがけてホウキを振り下ろした。

　バシッ！

　命中した！

「よっしゃ！」

　と思ったら、ゴキブリはホウキの先のやらかいところにいたみたいで、ホウキの下から出てきてまたゴソゴソと逃げ始めた。

　キャーキャーギャーギャー教室は大パニックになった。

　そうしとるとゴキブリが転校生のほうへ行った。

「は、羽は瀬せ川がわさん！　ゴキブ！　ゴリゴキリブ！」

　オレの近くに避難してたミキが転校生に叫んだ。

「むー……」

　転校生はめんどくさそうに立つと、自分のサンダルを脱いで手に持って、

「フンギャー!!」

　バチコーン!!

　気合の声を上げて、転校生がサンダルでゴキブリを叩たたき殺した。

　ゴキブリは一発で死んだ。

　転校生は殺したサンダルを嫌そうに見て、サンダルを持ったままみんなが見つめてる中で片足けんけんをして教室を出た。

　そうして水道でサンダルを洗いに行った。

　オレは転校生がぶっ殺したゴキブリの死体をティッシュで拾ってゴミ箱にほかった。

　転校生が戻ってくると、みんなは転校生を尊敬した様子で見た。

「す、すげー！　羽は瀬せ川がわすげー！」

　シンヤがめっちゃ尊敬してる様子でゆった。

　カズヤはシンヤよりももっと尊敬してる様子で、

「こりゃーもう羽瀬川さんじゃねー！　羽瀬川様やー！」と叫んだ。

　女子もみんなで転校生のほうへ行って、

「羽瀬川さんゴキブリこわくないの!?」と聞いた。

　すると転校生は、ちょっと困ったような様子になって、

「……ふん……あのような魔界の低級妖魔ごとき、偉大なる闇の王であるこのレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギの前では虫けらにも等しい……」

　ってゆった。

「スッゲー！　羽瀬川様にとってはゴキブリなんて虫けら同然なんだあー！」

　カズヤがゆって、他の男子もみんなすげーすげーってゆった。

　オレもすげーって思った。

　ゴキブリを叩いて殺せる女なんて、オレのお母さんぐらいしかおらんと思ってた。

　ミキがもっと聞くと、転校生が九州に住んどったとき、さっき殺したのよりもはるかにでけえゴキブリが毎日みたいに出てくるような家に住んどったことがあったらしい。

　それを聞いてみんなはますますびびった。

「ま、魔界だあ……羽瀬川様は本当に魔界からいらっしゃったんだあー！」

　カズヤがゆった。

　たしかにそんなこええとこは、魔界ってゆってもいいと思う。




　その日からとゆうもの、クラスのみんなの転校生……ちがう、もう転校生やなくて、羽瀬川小こ鳩ばとへの態度は全然違うようになった。

　足が速いことがわかったんで陸上部のヤマダが頑張って勧誘してたけど羽瀬川はずっと断ってた。

　七月にプールびらきがあって、羽瀬川がすげかった。

　陸でも速かったのに、水中やともっと速かった。

　うちの学校にプールができたんは去年なんでうちに水泳部はなかったけど、前からスイミングやってたスズモトが水泳部作りたいって羽は瀬せ川がわを超勧誘してて、でもスズモトの羽瀬川を見る目がやらしかったってゆうことでうちの女子がみんなで超守ってた。

　みんなの羽瀬川への呼び方もいつの間にか「羽瀬川様」から「小こ鳩ばと様」になってて、羽瀬川はいつの間にかうちのクラスのお姫様みたいな感じになってた。

　羽瀬川もそうゆうのが普通になってきてて、飯を食うときとか他の女子とかが来てもあんまし嫌な様子やなくなった。




　……でも羽瀬川はなんてゆうか、心の底からは打ち解けてなくて、誰だれかに誘われるまでは自分から仲間に入ってったりはしないんやった。

　あと、放課後ミキとかが遊びに誘っても用事があるってゆってすぐ帰る。

　帰るときの羽瀬川はいっつもどことなく楽しそうな様子で、オレとかミキとか他の奴やつらはけっこう複雑に思ってた。

　そんでそのことを夜よ空ぞらねーちんにゆったら、

「そいつには多分、学校ではないところにもっと大事な居場所があるのだろうな」

「おおー、なるほどー！」

　オレはすごい納得した。たしかにゆわれてみればそんな感じする。

　さすがは夜空ねーちん、すごい洞察力や。

「んでもなー、オレらもそいつともっと仲良くしてーのに、他のとこばっか行ってまうのってなんかややなー」

　オレがゆうと、夜空ねーちんはフッとクールに笑った。

　クールに笑う夜空ねーちんはマジでかっけー。

「子供じみた独占欲だな、それは」

「そんなんやねーし……」

「本当にそいつのことが好きなら、そいつがちゃんと自分の居場所を見つけられたことを素直に喜んでやるべきではないか？」

「なるほどなー」

　ちょっと寂しいけど、友達っつーのはそーゆーもんかもしれへんと思う。

「まあ、必ずしも自分が我慢すべきというわけではないがな」

「どゆこと？」

　わかんなくてオレが聞くと、

「寂しいと思うのなら、自分がそいつの一番になれるよう努力すればいいだろう」

　夜よ空ぞらねーちんがゆって、オレはハッとなった。

　そっか、羽は瀬せ川がわの一番のやつのことをただ羨うらやましく思うだけやなくて、オレたちが羽瀬川と一番仲良くできるように頑張ればええんか。

　やっぱ夜空ねーちんはすげー。

　オレはますます夜空ねーちんのことを尊敬した。

　そんでそのことをミキに話したら、

「その人もちょっとはいいことゆうやん」

　って、ちょっと悔しそうやったけど夜空ねーちんの言うことを認めた。

「もっと小こ鳩ばとちゃんと仲良くなれるよう頑張ろな、コータ」

「おう！」

　そうしてオレたちはもっと羽瀬川と仲良くなることを誓ちかった。





　　









　そんなこんなで夏休みになって夏休みが終わったあとで、ちょっと羽瀬川のことやないことで夜空ねーちんに相談したいことができてオレが古本屋に行ったら、夜空ねーちんの長かった髪の毛がすげー短くなっててオレはすげーびびった。

「うっお!?　夜空ねーちんどうしたんやその頭!?」

　自分の用事も忘れてオレは夜空ねーちんに聞いてた。

　夜空ねーちんはちょっと寂しそうに笑った。

　寂しそうに笑う夜空ねーちんは本当にクールなオトナのオンナって感じでかっけー。

　あと、髪短くなっても夜空ねーちんは綺き麗れいやった。

「……フ……ちょっとした気分転換だ……」

　夜空ねーちんはそうゆうけど、そんなわけなくてきっと深い理由があると思う。

「そんなことより、今日はどうした？　また転校生についての相談事か？」

「や、今日はそれとは違うことで夜空ねーちんに相談したいんやけど」

「ああ」

　オレはちょっと恥ずかしく思いながら、思い切って夜空ねーちんにゆった。

「れ、恋愛相談っつーやつなんやけど」

　オレがゆうと、夜空ねーちんはちょっと笑った。

「はは、光こう太たの口から恋愛なんて言葉が出るとはな。好きな人でもできたのか？」

「もー、そんなガキ扱いしんといてよ」

　からかう夜よ空ぞらねーちんにオレはもっと照れながら、夜空ねーちんに打ち明けた。




「なんか最近オレのカノジョがなー、エッチしよエッチしよって結構しつこくゆってくるんやけど、どうしたらいいんやろう？」




「ゲフォッ！　ゴフォッ！　ガフォッ!!」

　夜空ねーちんがいきなりすごい咳せき込んだ。

「うわっ!?　大丈夫か夜空ねーちん!?　もしかして風邪ひいとるんか!?」

　びっくりしてオレがゆった。

「い、いや、だ、大丈夫だ……」

「でも顔赤いで？」

「いや、気にするな。それより、光太、お前……か、彼女がいたのか？」

「あれ？　ゆってへんかったっけ」

「……初耳だ」

　夜空ねーちんはまだ顔が赤かった。心配やなあ……。

「……そうか……中二で彼女が……」

「え？　そんくらい普通やろ？」

　オレの友達でもシンヤはカミヤと付き合っとるし、マサシはマヤカと付き合っとる。あとタケオはこないだ、他のクラスに彼女おるのに小こ鳩ばと様にラブレター出そうとしとったでみんなにボコられて彼女にフられた。

　あ、オレのカノジョはミキで、中一の真ん中へんぐらいから付き合い始めた。やからちょうど一年ぐらいになる。

「そ、そうだな、も、もちろん普通だ。常識だな」

　夜空ねーちんはちょっと頷うなずきながらゆった。

「やよなー。普通やよな。夜空ねーちんも彼氏おるんやろ？」

　こんな美人なのに彼氏がおらんわけねーとオレは思ったけど、夜空ねーちんは意外にも首を振って、

「い、今はいないな……。ま、まあ、私は小学一年生の頃には既に恋人がいたが！」

「おおー！　さすが夜空ねーちんは進んどるげー！」

　きっと何人ものオトコと付き合って別れたりしてきたんやと思う。オレなんかミキとしか付き合ったことないのに。

「ほんでさー、オレのカノジョの話なんやけど──」

　オレは夜よ空ぞらねーちんにミキとのことを相談した。

　夏休みはミキと色んなとこに行ったりして楽しかったんやけど、夏休みが終わったぐらいからだんだんミキが機嫌悪くなってった。

　なんでかってゆうと、ミキの友達の何人かが夏休みにエッチしたのに、オレとミキはまだしてないからやってゆう。

　オレはそうゆうんは誰だれかと競争するもんやないし、お互いもっとオトナになってからやと思っとるけど、ミキはけっこう強引なとこあって、告白されたときもそうやったけど、けっこうぐいぐい押してくる。

　こないだミキの家に行ったときなんか、裸になってオッパイをさわらしてきた。あんときはやばかった。ミキのオッパイはけっこう大きくて、ミキはもう子供やないんかもしれんって思った。

　それに比べてオレはちん毛が生えたのがけっこう遅くって、シンヤとかタケオはもうちん毛がすげえボーボーなのに、オレのちん毛はまだけっこう薄い。

　まだちん毛も揃そろってねーってことは、まだオレはガキってことなんやろう。エッチするんはちゃんとオトナになってからやないといかんってオレは思う。

　そんなようなことを、オレは夜空ねーちんにゆった。

　ちん毛のこととかはミキにもゆってへんけど、夜空ねーちんなら素直に相談できる。

　夜空ねーちんはやっぱり風邪ひいとるのかまだ顔が赤かった。

「……チュウならいっぱいしとるんやけどなー。チュウだけやいかんのかなー……」

「チュ、チュウ……！」

「あ、ほんでどう思う？　夜空ねーちん」

「そ、そうだな……」

　夜空ねーちんは目を閉じて真剣な顔になった。

　オレみたいなガキのしょうもない悩みもちゃんと真剣に考えてくれる夜空ねーちんはやっぱすげーオトナやと思う。

「……まず、光こう太たの言う通りそういうことは誰だれかと競争するものではない。焦っても仕方がないことだ。大切なのはそう……お互いを思いやる心なのだ」

　夜空ねーちんは目を閉じたまま静かな様子でゆった。

「そうやよなー！」

「……だが、お前は彼女が押してくるのを、逃げているだけではいけない。逃げるだけでは何も解決しないのだ……」

「で、でも……そしたらオレはどうしたらいいんや？」

「まずは自分の気持ちをしっかり言葉にして相手に伝えることだ……。お前がどれだけ彼女のことを大事にしたいと思っているか、恥ずかしがらずにな。勇気を出せ、光こう太た」

「夜よ空ぞらねーちん……！」

　オレはけっこう感動した。

　やっぱ夜空ねーちんは頼りになる。

　夜空ねーちんの調子が悪そうやったで、あんまし長居せずにオレは夜空ねーちんにお礼をゆって帰った。

　そうして次の日に、ミキにそのことをゆった。そうするとミキは怒った。

「また夜空ねーちん夜空ねーちんって！　コータはほんとに夜空ねーちんのゆうことばっかきくんやね！」

「はあ？　んなことねーし」

「てゆうかその人、やっぱ絶対どっかからパクってきてゆっとるだけやって！　たしかまったくおんなじ話『金きん髪ぱつ先せん生せい』でやっとったもん！」

「金髪先生もゆっとるならやっぱ正しいんやんか。さっすが夜空ねーちんやなあ」

　オレがますます感心すると、ミキはますますぷりぷり怒って、それからちょっと泣きそうなぐらいになった。















「コータは夜よ空ぞらねーちんとあたし、どっちが大事やの!?」

「そんなんミキに決まっとるげ」

　ミキが怒鳴って意味のわからんことをゆってきたので、オレはなんにも迷わずにそうゆった。当たり前やんそんなん。

　そうすると、ミキはとても喜んだ様子になった。

「コータ！　やっぱあたしコータのこと超好き！」

「？　おう。オレもミキのこと超好きやで」

　そうゆってミキとオレはチュウをした。

　それから二人でよく話して、エッチはとりあえずオレのちん毛がボーボーになるまではせんことになった。

　やっぱ夜空ねーちんに相談してよかったわってオレは思った。





　　









　そうして二ヶ月ぐらいが経たった。

　今日は聖せいクロニカ学園中等部の文化祭で、オレら２年２組は小こ鳩ばと様が主役の映画、その名も『小こ鳩ばと姫ひめ』を作った。

　仲良くなんなら一緒になんかこうゆうでっかい活動をするんがいいやろうって夜空ねーちんがアドバイスしてくれて、やからオレはこの企画を提案した。

　小鳩様は最初は嫌がって逃げてまったけど、映画撮影に戻ってきてくれて、オレらはけっこう感動した。

　そんでオレらは超頑張って、超いい映画を作った。

　今、オレらの映画の第一回上映が終わった。

　２年の小鳩様ファンが詰めかけたせいで最初からお客さんはほぼ満員で、視聴覚準備室の小窓からこっそり反応を見てたら、みんな小鳩様に魅了されてるみたいやった。

「お疲れ様っした小鳩様！」

　タケオがゆって、小鳩様はちょっと照れた感じで「……ん」って頷うなずいた。

　タケオだけやなくて第一回上映チームのみんなが小鳩様の周りに集まってきて、小鳩様はちょっと暑苦しそうな様子で立ち上がって、準備室から出た。

　オレらも小鳩様と一緒に外へ出る。

　そうすると、

「こっばっとっちゅわぁん!!」

　いきなりすっげえオッパイ大きくて金髪の姉ちゃんが走ってきた。

　そのオッパイにオレらはびびって、思わず道を空けてまった。オッパイの姉ちゃんは小こ鳩ばと様に抱きついて小鳩様に顔をこすりつけてクンカクンカスーハースーハーした。

「がううう……放せあほたれー！　なんであんだがおるんじゃあ！」

　小鳩様はオッパイの人から逃れようとメッチャ暴れて、そんで泣きそうな顔して、オッパイが走ってきた方におった高校生の方を見て、

「あんちゃんもこんといてってゆったやあん！」

　あんちゃんってことは、あの人が小鳩様の兄ちゃんなんか。

　小鳩様が毎日放課後すぐに行っとるのは兄ちゃんのとこやとは聞いとった。

　そんで、兄ちゃんって一体どんな人なんやろうってみんないっつも噂うわさしとった。

　見た感じ小鳩様とはあんま似とらん、顔はけっこうこええ感じの人やった。

　でも小鳩様があんな信頼しとって、しかも小鳩様の弁当ってメッチャ美う味まそうで、あんなん毎朝作っとる凄すごい人が悪い人なわけねーと思う。

　ミキが興味津々な様子で小鳩様の兄ちゃんに向かってく。あいつはほんとに物もの怖おじしいへんなあ。

　小鳩様の兄ちゃんの近くにはシスター服を着た銀髪の子供と、執事みたいな服着たメッチャ可愛かわいいお姉さんと、うちの高等部の制服着たかなり可愛いお姉さんがおって、そんでもう一人、兄ちゃんの後ろに隠れるみたいに制服姿の夜よ空ぞらねーちんがおって、オレはめっちゃびっくりした。

　もしかして夜空ねーちん、小鳩様の兄ちゃんと一緒に来たんかな？

　夜空ねーちんの制服姿は初めて見たけどすげー似合ってた。

　オレが夜空ねーちんに向かって手を振ると、夜空ねーちんはなんでか知らんけど慌あわてたみたいな様子になって、プイッとあっちの方へ行ってまった。

　前にオレが制服着とるとこ見してって頼んだときに嫌やってゆってたから、オレに見られたんが嫌やったんかもしれん。

「小鳩ちゃーん！　お兄さん小鳩ちゃんの映画超よかったってー！」

　兄ちゃんと話してたミキがこっちを振り向いて大声でゆうと、小鳩様はめっちゃ顔赤くして俯うつむいた。

　そんな小鳩様の姿にタケオとかカズヒコとかタクヤとかが「うおおおおおお生きててよかったあああああ！」って感激して泣いとった。

　それから兄ちゃんがオッパイの人を呼んで（星せ奈なってゆう名前らしい）、やっと解放された小こ鳩ばと様は「あほー!!」ってオッパイの人に叫んで視聴覚準備室に戻ってった。

　そのあともミキがちょっと兄ちゃんとなんか喋しやべって、兄ちゃんたちは歩いてく。

　兄ちゃんの服の裾すそんとこを、シスター服の子供がずっと摑つかんどった。

　その後ろ姿を、小鳩様は部屋から顔だけ出してずっと見とった。

　それから小鳩様は、なんかずっとソワソワした様子やった。

　そんで小鳩様は今日最後の上映が終わるまでオレらとおったあと、

「ククク……大いなる宿命が我を呼んでおるわ……」

　ってゆって、オレらが止めるのも聞かずに行ってまった。

　多分やけど、兄ちゃんらのところに行ったんやと思う。




　オレらの映画は大成功で、後夜祭のときに今回の文化祭の最優秀賞に選ばれて表彰されたけど、そんときに小鳩様はおらんかった。後夜祭は自由参加やけど、オレらのクラスでおらへんのは小鳩様だけやった。

　オレらのクラスはみんなしておめでとうおめでとうってゆって喜んだけど、誰だれもあんまし本気では盛り上がっとらんかった。

　オレらは最優秀賞なんかより、小鳩様に選ばれたかったんやって思う。

　でもまだ、オレらの戦いが終わったわけやないって思う。

　今回オレらは、小鳩様に本当に心を開いてもらうために、やれるだけのことをやった。

　でも結局、兄ちゃんやあのオッパイの人達のいる場所には勝てんかった。

　きっと夜よ空ぞらねーちんやったら、負けてからが本当の勝負やってゆうと思う。

　どうしようもない手て強ごわいもんと全力で戦って負けて、そうゆう悔しいのとか悲しいのとかを乗り越えるのをなんべんもなんべんも繰り返して、そうやってオレらはオトナになっていくんやと思う。

「あれ？　コータがなんかいつもよりかっこよく見える。いつもかっこいいけど……」

　ミキがオレにゆってきた。

「そりゃあきっと、一つオトナになったからやな……」

　ってオレはゆって、

「あ、そうやミキ」

「なに？」




「オレ、ちん毛ボーボーになったで」





ブレス







「あはははははははははははは!!」

　八月半ばのある日の夜のこと。

　私立聖せいクロニカ学園からほど近い場所に建つシスター宿舎の浴場に、いつものように幼い少女のけたたましい笑い声が響き渡った。

「うるさいぞーマリア。近所迷惑だろー」

　声を聞きつけたわたしが仕方なく浴場の扉を開いて叱しかりつけると、

「うるせーババア！　あはははは！」

　騒いでいた幼女──高たか山やまマリアは例によって、わたしの言葉に大人しく従うどころか罵声を返してきた。

　どうやら今日もマリアは、浮き輪をお湯の中に沈めてそれが浮力で勢いよく水面に飛び出してくるのを楽しむ遊び（？）に熱中しているらしい。

　白いスクール水着を着ており、まるで白と銀の光を纏まとう天使か妖精のようだ可愛かわいいなマリア可愛いよ。

「ちゅーか、風呂場に浮き輪持ち込むなっつってるだろ馬鹿……」

　言っても無駄とは知りつつも、わたしはため息混じりに言った。

　マリアは最近お風呂に入るときこんな風に、水着を着て浮き輪で遊んでいる。

　今週末、顧問を務めている部活の子達と海へ合宿に行くらしく、それ以来ずっとこんなテンションだ。

　奮発して新しい浮き輪なんて買ってやるんじゃなかったかなと、少し後悔している。

『隣りん人じん部ぶ』という部活の顧問になってから、マリアは毎日楽しそうだ。

「なんでマリアが顧問に？　（人選的な意味でと、顧問って部外者でもなれるの？　というシステム的な意味で）」と激しく疑問ではあるものの、わたしの疑問なんてどうでもいいことだ。

　夕食の時も部活の話ばかりで、今日は夜よ空ぞらがどうしたとかお兄ちゃんがどうしたとかうんこ吸血鬼がどうしたとか本当に楽しそうに話す。うんこ吸血鬼て。

　一体どんな部活なのかマリアの話からはいまいち要領を得ないので、保護者として一度様子を見に行くべきだと思ってはいるのだが、未いまだに足を運べないでいた。

　いきなり現れた他人があっさりマリアに笑顔を取り戻した──。

　そんな現実を目の当たりにすることが、怖いのかもしれない。

　でも、わたしに嫉妬する権利なんてないことも理解している。だからせいぜい、憎まれ役を買ってやる。

「ほらマリア。さっさと浮き輪こっちによこせ」

「やだ！　あっち行けババア！」

　言うが早いか、マリアはシャワーの水圧を全開にしてこちらに向けてきた。

「冷たっ!?　って馬鹿！　服が濡ぬれるだろクソガキ！」

　怒鳴るわたしに、「あはは濡れるのが嫌なら早くどっか行くのだうんこババア！」と愉快そうに笑うマリア。

　……こっちが服を着ているから近づけないと思って調子こいてるらしい。こんにゃろー。

「どっかいけー♪　うんこばばーどっかいけー♪」

　なめんなよコノヤロー！

　変な節を付けて可愛かわいく歌うマリアのシャワー攻撃を仁王立ちで受けながら、わたしは着ていたシスター服をその場で勢いよく脱ぎ捨て下着も全部取っ払い素っ裸になり、浴場へ突入する。















「ギャ──ッ!?」

　可愛かわいい悲鳴を上げて逃げようとするマリアだが、逃げ場はない。

「覚悟しろよーマリア。せっかくだから今日はお前の髪の一本一本から足の爪の裏まで全身くまなく綺き麗れいにしてやる。まずはその水着をひん剝むく！」

「ギャ──ッ!!」





　　









　ギャーギャーわめきながら抵抗するマリアをわたしもギャーギャー言いながら洗っていると、「クソガキどもギャーギャーうっさいよ！」とババア（六十過ぎの老婆で、学園に派遣されているシスターの中で一番偉い人。とても怖いババア）が風呂場に怒鳴り込んできて、わたしとマリアは並んで首から『わたしはさわいでしまいました』と書かれたプラカードをぶら下げて正座させられた。

「ごめんなさいでした……」

　久しぶりにマリアと裸の付き合いができてテンション上がっちゃうなんて、わたしもまだまだ未熟だ。

　わたしの隣で正座しながら、マリアは船を漕こいでいる。幸せそうな顔で「うぇへへ……お兄ちゃん……」なんて寝言を言いながら。

　その寝言に、胸がちくりと痛む。

『マザー・ケイト』なんて呼ばれてたまに生徒の人生相談に乗ったりもするけれど、自分は所詮子供なんだなと痛感する。

　なんたってわたしはまだ、恋すらしたことがないのだから。

　お兄ちゃん──たしか名前は羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかと言うらしい──、一体どんな人なんだろうなと、わたしはふと思った。

　……それはそうと、足が痺しびれて痛い。

　こっそり足を崩して…………ぶっ……おっと、屁へが出た。

　わたしの隣で、マリアが「ぅぅ……」と苦しそうに顔をしかめた。





クオリア／もう一つの動き出した時間







　発明王トマス・エジソンと、彼と並び称される天才科学者ニコラ・テスラ。

　二人の天才の言葉に、『99％の努力を意味のあるものにするのは、１％の閃ひらめきである。逆に言えば、１％の閃きがなければいかなる努力も無意味なものになる』というような主旨の名言がある。

　さすがエジソンはよくわかってんな。

　どういうわけだか小学校低学年の道徳（よく考えてみれば道徳だと？　天才科学者二人がその偉大な道程の末に辿たどり着いた境地を小学校低学年の道徳の授業で教えるとは、この国の教育はいくらなんでも進歩的すぎるのではないか。日本の教育まじぱねえ。ところで道徳ってなんだよ）の授業にて、かの偉人の言葉（そのときに国語の教師が言った言葉を正確に思い出すと『発明とは99％の努力と１％の才能』というもので、それだと受け手によって細かなニュアンスが微妙に違ってしまう可能性があるのではないかと思ったものだが、まあいい。たまたま同じ空間を共有する関係になった他人が誤解や誤読や曲解しようが知ったことか。伝わるべき人間、すなわちこの僕にさえ正確に伝わればそれでいい）を教わったとき、僕はそんな風に思った。

　帰ったあとに調べたところ、エジソンの本来の言葉は『才能』ではなく『閃き』だったことを知るのだが、たしかに『閃き』と『才能』は本質的に同一と言っていい。

　閃きとは論理の跳躍だ。才能とは論理の跳躍だ。天才とは論理を跳躍する者だ。

「■■は●●だから▲▲で、よって■■は＊＊である」といった、ほとんどの人間がほとんど常に意識的にせよ無意識にせよ行っている論理の過程をすっ飛ばして一足飛びに答えへと辿り着く。「だから」も「よって」もなく、最初から「■■は＊＊だ」に辿り着くのだ（便利なことばかりではなく、特に他者へ説明する必要があるときこの性質は面倒だ。自分でもどうしてそうなるのか理解できないのだから。なぜ他人がわからないのかがわからない上になぜ自分がわかるのかもわからない命題を筋道立てて言語化するなど、面倒にもほどがあるというものだ。この面倒な言語化作業が必要なければ、世界は天才達の手によって何百倍も速く進歩するだろうと僕は思っている）。

　論理を跳躍し、常人には到達し得ない答えへと辿り着く能力、それが才能である。人間は多かれ少なかれ何らかの才能を持っているものだが、才能しかない者、閃くことしかできない者──それが『天才』なのだと僕は思う。

　余談だが論理展開のスピードを極限まで高めることで跳躍に限りなく近いレベルに辿り着ける者もごく稀まれにいる（のちに僕と知り合うことになる柏かしわ崎ざき星せ奈ながこのタイプだ。圧倒的なハイスペックによるパワープレイ。だからひとたび踏み出せばどこまでも突き進んでしまうし突き進んでいけてしまう。それが間違った道であっても。なまじ勢いがあるぶん軌道修正も困難だ）。そんな人間のことを僕は勝手に『超人』と呼んでいる。超人と天才の違いは天才でない者にはわからない。超人にはわからない。その理解に至る道は断絶しているため、跳躍することでしか辿たどり着けないのだ。天才と超人、どちらが優れているとかではない。両者は本質的に別のものだ。天才にしか辿り着けない境地はあれど、ワープしかできず地面を真まっ直すぐ走れない自動車など欠陥品でしかない。欠陥品でしかないが、便利ではあるから劣っているとも言えない。ただ少なくとも車としては欠陥品であるというだけだ。天才と超人について考えるといつもウロボロスになる。ああエロい。

　ところで×だ。かけ算のかける。バツもエックス（ただし大文字に限る）も非常に美しくて好ましいのだが、ここでは「かける」だ。

「１×１００」とは「＋１」を百回繰り返すのとイコールではない。「＋１」を百回繰り返せば「１×１００」と同じ数結字果には至るのだとしても両者は本質的に別物だ。たとえそれが、傍はた目めからは区別がつかないほどの僅差であったとしても。百程度なら演算速度スピードで誤ご魔ま化かせるだろう。ならばそれが千なら、万なら、億なら、兆なら、不可思議なら。不可思議を跳躍する×には共感を覚える。×とは閃ひらめきである。だから僕は×が好きだ。跳躍の記号が「駆かける」「欠かける」「懸かける」とはなんとも皮肉な感じでそこも好きだ。日本語は面白い。×について考えると意識がつい翔かける。翔る、空を走る、しかしそれは跳躍ワープではない。お気に入りのロボットアニメに『人類が宇宙に進出したことで不思議な能力に覚醒した人間』という概念が出てくるのだが、あれはとても理に適かなっていると思う。重力からの解放。飛行でも飛ひ翔しようでもない。浮遊だ。浮遊からの跳躍。ああなんてユニバースだ。ユニバース！　ユニバースもいい言葉だ。月と蝶ちように抗あらがう者の雄お叫たけびはユニバースだと相場が決まっている。ユニバースは声に出して読みたい日本語だと思う。

　お気に入りの『第二次ウルトラメカ大戦α（通称ウルメカニルファ）』の同人誌の、オヴァ弐号機×ＺＺツインゼツトの濡ぬれ場ばシーンを読みながら、僕の脳は並列してそんなことを考えていた。

　ロボットは好きだ。わかりやすい。

　僕は論理的思考が壊滅的に苦手だから、常人の論理は複雑怪奇で個人差が激しくて難解すぎる。数式で書けない論理をどうして人々はこともなげに操ってのうのうと生きていられるんだろう。気持ち悪くないんだろうか。ロボットなら大丈夫、僕でもわかる程度の論理で動いている。

　はやく宇宙に進出しねえかな、人類。

　全ての人類の論理が重力から解放されればきっと、僕も普通になって、この孤独も埋まるのだろう。





　　









　僕──志し熊ぐま理り科かはごく普通の家庭に生まれ育った。

　凡ぼん庸ような母親、凡庸な父親。

　幼少期はその天才性を遺い憾かんなく発揮し、家族に不気味に思われ「可愛かわいくない子」と言われて嫌われた。

　家族に嫌われたくなかったのでいつもニコニコ笑い、家のお手伝いを積極的にする、たとえば父がお風呂に入りたいと言うちょうど十五分前にお風呂掃除をして湯を張るような完璧な「いい子」になってみせたところ、今度は「ロボットみたいで気味が悪い」「心の中を覗のぞかれているようで気味が悪い」「可愛くない子」と言われてまた嫌われた。

　心の中を覗いてなどいるわけがないのに。生まれたときから一緒に暮らしている人の行動パターンくらいはさすがに推測できる。

　天才には、常人に理解できる範囲でのエキセントリックなキャラクター性も必要とされるのだとそのとき理解した。

　完全に理解の範はん疇ちゆうを逸脱すると駄目なのだ。

「この子は天才なんだから、変わっていても仕方ないのだ」と常人が納得できるレベルの適度な変人性こそが肝要で、その適正値を割り出すのは僕が正真正銘の天才であるがゆえに非常に難しいことだった。僕はバランス感覚が少ない。

　あまり自信はないが多分、『モチョポリンのプッチュラッビスがデリュキュガベイレポュだから、学校に行きたくない』はアウト。

『0110100010000111001101100100101010010101010だから学校に行きたくない』もアウト。

『太陽が青いから学校に行きたくない』はややセーフ、時と場合と人によりアウト。

『40時間くらい寝ないで研究に没頭していたので学校に行きたくない』なら、多分セーフじゃないだろうか……確信はないが。

　この四つに本質的な違いなど何もないのだが、難しいものだ。

　小学校はまだ動物園みたいだからなんとかなったけど、中学に上がると他の子供の感覚は格段に複雑怪奇になった。諦あきらめて理解を放棄した。

　友達がいなかったから放課後はいつも暇で、その時間を発明に費やした。小学生のときうっかり地面に落として壊してしまった携帯ゲーム機を修理したのをきっかけにちょくちょく機械をいじるようになり、いつの間にか発明が趣味になっていた。

　中学生の♀という記号も手伝ってか発明はお金になった。それで稼いだお金で発明のための設備を増強し、さらに大がかりなもの、より大きなお金になるものを作った。作り出したものだけで評価されるようになり、♀中学生という記号にはすぐに意味がなくなった。

　学校には次第に行かなくなった。両親はもう何も言わなくなった。会話もなくなった。いま思えば、両親からのクリスマスプレゼントだった携帯ゲーム機が壊れてしまったのが悲しくて自力で直したのが、家族との決定的な断絶の始まりだったのかもしれない。それに気づいてしまったとき、僕は少し泣いた。両親が欲しかったのはきっと可愛かわいいポケットクリーチャー集めに夢中になるような無邪気で可愛い普通の子供で、ポケクリの世界を構築している法則プログラムになど興味を持ってはいけなかったのだ。

　大人の社会で力を認められるというのはそれなりに気持ちのいいものだったが、それにもやがて慣れてしまい、発明は自己実現ではなくただの仕事になった。

　学校にも行かず発明に費やす時間も減ったので、暇つぶしに何か趣味でも持とうかと思って漫画やアニメや小説に手を出した。漫画に出てきたマッドサイエンティストの真ま似ねをして、常に白衣を着るようになったのはこの頃だ。科学者キャラというこの上なく安あん易いな記号付けだが、単純にファッションとして気に入っている。特に僕のやせっぽちな体型がわかりにくくなるのがいい。

　フィクションの登場人物の論理は、現実の人間の論理よりはるかにわかりやすい。作中にどれだけ大勢の人物が出てこようが、一人の作者によって作られた人物に過ぎないのだから理解するのは実質一人分でいいし。♂と♀の恋だろうがボーイズラブだろうが百ゆ合りだろうが、本質的には一人芝居だ。だったら格かつ好こいいロボットや見目麗しい美少年がいっぱい出てくるほうが目の保養になっていいに決まっている。僕がとりわけボーイズラブを好むのはそういう理由だ。

　天才発明♀志し熊ぐま理り科かの噂うわさを聞きつけて柏かしわ崎ざき天馬ぺがさす氏が訪ねてきたのは、中学三年の秋くらいだった。

　かっこいいオジサマだった。ＢＬ的には受けだと思うハァハァ……。ちょっとワルそうな同世代のオジサマに強引に迫られるシチュキボンヌ！

「じゅるり……！」

「どうかしたのかね？」

　久々に見た極上のナマモノにうっかり思わず舌なめずりをしてしまったところ、怪け訝げんな顔をされた。やっべ。

「なんでもありません」

　淡々と言って誤ご魔ま化かす。

「そうか」と柏かしわ崎ざき氏は話を先に進める。

　彼の用件とは、彼が理事長を務めている学校への入学の誘いだった。

　高校に行く気がなかったので近隣の高校についての知識もほとんどなかったのだが、家から徒歩で行けるくらいの近場だし名前が印象的だったので覚えていた。

　私立聖せいクロニカ学園。

　百年以上の歴史を誇るカトリック系のミッションスクール。いかにもお堅そうな名門校で、行く気なんて微み塵じんも起きない。かといってせっかく訪ねてきた格かつ好こいいオジサマを無下に追い返すのも惜しい。ちょっと悪戯いたずら心を出してみる。

「授業に出るのは気が向いたときだけで、それから校内に私専用の部屋を用意してくれるのなら考えてもいいですよ」

　前者はともかく、一生徒に専用の部屋をあてがえなどという無む茶ちやな要求、通るわけがない。ちょっと困らせてその反応を楽しみたかっただけだ。

「部屋？」

「私はこう見えてもプロとして仕事を受けている発明家ですので、いつでも仕事に取りかかれる環境でないと困るのです」

「ふむ……」

　彼はしばし真剣な顔で考えたあと、

「いいだろう。用意しよう」

「え!?」

　思わず驚きをあらわにしてしまった僕に、彼は少し愉快そうな顔をした。

「……本気ですか？」

「勿もち論ろんだとも」

　彼がその場しのぎで言っているわけではないことは、見ればわかった。

「……どうしてそこまでして私を？」

　論理で解答を導くには明らかに材料が不足していたので、素直に訊たずねてみた。

　すると彼は意外にも、精せい悍かんな顔に茶ちや目めっ気けのある微笑を浮かべて答える。なにこのオッサン超萌もゆるんですけど！

「私は学園を面白くしたいのだよ」

「面白く、ですか」

「そうだ」

「……ふむ」

　たしかに面白いことは大事だ。とても大事で……とても難しい。




「私が学園に入ることで、学園は面白くなりますか。僕は面白く過ごせますか？」




「それは君次第だろうな」

　僕の迂う闊かつな──認めたくはないがそれなりに切せつ羽ぱ詰つまった──愚かな質問に、柏かしわ崎ざき氏は淡々と、しかし誠意をもって答えてくれた。

　僕次第。

　そりゃそうだ。多分無理だろうと思う。無理だ。上う手まくやれる気がしない。けれどこの柏崎天馬ぺがさすという人のことは面白いと思った。

　どうせ暇を持てあましていたところだ。

　駄目元で彼の誘いに乗ってみるのも悪くない。

　暇つぶしの場所は一つでも多いほうがいい。

　結果なんて見えているけど、無む茶ちやな要求もあっさり飲んでくれたこの面白いオジサマへの義理立てくらいはしてあげよう。

　こうして僕は私立聖せいクロニカ学園への入学を決めた。





　　









　つまんない。

　七月初旬。

　柏崎天馬氏の誘いに乗り聖クロニカ学園に入学して約三ヶ月、僕はすっかり理り科か室の住人と化していた。

　クラスには籍を置いているだけで一度も行っていない。厳密には、登校初日の朝に一度だけ教室に足を踏み入れたことはあったのだが、賑にぎわう教室に入った瞬間に気持ちが悪くなって「あ、クラス間違えたわー」みたいなふうを装って即座に回れ左。ただでさえ人が多い場所は情報量が多すぎて苦手なのだ。入学一日目の一年生の教室は様々な感情が渦を巻いていてとても耐えられなかった。

　これでも一応クラスメートの印象をなるべく良くしたいという意思はあって、だから眼鏡を掛けなかった。それが逆に失敗だった。やはり日常生活に眼鏡は不可欠だ。

　眼鏡を掛けていないと、見えすぎるのだ。

　偏光レンズを応用した視界が悪くなる眼鏡を鞄かばんから取り出して装着。落ち着く。

　そのまま柏かしわ崎ざき氏が約束どおり用意してくれた僕専用の部屋──その名も『理り科か室』に駆かけ込んだ。

　以来ずっと、朝生徒たちの登校時間が過ぎて人通りが途絶えた頃を見計らって登校し、理科室で一人で時間を過ごしている。

　学校の中に自分だけの秘密基地があるというのはなかなか新鮮で楽しかった。が、すぐに飽きた。

　パソコンや水すい槽そうやゲーム機やその他様々な機材を持ち込んで、部屋を色々カスタムするのは楽しかった。が、すぐに飽きた。

　今僕が学校に来ているのは、「せっかくだから」という消極的な理由だった。

　これまでがそうだったように、なんとなく学校に行かなくなるまで、なんとなく行くのだろう。これからもなんとなく生くのだろう。ああつまらない。そろそろ暑くなってきた。僕が学校に行かなくなる日も近いだろう。世界とか滅べばいいのにな。

　思考がついダウナーなほうへダウナーなほうへ落ちていく。なんかもうどうでもいいや。死んじゃいたい。

　……ああ、駄目だ駄目だ。なにが世界滅べとか死んじゃいたいだ、厨ちゆう二に病か僕は。

　何か愉快なことでも考えよう。

　そういえば最近校内の掲示板に妙なポスターを見かけたんだぜウヒョゥ～！

『隣りん人じん部ぶ』という聞いたことのない部活で、明らかに人並み程度に画力のある人間がわざと下手くそに見せかけて描いたと思われる変てこな絵が描かれていたんだヒャッフォォウ！　部活勧誘のポスターをあえて変な風に描いた理由まではさすがの僕にもわからないんだぜワァオ！

　斜め読みで『ともだち募集』とも書いてあったんだＹＯＯＯＯＯ!!

　変なポスターで募集したくらいで友達ができるなら誰だれも苦労はしねえよ馬鹿が。せめて自分の顔写真くらいうｐしとけよｊｋ常識的に考えて、ｋクｓソｇが。

　ますます苛いら々いらした。

　こんなときは同人誌でも読みながら実験でもしよう。

　今理科室で作っているのは即効性の睡眠薬だ。特にどこかからオファーがあったわけでもない、暇つぶしで作っている作品。誰かに求められたわけでもなく、意味も価値も目的もなく己の欲望の赴おもむくままに創造する、それがマッドサイエンティストというものだ。別に僕、マッドサイエンティストじゃないけど。

　睡眠薬なんて作ってどうするのかと言えば、いずれはどこかの企業にでも売りつけることになるだろうが、今のところは自分用だ。今みたいに気持ちがささくれ立って仕方ないときなどに便利だろう。人生なんて暇つぶしだ。寝て過ごしても変わらない。あれ、だったら別に死んじゃってもいいんじゃない？

　お気に入りの同人誌を四冊同時に読みつつパソコンでＢＬゲームを三本立ち上げて同時にやりながら薬品を調合する。めんどくさいので眼鏡も掛けたままだ。

　どこか投げやりな気持ちで、まるでヤケになったように（自分のことなのに〝ように〟とは変な表現だが、自分でも自分の行動の理由がよくわからないのだ）ビーカーに薬品をぶち込んでいく。ぼやけた視界の中でビーカーの中の液体が形容しがたい色に濁にごりジャスティスガムダンとムラクモライガーがセックスをしてグリリバボイスのイケメンがモニター越しに甘い言葉を囁ささやく。

　しかしさすがに横着が過ぎたらしい。

　幾重にも並列して思考するのは問題ないのだが、肉体が脳についていけるかどうかは別だった。しかも自慢じゃないが僕の肉体は見た目通りけっこうな低スペックだ。当然のように処理能力が追いつかず指が滑った。手が滑った。腕がもつれた。足がもつれた。

　肉体が僕の脳にやばいやばいやばいやばいやばいついてこれないんだやばいやばいやばいやばいやばいやばいやばい！

　初代ガムダンの主人公の台詞せりふをパロった自じ虐ぎやくギャグと純粋な焦燥が並行して同時に浮かんだときには後の祭り。

　あーもう死んじゃってもいいかなやつぱり死ぬのは嫌だな。こわい。。

　まあ多分間違えても命の危険はない筈はずなのだが。だったらべつにいいや。いやよくねえよ。意識を失ってるときに誰だれか来たらどうする。エロ漫画みたいに無抵抗のままパンツ脱がされてレイプされちゃうかな？　それはないか。僕は可愛かわいくないし。偏食だからか発育も悪いし、ほとんど外に出ないから顔色も悪い。性犯罪者になるリスクを冒してまでレイプするほどの価値は僕の貧相な身体にはないだろう。一滴垂らすだけの筈だった薬品が、やってはいけない勢いでフラスコからビーカーへと注そそがれる。あはは。なんとなくざまあみろ。眠っている間に世界が滅びますようにと凶暴な思考。




　ぼんっ！




　爆発。鮮やかで美しいケミカル色の煙が勢いよく発生し僕の呼吸器官へと到達。我ながらつまらないミスをしたものだ。ほぼ自業自得。ともだち募集か。ぼんやりした視界に「俺おれはお前に会うために生まれてきたんだ！」と開いていた同人誌の台詞が飛び込んでくる。そんな運命的な出で逢あいには憧れる。運命か。運命なんて信じないけどオカルトは好きだ。エジソンもニコラ・テスラも晩年はオカルトに傾倒したという。しかしこれは僕が彼らと同じ天才だからではない。単に乙女だからだ。しかしさすが天才である僕の作り上げた薬だ。この僕でさえ文庫本にしてたった七行程度の思考しかできないほどの一瞬で意識が飛





　　









　気づいたときは保健室のベッドの上だった。

　壁にかかっている時計を見ると、二時間ほど過ぎていた。

「オウフ……コポォ……」

　意識を失っている間に誰だれかがやってきて親切にも僕を運んでくれたのだろう。「その人物が理り科か室に入ってきたのは爆発した直後だ」という答えが先に浮かんで、「理科室に用事がある人物なんていないから」という理由があとに浮かぶ。たまたま廊下を歩いていたら爆発音が聞こえたので部屋に入ったところ僕が倒れていたのを見つけて保健室に運んでくれたのだろう。生徒は授業中だから、授業のなかった教師かシスターか校務員か。

　わざわざ保健室に運ぶくらいだからレイプされてはないだろう。

　まあ念のため処女膜を確認しとくか。

「目が覚めた？　──って、あなたなんでパンツ脱いでるの？」

　いきなりカーテンを開けて入ってきた養護教諭の♀が驚いた顔をした。

「せっかくベッドがあるのでオナニーでもしようかと思いまして」

　動揺を隠して脱ぎかけたパンツとスカートを直しながら答える。

「オ……!?　……あ、相変わらず変わってるわね……」

「理科は天才ですから」

　眉をひそめて嘆息する彼女に、テンション低めに答える。

　相手によってキャラを変えることにしている僕は、彼女の前では常にダウナー気味の言動をとっている。このローテンションが一番楽なのだ。保健室に来るような状況では、楽なノリのほうがいいだろうという判断。楽なだけで楽しくはない。

　彼女とは何度か絆ばん創そう膏こうやサプリメントをもらいに来たことがあって顔見知りだ。僕の事情も理事長から聞いているらしいので、あまり気負わず話せる。この学校で僕がほぼ唯一会話することがあるのがこの人だった。〝変わってる〟僕に対してあまり好意を持ってはいないようなので、会話するというだけでべつに親しくはないのだが。

「ところで誰が理科を運んでくれたんですか？」

「二年生の男子生徒よ」

「……へえ」

　推測が外れた。やはり僕は論理が苦手らしい。

「名前は言わずに出て行っちゃったけどね」

「なにか特徴はないんですか？」

「……あるわ」

　あまり愉快ではなさそうな顔で彼女は答えた。

「？」

「中肉中背で……目つきが悪くて、髪の毛を金色に染めてたわ。多分自分で染めちゃったんでしょうね……なんかくすんだような感じで……」

「不良というやつですか？　この学校にもいるんですね」

　意外に思う。しかし授業時間中に理り科か室前を歩いていた理由は納得できた。授業のない教師、シスター、校務員、そして、不良か。情報とは可能性だ。新しい可能性が増えるのは単純に楽しい。

「私もこの学校で初めて見たわ不良なんて。あなた、何もされてない？」

　……あからさまな嫌悪の感情は、自分に向けられたものでなくても、たとえ顔もしらない不良生徒に向けられたものであっても不快だ。

　だが、この養護教諭が僕のことを本心から心配しているのも事実だろう。

　彼女は基本的には善良で、しかし無意識に自分の主観が普遍的なものだと思い込む傾向があり、普通でないものには隔かく意いを抱く──要するにどこにでもいる普通の人だ。

「多分されてないと思います。念のため処女膜を確認しますか。この場で」

「……やめなさい。女の子なんだから」

　うんざりした顔で彼女は言った。

「女の子なんだから」なんだというのだろう。繫つながらない。相変わらず常人の論理は難解だ。ではもしも仮に僕が♂だとしたら「だったらこの場でやおい穴おっぴろげるので確認してください！」と叫んでおもむろに彼女の顔面に性器をこすりつけても問題ないのだろうか。「だから」に続く言葉を一秒以上も待つも、何もなかった。どうやら彼女の中で「やめなさい（そもそも何を？）」と「女の子なんだから（だから何？）」は何の疑問もなく成立している論理のようだった。死ねよ俗物。

「それでは理科はこれで」

　気を遣つかって外してくれたのだろう、ベッドの傍かたわらの椅子に置かれていた眼鏡を手に取る。

「もう大丈夫なの？」

　眼鏡を掛け、椅子の上に折り畳まれていた白衣を着ながら、

「はい大丈夫です。ちょっとドジって意識を失っちゃっただけですから」

「どういうドジをすれば意識を失うのよ……」

「天才的なドジです」

　そう言って僕は笑った。

　眼鏡を掛ければほどよく情報がシャットダウンされ、つまらない相手との会話でも笑顔が作れるようになる。

「失礼しました」

　保健室を出た瞬間、廊下の人通りが思いのほか多かったので一気に憂ゆう鬱うつになる。

　そうか、今は昼休みか。昼休みに校内を歩くのは初めてだ。

　常識ある社会人としては、一応件くだんの不良生徒とやらに助けてもらったお礼を言っておくべきだろう。吐き気がする。死にたい。倒れているところを♂に助けてもらうなんて少女漫画みたいなエピソードが自分に訪れたことに、吐き気がするほどうきうきしている。そういえば彼がどのように僕の身体を運んできたかを聞いてなかった。もしもお姫様抱っこだったら嬉うれしくてゲロが出そうだ。





　　









　幸い、その不良生徒と思おぼしき♂はすぐに見つかった。いかにもなヤンキーがいかにもなヤンキー漫画を読みながらおにぎりを食べている。へー、ヤンキーって本当にヤンキー漫画を読むものなのか。実物を見るまで信じられなかった。

　しかし一いちか八ばちかで５組の教室から捜してよかった。１組から捜していたら死んでいた。彼が教室でご飯を食べる派でよかった。学食派だったら死んでいた。

　目が合った。

　間違いなく彼がそうだという理解のあと、遅れて彼の視線には〝気づき〟の色があったから、という理由がやってくる。

　すうっと深呼吸してこみ上げる吐き気を押し戻し、視界からの情報量を減らすために目を細め、意を決して２年５組の教室に入る。

　教室にいた生徒たちがざわつく。見ず知らずの一年生がそんなに珍しいか、違う、それ以上に白衣のせいだ。しまった、脱いでこればよかった。しかしこの白記衣号がなければ彼が凡ぼん庸ような容姿の僕に気づいてくれたかどうか怪しい。十数人もの視線にさらされて吐き気がする。人の視線には情報量が多すぎるのだ。眼鏡を掛けてなければ死んでいた。

　強制的に注そそがれてくる情報の受信を全力でシャットダウンして、どうにか彼のもとまで辿たどり着く。

　確認。

「……くすんだ感じの金髪で目つきが悪い中肉中背の二年生の男子。ふむ、先生に聞いた特徴と合致します。先輩が理り科かを保健室に運んでくれた人ですか？」

　これが僕とのちに親友になる羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかとのファーストコンタクトだった。

　感覚を可能な限り鈍化させていたせいで、必要以上に淡々とした喋しやべり方になってしまった。初対面の人にこれは印象が悪い気がする。

　が、少なくとも彼の表情に僕への悪印象は浮かばなかった。

　自己紹介をして助けてもらったお礼を言うと、彼の表情にありありと感動の色が浮かんだ。戸と惑まどう。お礼を言われたくらいで何な故ぜここまで感激するのかよくわからなかった。

　このままネット越しの仕事相手への対応と同じように無機質かつ礼儀正しくいくべきか、養護教諭に対するような楽ちんダウナー路線か、ヤンキーに舐なめられないように攻撃的な路線でいくべきか迷う。相手によってキャラを変えるなど誰だれもがやっている当たり前のことだ。僕の場合キャラを変動させる適切なバランスというのがさっぱりわからず、小学校や中学校のときは変動の幅が大きすぎたらしく人格が変わったように思われてしまうこともよくあったけど、もちろん僕は多重人格なんかじゃない。六歳のとき両親に精神科に看せられたから多分間違いないｗ笑。

　漫画家や小説家がどれだけ大勢の個性的なキャラクターを登場させたところで本質的には一人なのと同じように、ネガティブなのもポジティブなのもアッパーなのもダウナーなのもホットなのもクールなのも全部誤差の範囲内で、結局ただ一人の僕でしかない。

　久しぶりに会話する同世代の♂。

　天才らしいエキセントリックさを出しつつ、ヤンキーということでちょっとビッチ♀な感じでいってみた。

　……結果、やや失敗した気がする。

　未通♀にビッチキャラは荷が重かったらしく、若干やりすぎた感あり。リアルで初対面の人と会話するのが久しぶりすぎて舞い上がっちゃった面もある。どうやら彼自身が周囲から注目される存在だったらしく、彼がオウム返しに言った「陵りよう辱じよく」という単語に周りから凄すごい反応があって激しく動揺したりもした。

　クラスメートから陵辱など日常茶飯事な極ごく悪あくヤンキーだと認知されているらしい彼に腕を引かれ、教室から人気のない階段の踊り場へと連れて行かれる。

　こんなところに連れて来られてレイプされるのかなと思った。

　と同時に、この♂別に不良じゃねえな、とも理解した。レイプの危険はない。だったらもう少し変態ビッチ路線を続けてみようか。

「ですから、貞てい操そうの危機を救っていただいたお礼なので、理り科かの貞操を差し上げるのがもっとも妥だ当とうかと」

「いらねえよそんなもん！」

「……そんなもんとまで言われるとショックです乙女として」

　僕に性的魅力が乏しいのはわかっていたが、こう面と向かって異性に否定されるとなかなかキツいものがあるな。自分でわかっていたはずの事実を指摘されただけなのにショックを受けている自分自身が何よりショックだ。この可愛かわいくない僕に短時間でどれだけ新鮮な驚きを与えれば気が済むのだろうこの♂は。楽しいじゃないか。僕は可愛くない。

　それから話題は、この可愛くない僕の学校での境遇のことに移った。

「保健室登校というのがあるじゃないですか。それの理科室版のようなものです」

　理科室はこの可愛くない僕のためだけに特別に理事長が用意してくれたもので、いわばＶＩＰ待遇を受けている身なのだが、結果的に今のこの可愛くない僕は保健室登校とあまり変わりない状況にある。学校生活に馴な染じめなくて、教室に行けなくて理科室に引きこもっている。そんな自じ虐ぎやくを込めてこの可愛くない僕は『理科室登校』と言った。

　それを聞いた彼の反応は劇的だった。

　思い通りにならない苛いら立だち、周囲に理解されない寂しさ、不条理な現実に対する憤いきどおり、世界が優しくないことを思い知りながらそれでもなお諦あきらめられない希望──彼の視線の中に様々な感情が入り交じりフラクタル化して僕の脳髄を貫く。複雑すぎる情報はいつもなら気分が悪くなるのに、不思議と不快感はなかった。




「……そっか。なんていうか……お前もいろいろあるんだな」




　クラスに馴染めない可哀かわい想そうな子への上から目線の同情ではなく、クラスの一員として他の生徒と交わりながら過ごすなんて当たり前のこともできない人間への蔑さげすみでもなく──なんだこれ、共感……？

　……おい……お前まさか……貴き様さまごとき十じつ把ぱ一ひと絡からげのチンカス風情が、この天才と対等だと思ってるんじゃないだろうな。

　屈辱感？　羞恥心？　に、顔がカッと熱くなるのがわかった。

「そんな優しい目で見ないでください先輩。照れてしまいます」

　照り焼きにしてやろうか。

　ブチ殺したくなる気持ちを押し殺して、なんでもない風を装って会話を続ける。

　彼があんな時間に理り科か室の前を通りかかったのは、友達がいなくて教室移動が中止になったことを知らなかったかららしい。なるほど友達がいないとそんなことも起こるのか。不便なものだ。やっぱり僕には学校生活は無理だな。

　僕が思わかった通り彼は不良ではなく、金髪と目つきの悪さのせいで周囲からそう誤解されているのだとか。彼の金髪は染めたのではなく、遺伝によるものらしい。漫画や小説ではハーフというのは美形キャラばかりだったから驚いた。それを素直に伝えると、「ほっとけ！」と拗ねたように言った。その様子はちょっと可愛かわいいかった。どうやら容姿のことを言われるのは嫌いらしい。気にしなければいいのに。僕が可愛くないと言われることに慣れたみたいに。

　しかし初めて見るタイプの髪だな。ちょっと分析してみたくなって髪の毛を三本ほど採取した。引っこ抜いたあと、問答無用で他人の髪の毛を抜くのはどうかと気づいた。人間は植物や昆虫とは違うことくらい、僕だってちゃんと知識としては理解している。

「生命の神秘を容赦なく引っこ抜くんじゃねえ」

　案の定彼に苦情を言われた。どうも舞い上がってるな僕は。

　それから他た愛あいのないやりとりをした。僕の冗談に対する彼のツッコミは妙にしっくりきた。なんとなく波長が合う感じ。おかしいな、こんな文字通りちょっと毛色が違うだけの凡人に。

　チャイムが鳴って、「やべ。戻らないと……」と彼が慌あわてる。

　……僕はまだ話したいのに。

「そうですか。では、お礼の話はまたのちほど」

「だからそれはもういいって。じゃあな」

　僕はよくないんだよ凡ぼん愚ぐが。口実がなければ会いに行けないだろうが。

「あ、先輩」

「ん？」

「そういえばお名前をまだ聞いていませんでした」

「あ、そうか」

　どうも本気で気づいていなかったようだ。『他人と知り合いになる』ことに慣れていないのだろう。その点僕はネット上でなら他人と知り合った経験は多い。フフン勝った。

「羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかだ」

「羽瀬川小鷹先輩、ですか」

「ああ」

　よし、名前を聞いたぞ。自分でも驚くほどそのことに安あん堵どしている僕がいた。

「小こ鷹だか先輩」

　採取した髪の毛を指先で弄びながら、自然と笑みがこぼれた。

「理り科かは、哺乳類に興味を持ったのは生まれて初めてです」





　　









　理科室に戻ったあと、校内のデータベースにアクセスして羽は瀬せ川がわ小鷹について調べた。

　生年月日、血液型、住所、家族構成といった基本的なプロフィールをすっ飛ばして僕の意識に飛び込んできたのは、『クラブ活動』の項目だった。

　隣りん人じん部ぶ。

　あのたわけたポスターを貼っていた部か。

　興味を惹ひかれて部活動のデータを参照する。

　隣人部──創部したのは今年の６月中旬。あのポスターを見かけるようになった時期と一致する。

　活動内容──『キリスト教の精神に則のつとり、同じ学校に通う仲間の善き隣人となり友ゆう誼ぎを深めるべく、誠心誠意、臨機応変に切せつ磋さ琢たく磨まする』。

　なんだこれ……。思わず苦笑いが浮かぶほどに曖あい昧まいな活動内容だった。

　こんな内容でよく創部申請が通ったものだ。部活動創設の規定がザルなのも、理事長の「学園を面白くしたい」という意思によるものなのだろうか。

　顧問、高たか山やまマリア。部長、三み日か月づき夜よ空ぞら。部員、羽瀬川小鷹、柏かしわ崎ざき星せ奈な、楠くすのき幸ゆき村むら。

　羽瀬川小鷹の他にも、気になる名前が一つあった。柏崎星奈──これは理事長の一人娘の名前だ。去年理事長に招待されたので見学に行った学園祭で、彼女の姿は印象に残っている。

　金色の髪のみならず、なにもかもがキラキラした感じの、僕なんかとは比べものにならないほどに可愛かわいい♀だった。見ているだけで否いや応おうなく劣等感を刺激され、やっぱり入学を取りやめようかとさえ真剣に思ったほどだ。学年が違うから入学しても接点はないだろうということで考え直したけど。

　羽瀬川小鷹と柏崎星奈の二人が所属している隣人部……興味が湧いた。

　あ、目的は友達をつくることか。

　その閃ひらめきに論拠が遅れてついてくる。ポスターにあった「ともだち募集」という文面。羽瀬川小鷹は友達がいないことに悩んでいる様子だった。しかしそうなると柏崎星奈の存在が謎だ。あの世界の全てに肯定されているような♀が何な故ぜこんな部に。むむ、綺き麗れいに論理が並んでくれない。まあ、こういうときは自分の直観を信じるとしよう。





　　









　放課後になると、僕は勇気を振り絞しぼって、ポスターに書いてあった隣りん人じん部ぶの活動場所である、礼拝堂の談話室４に向かった。

　ガチャ。

　緊張しすぎて、うっかりノックも忘れて扉を開けてしまった。

　羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかの姿を見つけて安あん堵どする。

「あ、本当にいました小鷹先輩」

　そう言って部屋に入った瞬間、脳内を駆かけ巡る圧倒的な絶望感。なんだこれ。

　室内には羽瀬川小鷹のほかに、部員だろう三人の♀がいた。

　一人は柏かしわ崎ざき星せ奈な。相変わらず僕なんかと比べものにならないほどに圧倒的に可愛かわいい。

　彼女のことはあらかじめ覚悟を決めておいたのでそれほど動揺はなかったのだが、他の二人の♀がヤバかった。なんでこんなところに来ちゃったんだろう。もう死にたい。

　一人は長い黒髪が印象的な、柏崎星奈に勝るとも劣らない凄まじい美♀。僕なんかとは比べものにならないほどに可愛い。

　もう一人も、まるで可か憐れんという言葉を擬人化したような、やはり僕なんかとは比べものにならないほどに可愛い♀だった。

　なにこの部活……頭おかしい。こんな絶望的に楽しそうな場所があったのか。

　逃げてしまいたい。

　逃げてしまいたくなるのを必死でこらえる。

　ここで逃げ出したら、僕はもうこの学校で「面白く」生きられないとわかった。

　不意に脳のう裏りをよぎったのは、柏崎天馬ぺがさす氏の言葉だった。




　──それは君次第だろうな。




　その言葉が僕に一歩を踏み出させた。

　可愛くない僕なんかとは比べるのもおこがましいほどに圧倒的な美♀三人がいる中で、羽瀬川小鷹に僕のことを見てもらうためにはどうしたらいいんだろう。

　生なま半はん可かなキャラクターでは彼女たちに敵かなわない。

　当たって砕けてみるしかないか。

　僕が入部の意思を示すと、黒髪の美♀が露骨な敵意を向けてきた。ああ緊張する。そんな綺き麗れいな顔で僕を見ないでほしい。劣等感で死にたくなる。

「この部はとある崇高な目的のために活動している。入部にはとある条件が必要なのだ」

「目的というと、『友達を作る』ということですか？」

　反射的にぽろりと言ってしまった。もっとよく考えるべきだったと後悔が湧き上がる。どう考えたっておかしいだろそんなの。だが、信じられないことにあのときの僕の閃ひらめきは正解だったらしい。まじでか。やっぱり僕は論理が苦手だ。

　渋々といった様子で、彼女が僕の入部を認めた。

「きゃっほう。これで放課後はいつでも小こ鷹だか先輩と会えますね。いっぱいいろんなことをしましょう小鷹先輩」

　我ながら大胆すぎる台詞せりふを絞しぼり出して（本当はもっときゃぴきゃぴした声で言いたかったのだが、どうも淡々としてしまった。やはりビッチキャラは難しい）、羽は瀬せ川がわ小鷹の腕にしがみつく。恥ずかしくて死にそうだ。

　可愛かわいくないやせっぽちな僕なんかにしがみつかれてもべつに嬉うれしくもなんともないだろうが、せめてもの意思表示として。誰だれに対してかと言えば、僕自身に対してだ。ここまでやったらもう引き返せないぞ、と。

　羽瀬川小鷹はやっぱり僕の胸の感触なんてどうでもよかったようで困惑に顔を引きつらせるだけだったが、意外にも三人のハイパー美♀たちは動揺していた。それが楽しくて嬉しかった。こんな凄すごい美♀たちでも、僕ごときに動揺するんだな。まったく世界は実際に試してみないとわからない驚きに満ちている。

　ここでなら、僕は面白く過ごせそうな気がする。

　あくまで気がするだけだ。これは天才の閃きじゃない。

　これはただの、希望だ。

　論理の跳躍閃き──偶然与えられただけの才能ギフト──では辿たどり着けない、僕自身が一歩ずつ努力しなければ摑つかめない光だ。気が狂いそうなほどドキドキする。

　身体の震えを誤ご魔ま化かすように、僕はぎゅっと腕に力を込めた。





　　









　夢を見ていた。

　羽瀬川小鷹と出で逢あい、隣りん人じん部ぶのみんなと出逢った頃の自分の夢だ。

　あの頃の自分──天才というアイデンティティだけを心の拠より所どころにしていた自分のことを思い出すと、恥ずかしさのあまり死にたくなる。

　天才でない普通の人間を嫌い、自分は孤独だと嘆きながら、それでいて他人を「凡人」とか「不良」とか「美少女」というステレオタイプに当てはめて、理解しようともせず勝手に見下してきた、ごく普通の思春期の少女。

　羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかと出で逢あったあの日、その孤独に共感していたのは彼ではなく僕の方だったと今ではもう気づいている。

「ぁうぅ～……」

　顔を赤くして身み悶もだえる。

　と、窓の外や廊下のほうから、生徒たちの賑にぎやかな声が聞こえてきた。

　十一月──今日は文化祭の一日目だ。

　昨日から徹夜で映画の編集作業をしていたところ、だんだん意識が朦もう朧ろうとしてきてついに倒れてしまい、そこを羽瀬川小鷹に発見されお姫様抱っこで保健室に運ばれていく途中、再び意識がブラックアウトした。

　どうやらそのままベッドに寝かされたらしい。

「……そうだ、映画！」

　がばっと勢いよく上体を起こし、頭痛と眩暈めまいに襲われて「ぁぅっく……」と呻うめく。

　なんか熱っぽいな……風邪ひいたかもしれない。昨日小一時間ほど薄着で寒い屋上にいたのも悪かったか。防寒着替わりに白衣も久しぶりに着ていたのだが、あまり役に立たなかったし。

「あら、目が覚めた？」

　物音を聞きつけたのか、いつぞやと同じように養護教諭がカーテンを開けて僕の様子を見に来た。

「……今日はパンツは脱いでないのね」

　からかうように言う彼女に、

「今はオナニーって気分じゃないので」

　ムスッとして僕は答え、

「……行かないと」

　と再びベッドから出ようとした。それを養護教諭が押しとどめる。

　大した力を込められたわけじゃないのに、僕の身体はあっさりベッドに倒された。

「そんな顔色でどこへ行こうって言うの」

　言いながら、彼女は僕の額に手をやった。

「……熱もまだあるわね。しばらく安静にしてなさい。親御さんに迎えに来てもらう？」

「必要ありません。身体が熱いのはむしろ元気がありあまっているからです。ではさようなら」

「ふざけてないで寝なさい」

　どうも本気で怒っているようだったが、こちらとしても引けないのだ。

「ほんとに大丈夫ですから」

「駄、目」

「……頑固ですね。小こ皺じわが増えますよ」

「なんとでも言いなさい。これが先生の仕事だからね」

　仕事、か……。

　仕事ならしょうがないな……僕も一応プロなのでその言い分には納得するしかない。

　……大人しく寝たフリをしてあとでこっそり抜け出そう。

「……大人しく寝たフリをしてあとでこっそり抜け出しちゃ駄目よ」

「……な、なぜ理り科かの心を」

　まさかこの人も僕と同じような能力を……!?

　焦る僕に彼女はあきれ顔で嘆息する。

「これまでに何人も見てきたからね。そういう無む茶ちやする子は」

「…………」

　ばつが悪くなって唇を尖とがらせる。

　この僕としたことが、そんな類型的な思考をしてしまったとは。

「それに、あなたを運んできた子に、くれぐれもあなたが無茶しないように気をつけててって念押しされてるのよ。すごく心配してる様子だったわよ」

「小こ鷹だか先輩に……」

「彼氏にこれ以上心配かけないように、今は大人しくしてなさい」

「か、彼氏じゃねーし……」

　顔が熱くなった。

「そうなの？　けっこうお似合いだと思ったけど」

「……不良だと思ってるくせに」

「いつの話をしてるのよ……。あの子の髪は地毛なんでしょう？」

　意表を突かれた。

「な、なんで知ってるんですか？」

「ずっと前にもあの子があなたを保健室に運んできた日があったでしょう？　あのあとで調べたのよ。理事長にも話を聞いたりして」

　……「不良なんて」と嫌悪感をあらわにしたあのあとで、自分の主観による認識が本当に正しいものなのかどうか、わざわざ裏をとったというのかこの人は。

　僕と彼女──無意識に自分の主観が普遍的なものだと思い込んでいたのは、一体どっちだ。

「…………ごめんなさい」

　僕が謝ると、彼女は「え？　なんで謝るの？」と不思議そうな顔をして、




「……あなた、変わったわね」




　妙にしみじみとそう言った。

「『変わってる』じゃないんですか？」と僕。

「じゃないわよ。……なんていうか……すごく可愛かわいらしくなったわ」

「ぶっ」

　不意打ちだったので思わず噴いた。

「い、いきなりなに言うんですか。……ま、まあ、最近はちょっと髪型とか服とかに気を遣つかうようになったので、もしかしたらその成果が出ているのかもしれませんね」

　前髪を指先で弄びながら早口で言う僕。

　髪をいじるようになってもう二ヶ月になる。それを境に、眼鏡も掛けなくなった。

　部活で柏かしわ崎ざき星せ奈なの髪を『盛った』とき、彼女に髪を褒ほめられたのが嬉うれしくてポニーテールをやめ、以前の三み日か月づき夜よ空ぞらのようなストレートにしてみた。

　が、やはり髪型を真ま似ねたくらいでは三日月夜空とは比べものにならない。

　少しでも野や暮ぼったい感じを消すために、勇気を振り絞しぼって眼鏡を外してみた。

　眼鏡を外して髪を下ろした状態で部活に行ったところ、羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかに褒められた。

　──たとえるなら野山に咲く一輪の花のような可か憐れんさ──好みか好みでないかで言えば正直、ストライクだな……。

　うっかり彼が口走ったその言葉に、自分でもどうかしているくらい舞い上がってしまい、それからちょくちょく髪をいじるようになった。

　眼鏡を掛けない生活は、最初はかなり苦痛だったものの意外とすぐに大丈夫になった。特に隣りん人じん部ぶのみんなといるときは全然問題なく、学校の廊下も眼鏡なしで歩けるようになった。さすがに永なが夜や駅えきレベルの人混みはまだ辛いけど。

　永夜といえば、隣人部のみんなで羽瀬川小こ鳩ばとの誕生日プレゼントを買いに行ったときに制服に白衣という僕が常にしているファッションを部員たちに全否定され、初めてネット通販ではなくリアルの店で店員と相談しながら服を買った。

　初めて着たお洒落しやれな服を羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかに「やればできる」と微妙な言い回しでとりあえず褒ほめられたので、これからも頑張ってみようかなと思った。

　まあ、僕なんかが頑張ったところでたかが知れているのだが。実際羽瀬川小鷹も、三み日か月づき夜よ空ぞらのお下がりを着た楠くすのき幸ゆき村むらに対しては僕への反応とは比べものにならないほど興奮してたし。

「……可愛かわいく……なってますかね」

　お洒落を頑張るというのは発明とは全然違う難しさがあって大変だけど、鏡の前であれこれ髪型やコーディネイトを試行錯誤するのは楽しい。発明をはじめたばかりの頃と同じような高揚感がある。

　ちゃんと成果が出ているのなら、こんなに嬉うれしいことはない。

　……とはいえ、今は徹夜明けで髪も服も前回運ばれたときよりひどい筈はずなのだが。

　養護教諭はなぜか「くすっ」と笑い、

「……そういう反応も含めて、ほんとに可愛くなったわね。何かいいことでもあったの？」

『いいことがあった』と『可愛くなった』の因果関係がいまいち理解しかねるな。相変わらず彼女の論理は難解だ。















　……けれどその難解な論理も、以前ほど不愉快には感じない。

「いいこと、ですか」

　あった。たしかにあった。

　彼女の問いに僕は笑って答える。

　今はもう、眼鏡を掛けなくても彼女の顔を見つめ返して笑える。




「友達ができました」





魔人が生まれた日







　隣りん人じん部ぶがはじめてみんなで一緒にプールに行った翌日の午後。

　三み日か月づき夜よ空ぞらから部員宛てに『今日は水着を持ってくること』というメールがあって、志し熊ぐま理り科かはどういうことなのかと返信した。それに対する夜空の返信によれば、昨日のプールでは残念な結果になったので、今日は水着で部活をしようということらしい。

　なんて残念なことを思いつくんだろうと思いながら、理科は指示通り水着を持って部室にやってきた。部室に来たのは理科が一番早く、続いて幸ゆき村むらがやってきた。

「夜空のあねごの言いつけどおり、水着を持ってきましたが……水着などどうするおつもりなのでしょう？」

「あー、なんか今日は水着になって部活をするらしいですよ」

「さようですか。夜空のあねごの閃ひらめきはあいかわらずすばらしいです」

　本気で感銘を受けた様子で、幸村はその場でしゅるしゅると服を脱ぎだした。

　理科は慌あわてて、

「ちょっ、まっ！　ゆ、幸村くんはそっちのカーテンの後ろで着替えてください！　あと女子が着替えてるときは出てきちゃ駄目ですよ！」

「わかりました」

　慌あわてて幸ゆき村むらをカーテンの後ろに追いやり、理り科かは自分の荷物から水着を取り出した。

　それも……二着。

　一着はワンピースの水着で、もう一着はビキニ。

　二つを見比べて、理科は真剣に悩む。選べない。自分のキャラ的にはビキニを着るべきなのだろうが、恥ずかしい。恥ずかしい上に、自分なんかがセクシーな水着を着たところで小こ鷹だかにはさしたる効果は期待できないだろうという確信もある。

　どうして世の中の女子はビキニなんて平気で着られるのだろう。昨日のプール行きのために通販で買ってみたはいいが、どう考えてもこれ、露出度的には下着と同じじゃないか。下着姿で人前に出るのは破廉恥だとされているのに、ビキニならＯＫだという論理が理科にはどうしても理解できないのだ。

　そうこうしていると、夜よ空ぞらが部室にやってきた。

「何を唸うなっているのだ理科」

「いえ、どっちの水着にしようかと迷っていまして……」

　そう言って理科は二つの水着を見せて、夜空ならどっちにするか訊きいてみた。

「強いて言えばこっちだな」とワンピースを指す夜空。

「ですよねー。じゃあこっちにします」と言う理科に、夜空は少し顔をしかめ、

「……まあ、どちらも破廉恥なことには変わりないがな。そんな足のところが根元の方まで見えてて、肩まで丸出しで……」

「いやそう言われればそうですが……そういう夜空先輩はどんな水着なんですか？」

「私はこれだ」

　ドヤ顔で夜空が取り出したのは、囚人服のような縞模様のフルボディの水着だった。

「な、なるほど……これは確かに完璧に肌を隠せますね……その手がありましたか」

「そうだろう」

　感心する理科に夜空は満足げに頷うなずき、着替えを始める。

　昨日の醜態を挽ばん回かいするかのような夜空の意外と大胆な脱ぎっぷりに、理科は少し顔を赤くしながら、自分も着替えを始める。身体にタオルを巻き、慎重に着替える。水着になった理科は、その上からさらに白衣を羽は織おった。

　ほぼ同時に夜空も着替えを終えた。

　その姿を見た理科は、フルボディの水着ってたしかに露出度こそ低いけど身体のラインが完全にわかってしまうから、普通の水着よりもずっとエロいんじゃないか……と思ったが口には出さなかった。夜よ空ぞらの身体のラインが綺き麗れいすぎて理り科かは少し悔しい。

　さらに夜空は、鞄かばんから何かを取り出した。……なんか動物の首に見えるのだが。

「な、なんですかそれ？」

　ギョッとして理科が訊たずねる。

「馬マスクだ」と夜空。

「……え、あー、馬マスク……。え……な、なんで今そんなものを？」

「被るために決まっているだろう。これで完璧に自分の肌を晒さらすことなくプールを楽しむことができるというわけだ」

「ソ、ソウデスネ……んぶぐ…ッ」

　ドヤ顔の夜空に、理科は笑いをこらえるのに必死だった。

　こんな美人なのに、この人はなんでこんなに残念なんだろう……。

　夜空が馬マスクを頭に被る。

　かくて、隣りん人じん部ぶの部室に魔人明あ日す太た郎ろうが出現した。












スターゲイザー







　ステラ・レッドフィールドが柏かしわ崎ざき家にやってきて、八年ほどが経たった。

　家令見習いというのはあくまで一時的な職業のつもりだったのだが、家令の初はつ瀬せ老人に自分の後を任せられるのはステラしかいないと頼み込まれ、十八歳の誕生日を迎えた日に正式に初瀬のあとを継いで柏崎家の家令となった。

　いつまでも柏崎家にいるつもりはないので自分の後任を探してはいるのだが、そう簡単にステラレベルの人材が見つかるわけもなく、ずるずると続けているうちに自他共に認める柏崎家に欠かかせない存在となってしまった。

　遅くとも星せ奈なが独り立ちするまでには後任を見つけたいのだが、このままずっと柏崎家で働くことになるのではという予感もひしひしと感じている。

　そしてそのことがそれほど嫌でもない。

　実の父親から必要とされているというのは、悪くない。

　星奈は高校二年生になった。

　出で逢あった当時はこの娘はいったいどんな風に成長していくのだろうと思ったものだが、本質的には何も変わっていないように見える。

　歳を重ねるにつれ並外れた美び貌ぼうと能力にはさらに磨きがかかり、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな女王様気質までも強まっていった。

　小学校を卒業したあと、中学は「近いから」という理由で近所の公立中学に進学。中学でも友達はできなかったらしい。

　高校は「家のすぐ前にあるバス停から一本で行けるから」というただそれだけの理由で、別に父が理事長だからとか関係なく、聖せいクロニカ学園を選択。

　難しいことで知られる入学試験で当然のように満点を獲得し、余裕の合格。……試験問題を事前に知っていたのではないかと疑う者も当然ながらいたが、そんな疑惑は半年と経たずに消え去った。彼女の能力は誰だれが見ても明らかなほど絶対的だったのだ。

　高校でも星奈はまったく友達ができないでいた。

　友達ができないことを不満に思い、そのことをステラに愚ぐ痴ちることが増えたのは、昔と比べて変わった点かもしれない。

　とはいえ、友達が欲しいとは言いながらも、そのために自分の言動や性格を変えようというつもりは微み塵じんもないらしい。

　一度、見かねたステラが「もう少し他人に合わせてみてはどうでしょう」とアドバイスしてみたところ、どうやら本気で意味がわからなかったようで「え？　なんであたしが俗物に合わせてあげなきゃいけないの？」と目を丸くして宣のたまった。

　星せ奈なが欲している友達というのは、星奈が魅力を感じるほどハイスペックで、彼女のありのままを受け入れた上で仲良くしてくれる天使のような性格を併せ持つ人間らしい。

　たしかに、まったく無理せずありのままで付き合えるならそれに越したことはないだろうが、そんな友達関係など滅めつ多たにない。

　ましてや星奈ほど性格に難のある少女なら、なおさらそんな完璧な友達を見つけるのは困難だ。

　度量が大きい者はいるだろう。優しい者はいるだろう。星奈の性格を好む物好きもいるだろう。星奈と同じくらい可愛かわいい者もいるだろう。星奈と同じくらい勉強ができる者も、星奈と同じくらい運動ができる者も、世の中には大勢いるだろう。

　だが、それら全部を併せ持つ完璧超人など極めて稀き少しようで、あまつさえそんな人間が運良く星奈と出で逢あえる可能性など、天文学的な確率に違いない。

　柏かしわ崎ざき星奈は現実に対して妥協しない。

　完璧でないのなら、いらない。

　間違っているのは自分ではなく世界。

　……まったく生きづらい妹だ、とステラは思う。

　だからそんな星奈が高校二年の六月中旬、いきなり部活に入ったと聞いたときは、ステラは少なからず驚いた。

　星奈が部活に入るのは、中学一年のとき隣の席になった女子生徒と一緒にバレーボール部に入り、二日でレギュラーの座を獲得してその翌日に退部して以来だ。

　計三日で県下でもそこそこの強豪として知られていたバレーボール部の人間関係を崩壊させたこの事件は、関係者に深いトラウマを刻みながら、張本人である星奈の心に対しては「部活ってあんまり面白くないな」というぼんやりしたイメージを植え付けるのみにとどまった。

　それはさておき星奈が入部したのは、入部したその二日前に創部申請がされたという本当にできたばかりのクラブで、名前は『隣りん人じん部ぶ』。

　活動目的は友達を作ることらしい。

　世の中には奇妙なことを考える人間がいるものだな……とステラはその隣人部とやらを創った生徒に少し興味を覚えた。

　それ以上に驚きだったのは、星奈がその隣人部を創った生徒──三み日か月づき夜よ空ぞらと、口喧嘩をしたということだった。

　これまで、星せ奈なが他の女子から聞こえよがしに悪口や嫌いや味みを言われたり嫌がらせを受けたりすることはあっても、星奈に対して真正面から突っかかり、一歩も引かずに星奈と罵ば詈り雑ぞう言ごんの応酬をした人間など、ステラの知る限り一人もいなかった。

「ほんっと最悪あの性悪貧乳雌め狐ぎつね！　どうすればあんな性格悪くなるのかしら!?　明日は絶対あたしにひれ伏させてやるんだから！」

　浴場にてステラに背中を流されながら、ぷりぷりと怒っている星奈。

　明日も部活に行くのは確定らしい。

　星奈は興味のない人間に対してはとことん無関心で、名前すら覚えないこともざらにある。不愉快な人間には歩み寄る姿勢など一切見せずに『いらないもの』として割り切り、それでも目め障ざわりなら手段を選ばず叩たたき潰つぶす。

　無関心なのは敵対する者だけでなく自分を崇あがめる者たちに対しても同様で、恐らく取り巻きの男子生徒の名前など一人も覚えていない。

　星奈が誰だれかに対して「絶対に自分にひれ伏させてやる」と強く決意するなど、初めてのことだった。

　この出で逢あいで星奈がどう変わっていくのか、姉として世話係として、興味深く見守るとしよう。

「ふふ……」

　思わず笑みがこぼれた。

「？　どうしたのステラ？」

「いえ、なんでもありません」

「ふーん」

　例によって、星奈は深く気にした様子はなかった。

　星奈にとってステラは興味の対象ではないのだ。そのことは少し寂しい。





　　









　星奈が隣りん人じん部ぶに入部して間もなく。

　星奈は──ゲーム廃人になった。

　どうしてこうなった……とステラは困惑を抑えられない。

　これまで星奈はゲームなど一切興味がなかった筈はずなのだが、部活でゲームをやることになったので下げ僕ぼくにＰＳＰとソフト『モンスター狩人かりうど』を貢がせ、ゲームデビューした。

　星奈は『モン狩かり』にはすぐ飽きてしまったので、せっかくなのでステラがソフトを譲ゆずり受けて遊んでいる。可愛かわいい装備を集めるのが楽しい。

　星せ奈なを一気にゲーム廃人にまでしてしまった犯人は、たまたまゲーム屋で見つけたという『ときめいてメモリーデイズ７』というソフトだった。

　初めて自分で買ったゲームでいきなり道を踏み外すレベルの大当たりを引くとは、運がいいのか悪いのかわからない。

　件くだんのゲームはギャルゲーと呼ばれるジャンルの、女の子と仲良くなるのが目的のゲームである。

　星奈が求めてやまなかった、〝星奈が魅力を感じるほどハイスペックで、彼女のありのままを受け入れた上で仲良くしてくれる天使のような性格を併せ持つ人間〟──そんな完璧超人はゲームの中にいたのだ。

　これぞ運命の出で逢あいとでも言わんばかりに一いつ睡すいもせずに『ときメモ』を完全クリアした星奈は、その日から寝る間も惜しんで片っ端からギャルゲーに没頭するようになった。

　ときメモとの出逢いから一週間と経たたず、何本ものギャルゲーをクリアした星奈はさらにステップアップ（？）して〝エロゲー〟という十八歳未満には禁止されているゲームにも手を出すようになった。ギャルゲーとエロゲーの違いは、簡単に言えば性行為のシーンがあるかないかということらしい。

　星奈が部屋でちょうどそういうシーンをプレイしているのを初めて見たとき、ステラは絶句し、思わず訊たずねた。

「……あの。お嬢様は……そういうシーンを見ても何とも思わないのですか？」

　すると星奈はとても魅力的な笑顔を浮かべ、

「なんとも思わないわけないじゃない！　すっごく感動するわ！　可愛い女の子がついにあたしに身も心も全部さらけ出してくれてるのよ？　これまで一緒に困難を乗り越えてきた甲か斐いがあるってものよね！」

「そ、そうですか……」

　星奈は目に感動の涙さえ浮かべてマウスをクリックする。

　画面の中で全裸の女の子が「ルーカスのおちんちんとっても熱いれすううう!!　私のお腹なかの中でびくんびくんってなってましゅううう!!」と嬌きよう声せいを上げる。

「で、では、し、失礼いたします……！」

　顔を赤くして、ステラは慌あわてて星奈の部屋を出た。

　ふう……と大きく息を吐く。

　よくあんな恥ずかしい場面を平気で見ていられるものだ。

　星奈が異常なのか……それとも十七歳ならあれくらいは普通で、自分がウブすぎるのだろうか。

　少なくとも自分の両親は十七歳だか十八歳の頃にああいうことをしていたわけで、この手のことに関してだけはステラ・レッドフィールド二十二歳処女には、世間の標準的な感覚というものがわからないのだった。

　星せ奈なは部活でも、部員みんなで何かをやる時以外はずっとギャルゲーかエロゲーをやっているらしい。

　……友達づくりはどこにいった。





　　









　そんな星奈がいきなり、今週の日曜日に泳ぎを教えてもらうために同じ部活の男子とプールに行くと言い出した。

「プール、ですか。……男子生徒と二人だけで？」

　無表情な顔を少しだけ歪ゆがめて、ステラは聞き返す。

「うん。だから水着用意しといてね」

　こともなげに頷うなずく星奈。

「……それは了解しましたが……ええと、羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか様、でしたか」

「そうよ」

「どのようなお方なのですか？」

「ヤンキーみたいな髪の毛してる男子よ」

「……もう少し詳しくお願いします」

「うーん、あんまりよく知らないのよね」

「……よく知りもしない男子生徒と二人でプールへ行くのですか？」

　微妙に咎とがめるような口調になったが、星奈がそれに気づいた様子はない。

「だって泳げるって言うし。他に頼める相手がいなかったのよ」

　あまりにも無防備な彼女に、ステラは呆あきれ返る。

　羽瀬川小鷹──その名前と基本的なプロフィールだけはステラも知っていた。

　柏かしわ崎ざき天馬ぺがさすの学生時代からの親友だという羽瀬川隼はや人との息子で、五月に聖せいクロニカ学園に編入してきた。

　小鷹とその妹の小こ鳩ばとが編入する際、天馬に便べん宜ぎをはかるよう命じられてステラが色々と働くことになったのだ。

　天馬はもともと経営者としてかなり強引なところがあったが、この件に関しては完全に私情のみで動いており、ステラは少し彼を見損なった。

　名前とプロフィール、あと知っているのは証明写真に写った顔くらいで、特徴的な髪と目つきの悪さに加え、今にも襲いかかってきそうな凶悪な笑みが印象的だった。

　しかしそれだけでは実際に羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかがどんな人物なのかはわからない。

　星せ奈なが隣りん人じん部ぶの話をするときに出てくるのはほとんどが三み日か月づき夜よ空ぞらへの文句ばかりで、小鷹については特に何もないのだ。

「泳ぎなら私が……」

　言いかけて、ステラはそういえば自分も泳いだことはなかったことを思い出した。

「……そもそも、どうして突然泳げるようになりたいなどと思われたのですか？」

「夏なつ美みが泳ぐのが大好きな娘なのよ。それで自分と同じくらい水泳が得意じゃないと振り向いてくれないの」

「……は？」

　きょとんとするステラ。夏美って誰だれだ。

「夏美はほら、この娘！　可愛かわいいでしょ!?」

　星奈は嬉うれしそうに……ゲームソフトの説明書のキャラクター紹介ページを開いて見せてきた。

「………………ゲームのキャラ、ですか」

（残念な娘だとは思っていましたが……ここまでとは……）

　突っ走ると周りが見えなくなる傾向は昔からあったが、さすがにステラも呆あきれ果てた。しかし困ったことにコレが自分の妹だ。

　とりあえず、星奈が羽瀬川小鷹と一緒にプールに行くというのは天馬ぺがさすに報告しておくべきだろう。

　別に仲が悪いわけではないが、天馬と星奈は普段あまり会話がない。

　天馬が多忙なのもあるし、「年頃の娘はそんなに父親とべたべたしないものだ」とステラが言ったのを天馬と星奈の両方が信じてしまっているということもある。

　……なぜそんなことを言ったのかといえば、星奈だけが父親と仲良くするのがなんとなく癪しやくだったからだ。初めて星奈に会ったときのお姉ちゃん宣言もそうだったが、たまに出てしまう自分の子供じみた衝動を、ステラはあまり好きではない。




「星奈が隼はや人との息子とプールに!?」




　ステラの報告に、天馬は…………めちゃくちゃ嬉しそうな顔をした。

　ステラの知る限り、一般的に高校生くらいの娘を持つ父親というのは娘が他の男と仲良くなるのをあまり好まない筈はずなのだが。

「そうか……いつの間に知り合っていたのだ？」

「どうやらたまたま同じクラブに入ったようです」

「そうだったのか……」

「はい。隣りん人じん部ぶという、活動内容がどうも曖あい昧まいなクラブですが」

「なに、星せ奈なが楽しくやっているならそれでいい。隼はや人との息子もいるのなら大丈夫だろう」　お気楽思考にもほどがあるとステラは苛いら立だちを覚えた。

「小こ鷹だか君は大きくなったのだろうな……早く会いたいものだ」

　天馬ぺがさすはさらに浮かれた様子で、小鷹と星奈が幼い頃に婚約していることなどを、聞いてもないのに嬉き々きとして喋しやべってくれた。

　……このおっさんは駄目だ。困ったことにこれが自分の父なのだが。

　自分が妹をしっかり守らなければ……とステラは思った。





　　









　そして日曜日がやってきた。

　ステラは星奈と小鷹がデートする現場である、市民プール竜りゆう宮ぐうランドに車で先回りして来ていた。

　ビキニにパーカーを羽は織おり、サングラスを掛けて変装し、入り口から離れた場所で星奈たちが来るのを待つ。

　以前遠とお夜や市しの市長が天馬と話していたのだが、このプールの経営状態は良くないらしく、たしかに客の数が少ない。そのため人混みに紛まぎれて隠れるというのは難しそうだ。

　人工の岩場やアトラクションの陰に隠れるしかないだろうと判断し、不審に思われないよう、事前に職員に対し「自分はとある要人を密ひそかに警護しているＳＰであり、決して不審人物ではない」と説明しておいた。これで準備は万端だ。

　メインの客層は親子連れだが、若い客もそれなりにはいる。

　彼女たちの水着姿と自分を見比べて、ステラは一つ気づいてしまったことがある。




（…………もしかして、私は……胸が小さいのではないでしょうか……？）




　毎日風呂で見ている星奈の胸や母ノエルの胸がかなり大きいほうに分類されることは知っているので、彼女たちと比べるのは無意味だ。

　平均的に考えれば自分の胸だってべつに小さくはない筈はずだ……と思っていたのだが。

　視界に入る十代後半から二十代くらいまでの女性の胸をざっと見ても、自分より小さい人はあまりいない。

　天馬ぺがさすと初めて会ったときに、「これから母のようにボインボインになる予定です」と言ったのだが、さすがに二十歳を超えてこれ以上の成長は望めないだろう。予定は未定で終わった。

　別に胸が小さいからといってどうということもないのだが、母や妹はあんなに豊満なのにどうして自分だけ……という理不尽さは感じる。

（こ、こんなことを考えている場合ではありません！）

　気を取り直して監視を続ける。

　午前十時半を過ぎた頃、くすんだ感じの金髪の少年が入り口近くのシャワーの前に現れた。

　変な笑みを浮かべてはいないので写真ほど凶悪な印象はないが、いかにも不良っぽい外見をしていた。

　あれが羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか──父の親友の息子にして妹の婚約者。















　自然、表情が険しくなる。

　少し遅れて、柏かしわ崎ざき星せ奈ながやってくる。

　日本人離れした煌きらびやかな美び貌ぼうに、花柄のビキニがよく似合っている。間違いなくこの竜りゆう宮ぐうランド内にいるすべての人間の中で一番美しい。

　星奈の服装のコーディネートは全部ステラに任されており、今日のあの水着もステラが選んだものだ。

　我ながら完璧なチョイスだと思うが、少し大胆すぎたかもしれないと思う。

　羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかが劣情を抑えきれなくなったそのときは……家令たるものいざというときのために腕っ節も必要だということで初はつ瀬せ老人に仕込まれた、ジャパニーズ古武術の出番が初めてやってくるのかもしれない。

　いつでも飛び出せるよう注意深く星奈と小鷹の様子を見守る。

　が、二人の様子はまるでつきあい始めたばかりのカップルのようで、小鷹がなにか言って星奈が顔を赤くしてなにかを言い、その反応に対して小鷹が慌あわてている。

　なんでこんな光景を見なきゃいけないんだろうと思いながらステラは見守る。

　やがて昨日星奈が言っていたとおり、小鷹が星奈に泳ぎ方を教え始める。

　星奈の上達の速さが凄まじかったので、まるで水泳教室の映像を早送りで見ているような異様な感覚だった。

　やはり自分の妹は大したものだと思う。

　あっという間に背泳ぎまでマスターした星奈が小鷹と競争し、小鷹より少し遅れてゴールする。

　負けず嫌いの星奈は少し悔しそうだったが、それでもとても楽しそうな屈くつ託たくのない笑顔を浮かべていた。

　その後、二人はプールから上がり昼食に焼きそばを食べ始めた。

　その様子も仲むつまじく、小鷹が何かを言って星奈が顔を赤くして、ステラが見たことのないような照れた顔で俯うつむきがちに何か言っていた。

　声が聞こえないのがもどかしいが、どうせそのへんにいるリア充（最近星奈に聞いて知った言葉で、リアルが充実している人間を意味するらしい）カップルどもと同じような、「ねえコータ、『キス』って十回言ってみて」「おう。キスキスキスキスキスキスキスキスキスキス」「じゃあ『キス』の反対は？」「スキ」「やだぁコータったら！　あたしも好き！」「おう、オレも好きやで」みたいなたわけた会話をしている気がする。やだぁ、リア充なんて朽ち果てればいいのにとステラは思う。

　星奈が誰だれかと付き合うことでまともになってくれるのなら、それは望むところだが……彼がその相手に相応ふさわしいかどうか、少し試させてもらおう。

「すみません」

　小こ鷹だかがトイレに立ったのを見計らい、ステラは近くにいた、高校生と思おぼしきチャラそうな感じの少年三人のグループに声をかけた。

「は、ハイ！　な、なんでしょう!?」

　いきなり金髪の美女に声を掛けられたからか、三人はちょっと挙動不審になった。

　ステラはそんな彼らに、あそこにいる巨乳の美少女をナンパするように依頼した。

「うっほ、たしかにあの娘ゲロマビィ！」

「でもよぅ、あんな可愛かわいいコがオレらになんて……」

「や、やよなぁ。さすがに無謀すぎるげ」

　見かけによらず意外とヘタレだったらしく尻しり込ごみする彼らに、

「成功すればラッキー程度にお考えください。もし失敗しても私が代わりに慰なぐさめて差し上げましょう」

「ま、マジで!?」

「こんなオイシイ話があってええんか!?」

「……さあ、急いでください。ただし手荒な真ま似ねはしないように」

「「「わっかりました！」」」

　ステラの指示どおり、三人組が星せ奈なに近づいて声を掛ける。

　星奈は最初は不思議そうな顔をしていたが、男たちが話しかけるほどに露骨に機嫌が悪くなっていった。

　と、小鷹がトイレの方から歩いてくるのが見えた。星奈がナンパされているのに気づきながらも、それほど動揺した様子はない。

　その間にも、星奈と男たちの雰ふん囲い気きはどんどん険悪になっていく。恐らくは星奈が暴言を吐きまくっているのだろう。星奈が口を開くたびに、男たちの顔に怒りの色が増していくのがわかる。

　昔から人を人とも思わぬような言動が多かった星奈だが、どうも隣りん人じん部ぶに入ってからというもの、彼女の口の悪さにさらに磨きが掛かった気がする。三み日か月づき夜よ空ぞらと毎日のように口くち喧げん嘩かをしているからだろうか。

　売り言葉に買い言葉といった様子で、三人組が凄すごむ。

　男三人に凄まれて、さすがの星奈にも少し怯おびえの色が見えた。男たちがそれに気づき、多分「こいつビビってんじゃねーの」みたいな挑発をしてゲラゲラ笑う。星奈は涙目になりながらも怒鳴り返す。

（まったくあの娘の負けん気の強さにも困ったものですね……）

　呆あきれながらもステラはそろそろやめさせるべきか迷う。自分がけしかけたとはいえ気分のいいものではない。

　と、そのときようやく小こ鷹だかが男たちに声をかける。

　どうやら、連れが絡まれているのを臆おくさず助けに行く程度の気概はあるようだ。

　いきなり現れたコワモテの少年に、男たちが気け圧おされる。

　手荒な真ま似ねはするなというステラの指示もあってか、男たちは撤退を決めたらしい。

　少し物足りないが、まあ絡まれていた星せ奈なを助けられたのは事実だし、最初の試験はとりあえず及第点といったところか。

　ステラがそう評価した矢先、いきなり星奈が立ち去ろうとした男たちに向けてなにか叫んだ。

　ステラが動揺する。

　なにを言われたのかは知らないが、男たちの一人が怒りにまかせて叫びながら星奈につかみかかった。

　慌あわてて星奈を助けるべく駆かけ出すステラ。だが間に合わない。

（くっ！　星奈の身体に傷でもつけたらブチ殺しますよ！）

　しかしそんな男の腕を、小鷹が摑つかんだ。

（ほう……？）

　ステラは足を止め、もう少し様子を見守ることにした。

　別の男が小鷹に殴りかかる。小鷹は腕を摑んでいた男を、向かってくる男の方へと突き飛ばした。二人が衝突する。残りの一人がさらに殴りかかってきたのをかわし、後ろに回ってその腕をひねる。

　男の身体を金網に押しつけて、小鷹が凶悪な笑みを浮かべて何かを言うと、男たちは完全に怯おびえて戦意を失い、逃げ出した。

　その様子を、ステラは呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　まさか三人がかりで襲ってきた相手を難なく追い払ってしまうとは。そこまで体格に恵まれているようには見えないのに、今の手並みは鮮やかという他ない。

　星奈が小鷹になにやら賛さん辞じを送る。

　それに対して小鷹は……怒っているようだった。

　あれは多分……無駄に男たちを挑発して自ら危険を招いた星奈のことを、叱しかっているのだと思われた。

　どうやら、ただ甘いだけでもないらしい。

　彼女の両親以外に、星せ奈なを叱しかれる者がいるとは思わなかった。

　本当に星奈のことを大事に考えているならば、怒るときは怒らなければならないのだ。しかしそれは、所詮雇やとわれの身である自分の役割ではない。

（羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか──悔しいですが、なかなかの人物だと認めないわけにはいきませんね）

　そんなことを考えていると、小鷹に追い払われた三人組がステラのほうへ帰ってきた。

「ご苦労様でした。ですが……手荒なことはするなと言ったはずですが」

　ステラが言うと、男たちは済まなさそうな顔をする。

「す、すいません……ついカッとなっちまって……」

　ステラは嘆息し、

「まあいいでしょう。約束を守れなかった以上、謝礼は割り引かせていただきますが……わ、私のおっぱいくらいなら触らせてあげましょう。うっふん」

　勇気を出して、我ながらとても大胆なことを言ってしまった。棒読みで。

　それを聞いた男たちは顔を見合わせ──何な故ぜか、とても気まずそうな愛あい想そ笑いを浮かべた。その目には憐あわれみとか慰なぐさめの色が浮かんでいる。

「あ……やー、その、なんつーか、いいっすわ、やっぱ報酬とかいらねえっす」

「そ、そうそう！　約束守れんかったオレらが悪いんやし」

「そんじゃあお姉さん、俺おれたちはこのへんで……つ、強く生きてくださいね」

　口々に言いながら去って行く三人。

　彼らの会話が微かすかにステラの耳に届く。

「たしかに美人のお姉さんだったけどさー、あの巨乳を近くで見たあとでアレ揉もむ気にゃーなんねーよなあ」

「ああ……。悪いけどアレと比べちまうと、あの人んはおっぱいなんて呼べるもんやねえわ……ただの『胸きよう部ぶ』や」

「あーあ、俺もパイオツカイデーなカノジョほしいなー」

　……べつに、本気で彼らに自分の乳を揉ませてやるつもりなどなく、冗談で言ってみただけなのだが。

　なんともいえない敗北感に、ステラは一人うちひしがれた。





　　









　その日の夕方。

　家に帰ってきた星奈に、ステラは素知らぬ顔でプールでのことを訊たずねてみた。

　星せ奈なは泳げるようになったことを嬉うれしそうに報告したのち、ナンパされたのを小こ鷹だかに助けてもらったこと、それから小鷹に怒られたことに嬉しそうな顔で文句を言って、

「なんかあいつ、他の男子とは違うかも……」

　まるでコイバナをする普通の少女のように頰ほおを赤らめた。

　リア充のおっぱいはことごとく干からびろ、とステラは思った。




　この日を境に、星奈がステラに隣りん人じん部ぶでの出来事を話す内容に、三み日か月づき夜よ空ぞらへの悪口だけでなく小鷹がどうしたといった話が混じるようになった。

　さらにそれからほどなくして、小鷹の話は彼の妹である羽は瀬せ川がわ小こ鳩ばとがいかに可愛かわいくてどれだけ自分が小鳩を愛しているかという気持ち悪い話に取って代わられるのだが、時とき折おり思い出したように小鷹の話も出る。

　小鷹の話をするときの星奈の顔はいつもとても魅力的で、自分も恋愛というものをしてみたいな……とステラは少し羨うらやましく思うのだった。





曇りなき心の月を先だてて







　この世界に『奇跡』というものがあるとすれば、楠くすのき幸ゆき村むらの存在こそ、まさに奇跡と呼ぶに相応ふさわしいだろう。





　　









　ゲームクリエイター楠姫ひめ子こに娘が生まれたのは、今から十五年前のことである。

　今でこそヒット作を数多く抱える名プロデューサーにして、『美人すぎるゲームクリエイター』『日本一可愛い四十代女性』『楠くすのき姫ひめ』などと大勢のゲームファンから熱烈な人気を誇る姫子だが、当時は生きていくだけで精一杯という有様であった。

　両親の反対を押し切って子供の頃からの夢だったゲーム業界に入ったはいいが、男性ですら音を上げるような過酷な労働環境のなか雑用ばかりを押しつけられ、なまじ顔が整っていたものだから、上司や先輩からは現代なら訴えれば余裕で勝てるレベルのセクハラを受ける日々。

　心身ともに疲れ果てていたとき、姫ひめ子この顔と身体が目当ての駄目な男に引っかかってしまった。

　顔と口だけのクズ男なのは当時の姫子にも薄々わかっていたのだが、それでも自分の帰りを待っている相手がいるというのは日々の救いになった。

　しかし、姫子の妊娠を知ると男は姿を消した。

　残されたのはお腹なかの赤ん坊と、貯金のほとんどが男のギャンブルで消えた無残な預金通帳のみであった。

　女になど生まれなければよかったと姫子は心底思った。

　だから生まれた娘に、姫子が昔から最も好きだった戦国武将である『真さな田だ信のぶ繁しげ』の世間に広く知られた名──『幸ゆき村むら』という名前を付けた（そのまま『信繁』にしなかったのは、さすがに女の子の名前として可愛かわいくなさすぎるからだ）。

　真田信繁──若い頃は人質として不遇の日々を過ごしながらも、後世日ひの本もと一いちの兵つわものと語り継がれるほどの生き様を天下に示した、まさに真の漢おとこ。

　女として生まれた不幸になど負けず、真田信繁のごとく雄々しく生きてほしい。

　そんな願いを我が子の名に込めた。

　幸村が生まれてからの姫子は、まるで真田信繁の魂が宿ったかのように奮起し、女手一つで幸村を育てる傍かたわら、次々と企画書を提出した。

　しかし姫子のことを所詮雑用係と侮っていた上層部に彼女の出した企画は見向きもされず、ついに姫子は会社に見切りをつけ、彼女の志に共感してくれた仲間たちとともに独立することを決意する。

　東京ではなく物価や賃料の安い姫子の生まれ故郷に事務所を構え、失敗すれば後のない、渾こん身しんの一作の開発を始めた。

　その名は『戦国ＲＡＮＳＥランセ』。

　日本の戦国時代を大胆にアレンジした世界観のアクションゲームで、物語の核となる主人公的なポジションに選んだのは真田幸村。

　そして主人公のライバル的な立ち位置に、彼と同世代の戦国武将である伊だ達て政まさ宗むね。

　金髪碧へき眼がんの美青年で《独どくガン流りゆう》という銃を利用した剣術を操る、これまでになかった斬新な設定の政宗である。

　この政宗像は姫子が大学時代、街で眼帯を付けた金髪碧眼の凄すごい美少女を見かけたのをきっかけに思いついたもので、何年もの間ずっと温め続けてきたものを、このたび満を持して登場させた。

　他のキャラクターも、これまでの戦国時代を題材にしたゲームのイメージを覆くつがえすような斬新な人物ばかりである。

　そして今から十年前、ついに完成したプレイングステイツ２専用ソフト『戦国ＲＡＮＳＥランセ』は、発売前はそのあまりにも際立ったキャラの濃さからゲームファンからはイロモノとして白い目で見られていたのだが、初心者でも取っつきやすいシステムと、コアなアクションゲームファンも唸うなる奥深さを兼ね備えていたことから次第に評判となり、さらには真さな田だ幸ゆき村むらや伊だ達て政まさ宗むねをはじめとする美形武将たちが幅広い女性層の心を摑つかんで、新規メーカーのデビュー作としては異例の大ヒットとなった。

　当時は広報担当の人間を雇やとうような余裕などなかったため、嫌々ながら自ら宣伝のために雑誌やネットなどのメディアに露出するようになった楠くすのき姫ひめ子この顔と名前も、その美び貌ぼうのため一躍業界で有名人となった。

　美人であったことで散々嫌な思いをしてきた姫子にとって、顔で人気が出るというのは非常に複雑なものがあったのだが、これが少しでも商品の売り上げに繫つながるのならと、アイドル的な扱いも甘んじて受け入れた。




「おめでとうございます、母上」




『戦国ＲＡＮＳＥ』のヒットを祝うパーティーから帰宅した姫子を柔らかな微笑ほほえみを浮かべて出迎えてくれた幸村を、姫子は思い切り抱きしめて何度も「ありがとう」と言って泣きじゃくった。

　それが娘に対して姫子が見せた初めての涙であった。

　忙しすぎてまともに話をする時間すらなかなか取れず、会社に泊まり込んでまだ幼い幸村を夜一人きりにしてしまうことも多かった母に、幸村は文句の一つも言わずついてきてくれた。

　常に必死で生きてきた自分の子供だとは思えないくらいマイペースでのんびりしたところが少々心配でもあるが、温厚で心優しい娘に育ってくれたのは素直に喜ばしい。

　娘の名前の由来となった史実の真田信のぶ繁しげも、戦場での勇猛な活躍とは対照的に、普段は非常に穏やかで決して怒らない人物であったという。

　幸村と名付けたのは間違いではなかったと姫子は思う。

　父親のことは、幸村が生まれる前に亡くなって写真も残ってないと噓うそをついている。真田幸村のように漢おとこらしい立派な人であり、弱きを助け強きを挫くじく真の日本男児だった……そんな大おお噓うそを付け加えて。

「ヒモ同然の駄目男だった」という厭いやな真実を伝えるよりも、そのほうがずっと幸村のためだと思ったのだ。

　物心ついたときからそんな立派な（虚構の）父親の話を聞かされ続けてきた幸ゆき村むらは、やがて「わたくしも真さな田だ幸村のような立派な日本男児になるべく精進いたします」と話すようになった。姫ひめ子こはそんな娘の言葉を頼もしく思い、「ええ、頑張りなさい」と応援した。

　幸村にはまだ早いかなと思いつつ発売前の『戦国ＲＡＮＳＥランセ』を遊ばせてみたところ、夢中になって遊んでくれた。

　真田幸村や伊だ達て政まさ宗むねのキャラクターも気に入ってくれたようで、「わたくしも真のもののふになりたいです」と嬉うれしそうに語ってくれた。

　デビュー作のヒットに加えて、自分の作ったゲームで自分の子供が喜び、自分の作ったキャラクターを目標にまでしてくれたことで、姫子の仕事への情熱はますます燃え上がり、さらに仕事に打ち込むようになった。





　　









　娘幸村の「真田幸村のような立派な日本男児になるべく精進する」という発言が、「そのような生き方をしたい」という例えではなく、そのまま一〇〇％言葉通りの意味だったことに姫子が気づいたのは、幸村が小学校に通うようになってしばらく経たってからのことであった。




「……幸村さん、どうも自分のことを男の子だと思っているようなのですが……」




　小学校の担任に内々に呼び出され、そんなとんでもない話を聞かされたとき、姫子はぽかんとして何も言えなかった。

　トイレは当然のように男子トイレを使い、体育の授業でたまに男女別に分かれることがあっても、あまりにも普通に男子の方に入るので体育教師も最初のうちは気づかなかったという。

「あ、ええと、いえ、その……」

　混乱してしどろもどろになる姫子。

　仕事場では卓越したリーダーシップでチームを引っ張っている彼女だが、一人の親として教師に相対したときの態度はあまりに未熟であった。

　困り果てている姫子に対して、担任の女教師はなぜか「いいんです……わかっていますから……！」と力強く頷うなずいた。

　昨今の教育界ではこの手の心と身体の問題に対する理解も進んでおり、特に幸か不幸か、その教師は中でもとりわけ開明的な考えを持つ人物だったのである。

　よくわからず混乱する姫ひめ子こに彼女は、幸ゆき村むらが学校で問題なく男子として過ごせるよう、全力でサポートすることを約束してくれた。

「へ？　あ、ええと、はい……よ、宜よろしくお願いいたしま、す……？」

　混乱したまま、姫子は頭を下げた。

「任せてください！」

　その後、女教師はその約束を完璧に果たし、幸村は自分が女だと気づくことなく、六年間不自由のない小学校生活を送った。

　これまた幸か不幸か、第二次性徴がはじまっても幸村の胸が膨ふくらむことはなく（姫子の胸もほぼ真っ平らだから、これは多分遺伝だろう）、外見的な違いで周囲の子供たちから女であることを指摘されることもなかった。修学旅行などでは件くだんの女教師が色々気を回してくれたらしい。

　母の会社の成功でこれまで貧しかった生活も一気に豊かになり、担任の教師をはじめ学校生活を支えてくれる人間に恵まれ、穏和な人柄に加えてゲームが上う手まいことで大勢の友達もいて（幸村やその友人達に開発中のゲームのテストプレイをしてもらうこともあった）、……楠くすのき幸村の小学生時代は、表面だけを見れば文句なしに幸せなものだったと言っていいだろう。





　　









　小学校を卒業したあとの幸村の進学先は、私立聖せいクロニカ学園中等部と決まった。

　理由は、姫子がかつて通っていた学校だからだ。

　中高一貫のミッションスクールで、進学率の高さや真面目まじめな校風で知られる。

　十一年ほど前に女子校から共学へと変わったのだが、女子高だった頃の名な残ごりで男女の比率は女子の方が多い。

　幸村を少しでも安心できる学校に通わせてやりたい──姫子はそう考えてこのクロニカを選んだ。

　入試問題が難しいことで知られていたが、最近は小学校のときの内申書や面接を重視するようになったらしい。

　幸村の試験の点数は、社会の日本史分野以外はパッとしなかった。しかし、小学校の内申書の評価が非常に高く、面接での柔和かつ芯しんの強さを感じさせる幸村の立ち居振る舞いや「真さな田だ幸ゆき村むらのごとき立派な日本男児になりたいです」というユーモアのある発言は面接官たちに好印象を与え、幸村は無事に中学入試に合格することができた。

　幸村の合格が決まったあと、姫ひめ子こは学園の理事長に直接幸村のことを相談しに行った。

　さすがに中学生になっても自分を男子だと勘違いさせたままにはしておけない。

「はじめまして。私が理事長の柏かしわ崎ざきです」

　姫子を迎えたのは、精せい悍かんな顔つきで長身の偉丈夫だった。

　姫子よりも少し年下でありながら、若くして理事長の地位を継ぎ、学校運営に辣らつ腕わんを振るっている凄すごい人物だと噂うわさに聞いている。

　こんな立派な男性も世の中にはいるのだなあと姫子は感心する。彼のような人であれば、幸村の父親のように母と子を見捨てたりせず、しっかり父親としての責任を果たしてくれるに違いない。

「……ご相談というのは、お子様のことですね？」

　天馬ぺがさすが切り出した。

「は、はい！　そうです。ええと……」

　姫子がどう説明したものか言葉に窮していると、天馬は真剣な顔で、

「……小学校の方から、お子様のことは申し送りされております」

「え？」

　さらに戸と惑まどう姫子を安心させるように天馬は鷹おう揚ように頷うなずいたのち、小学校の時と同様に、幸村がちゃんと男子として過ごせるようサポートすることを約束してくれた。

　……約束されてしまった。

「よ、宜よろしくお願いいたします……」

　天馬の頼もしげな雰ふん囲い気きに流されるまま、結局姫子は、幸村は自分が男だと長年にわたって思い込んでいるだけで天馬が思っているような性同一性障害とは事情が異なるのだということを伝えられなかった。





　　









　さすがに中学になると、いくら胸がほとんど膨ふくらんでいないとはいえ幸村の性別についておかしいと気づくクラスメートもいたらしい。

　だが、理事長の指示を受けた教職員のサポートや、幸村自身のとんでもないマイペースぶり、そして何よりも気づいてしまった彼ら彼女たちの幸村に対する優しさから、幸村が学校で迫害を受けたりということはなかった。

　周囲の人々の思いやりに支えられ、幸ゆき村むらは悠々と三年間の中学生活を送り、無事に高等部へと進学したのだった。

　高校生ともなればさらに性差による違いは顕在化し、周囲の生徒による幸村への態度も自ずとぎこちないものになった。

　それに対して幸村が導き出した答えは、『自分がいつまで経たっても男らしくなれず女め々めしいから、いじめを受けているのだ』というぶっ飛んだものだった。

　六月になると、幸村は男らしさを磨くため、幸村の考える『真の漢おとこ』の体現者である羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかという少年の舎しや弟ていとなり、彼の所属する隣りん人じん部ぶという部活に入部した。

「しゃ、舎弟……!?」

「はい。わたくしはあにきのもとで男らしさを学ぼうと思います」

　幸村からそのことを聞いた姫ひめ子こは大丈夫なのだろうかと心配したのだが、小鷹について語る幸村があまりにも幸せそうだったため、何も言えなかった。




　そしてついにその日は訪れた。

　楠くすのき幸村、高校一年生の九月末。

　部活のメンバーと一緒に横よこ縞じまワンダーランドへと出かけた幸村は、ついに自分が女であることを知る。

　志し熊ぐま理り科かという同じ部活に所属する少女が、具体的にどうやって幸村を納得させたのかはよくわからない。




「母上……わたくしは、男子ではなかったのですね」




　それを聞いた姫子は、泣きながら幸村に謝った。

　小学校時代、幸村の勘違いに気づいたときに、母親である自分がすぐに訂正すべきだったのに、ずるずると流されるままこんなに長く不自然な生き方をさせてしまった。

　姫子は自分の親としての未熟さを心の底から後悔し、幸村に謝った。

「顔をお上げください、母上」

　幸村は泣きじゃくる母に、柔らかな笑みを浮かべて言った。




「わたくしはこれまでも、わたくしの望むように幸せに生きてまいりました。これからもわたくしの望むように幸せに生きてまいります」




　姫ひめ子この目からまたも涙が溢あふれる。

　こんな駄目な母親のもとで、よくぞこの娘は優しくそして強く育ってくれた。

　日ひの本もと一いちの兵つわものの名を持つ少女に相応ふさわしい、日本一の女の子になってくれた。




　羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかと出で逢あったことで知った感情──姫子から見れば、まぎれもなくそれは恋心だ──を自然のものとして受け入れられるようになったことで、幸ゆき村むらはそれからますます可か憐れんに、そしてますます強く優しくなっていった。




　幸村本人の生来の性格や思考、強さ。

　母楠くすのき姫子の未熟さ、独善、強さ、弱さ、親としては失格である一方で社会人としては女じよ傑けつと呼ぶに相応しい生き様、不器用だが強い愛情。

　小学校の担任や柏かしわ崎ざき天馬ぺがさす、クラスメート達、羽瀬川小鷹や三み日か月づき夜よ空ぞら、その他様々な人々の優しさ、心配、親切、心こころ遣づかい、勘違い、間違い、思い込み、早とちり。

　それらが奇跡的に積み重なって、今の幸村は在ある。




　数奇な境遇で生まれ育ち、暴力のような奇跡の奔流に晒さらされ続けながらも、決して歪ゆがむことなく磨かれ続けた楠幸村の輝きは──生まれながらの恒星、柏崎星せ奈なをも凌りよう駕がするだろう。

　その輝きが花を咲かせ、幸村の思い人である羽瀬川小鷹の心に強く刻まれるのは、これから約二ヶ月後のことである。





手を取れるように







　学園祭が終わって一ヶ月近くが過ぎた。

　隣りん人じん部ぶは、羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかの望んだとおり、文化祭終了後もこれまでと同じぬるま湯のような日々が続いていくかのように見えた。

　しかしそんな日々は、廃部の危機を乗り越えてテンション上がっちゃった柏かしわ崎ざき星せ奈なの暴発的告白によって終わりを告げた。

　いつかこんな時がやってくるんじゃないかとは思っていた。

　この僕──志し熊ぐま理り科かでさえ、ここまで唐突な展開は予想外だったけど。

　柏崎星奈の告白を受けて、羽瀬川小鷹は逃げ出した。

　隣人部というコミュニティを何よりも──自分自身よりも──大事にしたいという彼の気持ちを考えれば、あの状況では無理のないことだと思う。

　彼もまた隣人部になくてはならない存在なのだということを忘れている彼の行動は、決して正しくはないけれど、だったらあのとき彼がどう立ち回るのがベストだったのかというと、それは僕にもわからない。

　なんの関係もない他人であれば、女の子からの告白から逃げ出したという事実だけを見て彼のことをヘタレだと罵ののしるかもしれない。

　僕や三み日か月づき夜よ空ぞらや楠くすのき幸ゆき村むらや高たか山やまマリアや羽瀬川小こ鳩ばとのことなんてどうでもいいから、隣人部で僕たちがこれまで築きずいてきた絆きずななんてどうでもいいから、さっさと柏崎星奈と恋愛関係になってイチャコラしろよと。

　もしも僕の前でそんなことを言う輩がいたら僕は……そいつをブチ殺してしまうかもしれない。

　僕は、僕たち以外の誰だれかが羽瀬川小鷹を責めることを許さない。羽瀬川小鷹を糾きゆう弾だんし、ぶん殴っていいのは、暴発とはいえせっかくぶつけた自分の想おもいを蔑ないがしろにされた柏崎星奈本人か、大好きな彼がそんな醜態をさらしてしまう原因となった、僕たち隣人部のメンバーだけだ。

　隣人部から逃げ出した羽瀬川小鷹は、なんと生徒会という別のコミュニティに依存してしまった。なんて無様で、なんて滑こつ稽けいで、なんて残念な奴やつだ。

　さすがの僕もこれにはちょっとキレてしまったね。

　もはや殴ってでも道を修正するしかない……と思う。気がする。……このまま生徒会に取られちゃったら嫌だし。

　そしてその役割は僕が引き受けよう。他の誰だれにも、隣りん人じん部ぶの誰かにだって渡さない。

　君と出で逢あったことで変わったこの僕が、今度は君を変えてやる。

　それに僕はこれでも科学者の端くれだ。

　いつまでも続く穏やかな日常なんてのは、幻想フアンタジーでしかない。

　幻想を解体し現実の領域へと引きずり下ろすのは、科学者の役割なのだ。

「……できた」

　不眠不休で完成させた発明品を見て僕はほくそ笑む。

　彼の妹が愛するアニメ『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』に登場する必殺技から着想を得て開発した、半自律式全方位攻撃デバイス《救世の九星ナインライブス・ブレイカー》。

　名前もアニメからそのまま拝借した。

　どうも気恥ずかしくてあまり表には出さないが、あの作品は僕も大好きだ。

　幻想を現実に引きずり下ろすのが科学者なら、幻想でしかなかったものを現実の領域へと引っ張り上げるのもまた、科学者の役割だ。だから今人類は空を飛び、離れた場所にいる相手とも話ができる。エジソンやニコラ・テスラがオカルトに傾倒したのも、幻想をただ幻想のままで終わらせないためだったのではないかと僕は思う。

　僕の溢あふれんばかりの厨ちゆう二にマインドを全力で注そそぎ込んだロマン武器で、君の幻想をブチ壊してやる。

　これが本当に正しいことなのか、僕にはわからない。

　上から目線で他人に正しさを説けるほど、僕は賢くもなければ対人経験豊富な大人でもない──ただの元引きこもりだ。

　閃ひらめきではなく、僕は自分の感情によって君を殴ろうと思う。

　生なまの感情を剝むき出しにして本気でぶつかることが、必ずしも最善の結果をもたらすとは限らないことくらい知っている。

　でも、本気でぶつかってみることでしか見つけられないものはきっとあるのだと、それだけは信じている。それを教えてくれたのは、他でもない君だ。

　不意に、本棚の中の『写真資料　隣人部部員』と書かれたファイルが視界に入った。

　この中にある写真は『ロマンシング佐さ賀が』というゲームのキャラクターモデルを作るために、僕がこっそり収集したものだ。

　隣人部のみんなで遊んだのはザコモンスターの攻撃パターンすら未入力のα版だったけど、それでも楽しかった。

　──そうですか？　理り科かは楽しかったですよ。

　──みんなでゲームをやるというのは初めてでしたが、とても楽しかったです。

　あの時のあの言葉は、まぎれもない僕の本音だ。

　僕の言葉を聞いた君が、僕に共感してくれたことに、僕は気づいていたよ。

　みんなの写真からキャラモデルを作るのはＣＧの専門家じゃない僕にはかなり骨が折れる作業だったけど、頑張ってよかったと思えたんだ。

　僕はあれ以来『ロマ佐さ賀が』の開発には関わってないけれど、最近ついにマスターアップしたという連絡が入った。

　今度またみんなであのゲームをプレイする日が来るとしたら、そのときはデータを少し修正しなくてはならない。

　文化祭初日──保健室に運ばれたあの日、帰る前に身体測定をしてみたら、なんと身長が四ヶ月前より１・５センチ伸びて、胸も２センチ大きくなっていたのだ。




　物理的にも大きくなった胸を期待に膨ふくらませつつ。

　僕はたくさんの初めてをくれた友達と、生まれて初めてのケンカをしに行く。





コネクト／プロローグが終わり、羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかが主人公になったとき







　十二月のはじめ。

　私立聖せいクロニカ学園の屋上にて、一人の少年と一人の少女が大おお喧げん嘩かを繰り広げた。

　少年の名は羽瀬川小鷹。

　少女の名は志し熊ぐま理り科か。

　二人はお互いの胸に秘めていた思いの丈を言葉にしてぶつけ合い、物理的にも全力でぶつかり合い、そして、認め合い、わかり合った。

　戦いの末に二人は疲れ果て、小鷹は仰あお向むけに倒れ、理科はフェンスに背中をあずけてへたり込んだ。

　どちらからともなく笑い合う二人。

　息も切れ切れな、しかし全てを出し切った二つの清すが々すがしい笑しよう声せいが冬空に響く。

　そして小鷹はついに言った。

「俺おれと友達になってくれ」

　意味のない台詞せりふだ──と、彼女は思った。

　だって、あえて言葉にして承認し合うまでもなく、今の二人の姿は、どこからどう見ても固い絆きずなで結ばれた友達そのものだったから。

「え？　なんだって？」

「いや、『なんだって？』じゃねえよばか……」

　他た愛あいのない、だからこそ親密さをまざまざと感じさせるやりとりをする小こ鷹だかと理り科か。

「だって理科たちは、もう友達じゃないですか」

　十二月の澄んだ空気の中、軽やかなその声は離れた場所まではっきりと聞こえた。

「…………っ！」

　それ以上見ていられなくて、彼女は覗のぞき見するのをやめる。

　ここに自分の居場所はない。

　あいつの隣にいるのはもう、私じゃない。

　動き出した時間の、これがなれの果てか。




　──なんて……可哀かわい想そうな私。




　二人に気づかれないように、屋上へと続く扉をそっと音を立てずに閉めて、静かに階段を下りていく。

　夏の終わりに短く切った髪も今ではそれなりの長さまで伸びていて、俯うつむいて歩けば彼女の表情を完全に隠してくれた。

　おかげで、通りすがる人々に泣き顔を見られることもなかった。




『旅に出ます。探さないでください』




　三み日か月づき夜よ空ぞらから隣りん人じん部ぶの部員達にそんなメールが届いたのは、それから間もなくのことだった。


（CONNECTED）







あとがき







　まずは重大なお知らせ！　テレビアニメ第２期、『僕は友達が少ない　ＮＥＸＴ』が２０１３年１月より放送開始です！　今回、作者はシリーズ構成その他諸もろ々もろに全力で関わっております。内容的には小説の４巻からですので、１期を観みていない方も是非ご覧いただければ幸いです。多分、１期より何もかもがパワーアップしていると思います。気に入ったらぜひ、ＮＥＸＴからでもブルーレイやＤＶＤをお願いします。




　そんなわけで発売決定の発表から大変長らくお待たせしました、はがない９巻目、『僕は友達が少ない　ＣＯＮＮＥＣＴ』でした。楽しんでいただけたなら幸いです。

　ナンバーはありませんがバリバリの本編の一部であり、⑧のあとにお読み下さい。また、次に出るはずの⑨は今巻のあとにお読み下さい。

　読まなくても問題ない外伝的なものだと誤解されないよう「⑨」や「８・５」と付けようか迷いましたが、時系列は⑧の続きでもないしナンバリング巻は小こ鷹だかの一人称で統一しているので、当初の発表通りタイトルはＣＯＮＮＥＣＴとなりました。小鷹の視点ではどうしても描けない重要エピソードを描くための巻であり、中身はむしろいつもより濃いです。この巻を読まれたあとでこれまでの巻を読み返していただくと、以前とは違う新鮮な感覚で楽しめるのではないかと思います。







　以下、ちょっとした各エピソードの解説です。興味がない方は読み飛ばしてください。




【動き出した時間】

　動くまで時間がかかり動き出してもすぐ止まる系女子、三み日か月づき夜よ空ぞら。

【なぞなぞ】

　息抜き的な話１。小鷹がいないときこの二人はこんな感じですよ、みたいな。

【はじまりの翼】

　正直、天馬ぺがさすがここまでの重要人物だったとは実は作者も思っていませんでした。アイリも初登場。この両親にして小鷹＆小こ鳩ばとの兄妹というわけです。ちなみに今回の表紙イラストは女子高生時代のアイリと、ケツで割り箸を割ることに夢中だった時代の小鳩という実際にはありえない組み合わせで、とても切ないです。

【星二つ】

　息抜き的な話２。はがない④の１０４ページあたりの裏側です。珍しい組み合わせをお楽しみください。ちなみに幸ゆき村むらはモバイルゲーム嫌い。既刊にて小こ鷹だかも言ってますが、意外と好き嫌いは明確にある娘です。

【スーパーノヴァ】

　当初はもっと昼ドラ的なドロドロした内容になると思っていましたが、幸い父がいなくても幸せな幼年期を送れたのでステラの内面があまり黒くなりませんでした。④の１１８ページの行動の理由は、避妊は大切だという姉心。

【カムパネルラ】

　日本よ、これがリア充だ。……天馬ぺがさすによる学校改革の影響は良くも悪くもちゃんと出ているという話でもあります。方言は舞台のモデルになった作者の地元のもので、関西系の印象を受けるかもしれませんがアクセントは関東寄りと、文章だけではわかりにくいです。語り手の小鷹が同級生と喋しやべる機会が少ないのと、高校生にもなると方言を使いたがらなくなるので、これまではマリアがたまに使うくらいであまり前面には出ませんでした。タイトルは『銀河鉄道の夜』からですが、作中の何のメタファーかというと、色々です。なにげに小鷹と小こ鳩ばとのキレるポイントが一緒なのも注目。

【ブレス】

　姉バカ日誌。タイトルはbreathとblessの両方です。

【クオリア】

　序盤の最重要シーン、小鷹の根本にあるものが一瞬浮き彫りになる②の63ページあたりの補完を主な目的として書き始めた話ですが、よりによって理り科かの一人称という形式を選んでしまったがために大変なことに。苦労した分お気に入りです。

【魔人が生まれた日】

　息抜き的な話３。夜よ空ぞらと理科は割とウマが合います。中性的な部分や中二病のケがあるところとか、お互い通じるものがあるのでしょう。

【スターゲイザー】

　姉バカ日誌２。あと、『星二つ』の「さすがの星せ奈なも他人にエロゲーやっているのを見られるのは恥ずかしい」というのを思い出していただければ。

【曇りなき心の月を先だてて】

　幸村の家庭の事情編。登場人物の驚きの片親率……共通する境遇だからこそ共通する点が生まれ、だからこそ出で逢あったとかそんな感じでひとつ。幸村がゲームやケータイを難なく使いこなしていた伏線をやっと回収できました。

【手を取れるように】

　もはや主人公の風格。タイトルの由来は『ＮＥＸＴ』の主題歌のフレーズから。

【コネクト】

　⑧のラストから直接続いているエピソードです。⑧の最後に描くべきか迷ったのですが、ここはさすがに綺き麗れいに終わるべきだろうということで今巻に入りました。




　そんな感じで各話解説でした。トモちゃん誕生秘話など、まだ描かれていないエピソードが幾つかありますし、今回はほぼ重要エピソードで埋まってしまいましたが、なにげない日常のエピソードももっと書きたいので、もしかするといずれ『ＣＯＮＮＥＣＴ２』も出るかもしれません。




　それでは今後とも『僕は友達が少ない』を宜よろしくお願いいたします。

　アニメ放送に加え、この本と同時期に発売のいたちさんによるコミカライズ第７巻に始まり、bomiさんによるスピンオフ漫画『はがない日和』、超豪華執筆陣による『僕は友達が少ない　ゆにばーす２』、そしてブリキさんの画集『僕は友達が少ない　ブリキArt Works』と、はがない関連書籍が続々と発売予定です。どれも油断すれば本編が食われてしまうような凄すごいクオリティです。お楽しみに！

　また、もずや紫さんによるコミック版『ラノベ部』はハイパー素晴らしいのでぜひ。




　さて、最後に本編の予告ですが、次は第10巻『僕は友達が少ない⑨』となります。

　キャッチコピーは『三み日か月づき夜よ空ぞら、復活!!』……多分な。

　なるべく早めにお届けできるよう頑張ります。


２０１２年11月下旬　平ひら坂さか読よみ











　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　絶え間なく迫り来る恐るべき存在に対して長きにわたり抗い、幾度となく破ってきた男。その傍らには常に、近しき者達の涙があった──。




　イラストレーター

　ブリキ
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